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卵肉兼用種の「土佐ジローJIこ次ぐヒット作になるか？
その名も「プチコッコJ（高知県）

高知県畜産試験場

右側がロードアイランドレッド
左側がプチコッコ
ロードアイランドレッドと体格を比較すると
かなり4、さめであることがわかる

左側がロードアイランドレッド
右側がプチコッコ

右側がロードアイランドレッド
左側がプチコッコ
体重比でロードアイランドレッド（約2kg) 
の半分（約 1kg) 
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荒廃地解消に放牧利用を

熊谷園彦
（くまがい くにひこ）

h 島根県大田市長

最近、中山間地では荒廃地が増えてきている。農産物の輸入増加などにより農業生産

条件が厳しく、中々採算の合う品目が見つからないこともあろうし、農業者の高齢化が

進んでいることもその理由であろう。日本の多くの農民は本能的に自己の農地を荒廃さ

せたくないと思っている。しかし、そうは言っても寄る年波には勝てぬと遂に耕作や管

理を諦める例も多くなっている。実際、管理のための草刈りだけでも大変である。日本

のように夏に高温多雨の地帯では、草は刈っても刈ってもすぐに伸びて来る。

昔、殆どの農家が牛を飼っていた時代は、水田の畦畔も、道路端も、水路の脇もすべ

て牛の飼料や敷料としてきれいに刈りとられていたものだ、った。しかし、牛飼い農家の

少なくなった今日では一部を除いて全て管理のために刈り取らなくてはならない。

当大田市でも、畜産の粗生産額は26億円で、市内の農業粗生産額全体の55%を占め、

島根県の畜産粗生産額の14%を占めるものの、購入飼料に頼る大型農家が多く、戸数が

年々減少している状態では傾向としては閉じようなものである。

そこで、当市では「荒廃地対策には放牧で対応をjと呼び掛けている。実は、私も肉

用繁殖牛4頭を飼育し、裏山には充分で、はないが放牧場を持っている。忙しい市長職の

合間に牛も飼っているわけであり、妻の協力もさることながら、放牧場を持っているた

めに随分助かってもいる。私も年齢の割には健康に自信のある方だが、常に「元気の秘

訣は牛を飼っていること。牛という字はーを足せば生きるという字になる」と言ってい

る。

荒廃地対策の草刈りに草刈機を使えば、燃料を消費し、人は疲れて肩を痛くする。し

かし、牛の舌を使えば、「お天とう様の下はいいなあJとばかりに、旺盛な食欲で元気

に食べ尽くしてくれるし、糞尿の始末も一気に解決し、一部に芝が生えていれば糞を撒

くついでに芝の種も撒いてくれるうえに、蹄で耕起もしてくれて締麗になる。市内でも、

放牧の利点を生かして実践する農家が増加し、「出前放牧」も増えてきている。

そのため、放牧用地の貸借には地権者に補助金を交付したり、放牧による転作保全管

理には市単独で上乗せ補助も行っている。高温多雨の日本の気候は放牧に向いている。

ともかく、荒廃地の放牧による有効利用は日本中で奨めるべき方向と思っている。



動物の福祉・

近年、欧米、特にEU諸国、において家畜

生産などの場における家畜の取扱いについて

環境問題ともからみつつ、動物福祉・愛護の

観点からの法的規制が強化、実施されて来て

いるようである。今同の特集では、これら状

況を紹介するとともに、我が同の関連法規制

についても紹介することにしました。企画に

ご協力いただいた方々、および、ご執筆いた

だいた方々に厚く感謝いたします。

（編集委員会）

I.欧米における動物福祉・愛護政策の

動向と家畜宅産

1.大家畜を中心にした動向

…佐藤衆介

2中小家畜をq1心にした動向
…田中智夫

3.参 与：動物福祉・愛護政策に対

応したフランスの輪送車・畜舎

への取組み事例

II .我が国における動物愛護と家畜生産

1.動物愛護管理法の要旨

－－…・…－・…・・・・大島照明

2.参考：

1 ）産業動物の飼養及び保管に関する

基準

2）動物の処分方法に関する指針

I.欧米における動物福祉・
愛護政策の動向と家畜生産

l .大家畜を中心とした動向
佐藤衆介（さとう しゅうすけ）

l ）今なぜ家畜福祉か？

( 1 ）欧州共同体からのWTO農業委員会への

提案

現在も商業、資本、社会、農．業、環境など

の立法に関わっている欧州共同体（EC）が

2000年6月28日付けでWTO農業委員会へ

「家畜福祉と貿易」という提案を行い、自由

貿易を阻害せずに家畜福祉に配慮した生産が

2 

東北大学大学院農学研究科 助教授

継続できるような包括的論議を要請した。こ

の要請書は欧州では消費者や生産者の間で家

畜の繁殖や飼育技術が家畜自体あるいは健康

へおよほす影響への関心、さらに、家畜の飼

われている環境や家畜福祉への関心が高まっ

ていること、それに伴って、飼育・輸送・屠

殺 ・実験における「家畜の保護」に関する法

律が成立したことを紹介し、自由貿易が「家

畜の福祉を守る運動Jを阻害しないことをも

畜産技術 2001年2月号



愛護政策と家畜生産

とめる提案からできている。そして、 WTO

内で、家畜福祉を非貿易的な関心事項として次

に示すような検討を要請している。

①共通の家畜福祉基準を作成し、それに沿っ

た貿易ルールを確立すること

②消費者が畜産物を選ぶ権利を保障するため、

生産過程において家畜福祉基準に沿った生

産物であることを含めた内容のラベリング

をすること

③家畜福祉基準に沿った生産におけるコスト

上昇分を自由貿易の中でも吸収できる合法

的な代償措置の確立

農畜産物の輸出国である欧州では、 「家畜

福祉倫理」の導入によって、畜産物の国際競

争力が低下してきている。そこで、「家畜福

祉倫理」を世界的に広めることで、畜産物の

国際競争力の低下を防ぎ、自由貿易を乗り切

ろうとしている。そのため、我が国をはじめ、

自由貿易の中で、非貿易的関心事項の検討を

主張するWTO加盟各国は欧州、｜の主張する

「家畜福祉倫理jの普遍化への対応を早急に

検討しなければならなくなっている。しかも、

WTOの規定20条にはGATT以来、引続いて

（ァ）各国の公然の倫理の保証、（イ）人間、動

物、植物の生活と健康の保護、（ゥ）鉱物資源

のみならず野生動物も含む有限天然資源の保

全などの例外規定を明記している。未だ、

WTO内では全く議論されてはいないが、（ァ）

と（イ）の例外規定は欧州の提案した「家畜福

祉問題」の討議要請に正当性をあたえる根拠

になっている。

( 2）マクドナルドレストランの決定

米国のマクドナルドレス トランは2000年8

調

つ

記
百
件
同
世
家

i
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号

月に、鶏卵供給業者に対して州法よりも厳し

い家畜福祉基準を提示し、 2001年末までに応

じるように要請した。米国には家畜福祉に関

する連邦法は存在しないが、この動きは米同

内のイ也のハンバーガーチェーンやマクドナル

ドカナダにも飛火し、 一大キャンベーンとな

っている。2000年9月15日に全米の成人を対

象に行われた電話アンケートでも、この動き

は広範囲の人々に支持されている。

すでに、米凶政府は畜産物にその家畜が人

道的に管理されたことを証明する＂Free

Farmed＂というラベルの添付を許可している 。

この方式はアメリカ人道協会（American

Humane Association）が欧州の動向を参考に

基準を作成した。この基準にそってFarm

Animal Serviceという団体が家畜を人道的管

理している農家を認定する。この認定業務は

農務省により監査される。最初はこのラベル

を貼った商品は自然食品店のみで取扱われて

いたが、現在ではスーパーマーケットにも並

んでいる。この商品の年間販売額は5年間で

30億ドルから70億ドルにもなり、新たな成長

産業部門として注目されている。

このような傾向は世界的となってきている。

欧州では家畜福祉農場を含む有機農業は独、

仏、伊に多く存在している。さらに、このよ

うな有機農業は豪州、｜とスイスでは畜産のそれ

ぞれ10%、7.8%、デンマークでは全農用地の

4.9%を占めている。英国では有機農業からの

畜産物は販売高の 1%といわれ、そして、 20

～100%のプレミアつきで販売されている。

このように、先進国の消費者は家畜福祉へ

の関心が高く、早晩、我が国の消費者にも影

3 



押を与えるであろう。2001年4月からは我が

国でも有機農産物の表示規制（有機認証制度）

が始まるので、家畜福祉的に管理された家畜

からの畜産物であることの表ポが行われるか

もしれない。有機認証制度には国連コーデッ

クス委貝会（食品規格委員会）の合意に甚き、

家畜福祉条項も盛込まれているので、我が国

の生産者も家畜福祉への対応に巻込まれる可

能性がある。

(3)動物は「単なるモノ」との考えからの

脱却

1999年 5月 1日から施行されたEUのアム

ステルダム条約において、動物福祉への配慮

が議定書No33の「動物の福祉と保護」に規

定された。EUが農業・輸送・域内流通・研

究に関する政策の決定・執行にあたり、動物

を「意識ある存在」としてその保護と福祉に

配慮することに同意したのである。すなわち、

動物福祉への配慮は、倫理から法律へと転換

したといえる。我が国の「動物の愛護及び管

理に関する法律」にも「動物が命あるもので

あることにかんがみ」と規定されている。グ

ローバルに動物は法的にも単なる「モノ」か

ら脱却したと認識するべきである。

2)ウシの飼養管理に関する規制

ウシに関するECの特別指令(Directive)は

後から述べるように子牛についてのみ存在し

ている。一方、成牛に関しては1988年に欧州

審議会(Councilof Europe)の常置委員会が

尾切断の禁止と去勢を出来る限り回避するこ

とを含む勧告書(Recommendation)を提出し

ている。ウシなど全ての家畜の飼養管理に関

する全般的な配慮については「農用家畜保護

指令98/58/EC」で規制されている。すでに、

1切昨に「農用家畜保護欧州協定 (Convention)」

が欧州審議会で採択され、次いで、 1978年に

は欧、1'1・1共同体で 「決定 (Decision)

78/923/EEC」となり、これが、 1992年に乱

定書(Amendment)として改正され、 1998年

7月20日にEUの 「農用家畜保護指令」とし

て法的に拘束力を有したのである。「農用象

畜保護指令」は規制対象に関して参加各国を

等しく拘束する法的基準ではあるが、その実

施方法は各国の裁星に任されている。この

I指令」の対象となる 「農用動物」は「食

料・毛・毛皮•その他の農用目的で繁殖・舅

養されているあらゆる動物 （魚、は虫類、祠

生類を含む）」と定義されている。 しかし、1

野生動物・展示動物・競争動物・スポーツ月

動物・実験動物・無脊椎動物は適応除外であ

る。そして、各国は1999年12月31日までに目

内法を整備し、権限を有する公的機関が査察

をすることとなっている。その結果の要約を

委員会(Commission)を通して常置委員会に

報告することと規定されている。「動物福牡

への配慮」の内容を以下に簡単に紹介する。

(1) 家畜管理者：管理者としての技能・知

識・専門的能力を有する者であって、十分な

人数をそろえる。

(2)家畜の点検： 1日1回は家畜の点検をす

る。また、点検が容易に行えるような照明を

準備する。もし、疾病や損傷がある時は速や

かに手当し、回復しない時は獣医師に指示を

仰ぐようにする。必要に応じて、乾燥敷料な

どの快適な寝床を準備した場所に罹患動物を

隔離する。

(3)記録の記帳：獣医学的処置や死亡率を記

録し、少なくとも 3年間は保管する。

(4)動きの自由：家畜に不必要な苦痛や損雁

与えるような拘束はしない。常時、または，

定期的に繋留ないし拘束する時は、その家畜

が持つ生理的、かつ、行動的要求にあった空

間を与える。

4
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(5)畜舎・収容施設：収容施設と付帯設備の

材料は家畜に無害、かつ、衛生的なものにし、

施設内には鋭利な角や突起を作らない。また、

空気の循環状態、塵の状況、気温・湿度の状

態・ガスのレベルは家畜への悪影響がないよ

うにする。そして、常時暗黒下あるいは常時

照明下での環境では飼養しない。

(6)屋外飼育：必要に応じて、悪天候や捕食

獣から、そして、健康への危害から庇護する。

(7) 自動機械・装置： 「家畜の健康と福祉」

への影響の可能性がある自動機械や装置につ

いて 1日1回は点検する。欠陥があれば即座

に修理し、修理不可能な時は「家畜の健康と

福祉」が守られるように適切な対応をする。

人工換気装置についてはバックアップシステ

ムと警報システムを備え、定期的に点検する。

(8) 給餌・給水•その他の給与：家畜の健康

維持および栄養要求量を満たすために十分な

量の飼料を与える。家畜に苦痛や損傷をおこ

しうる飼料を与えない、また、生理的要求に

合せた間隔で給餌する。給水は家畜の水分要

求量に合せて行う 。給餌設備や給水設備は汚

染されにくく、また、家畜同士の競争による

弊害が最少となるような構造に設計して設置

する。その他、治療・予防目的以外の投与は

「家畜の健康や福祉」を阻害しないようにする。

(9)繁殖：自然交配および人工授精において

は家畜に苦痛や損害をあたえる交配方法や授

精法を実施しない。また、遺伝子型、あるい

は表現型が「家畜の健康や福祉」を阻害する

可能性がある家畜を育種して農用目的で飼育

すべきでない。 1996年4月29日発効の「指令

96/22/EC」では畜産においてホルモン作用

や甲状腺機能妨害作用を有する物質および

betaーアゴニスト （成長促進剤）の使用を禁

じている。

子牛の健康と福祉に関しては「指令

91/629/EEC」が1991年に採択され、 1997年

には「指令の改正97/2/EC」と委員会決定に

よる付属書の改正が行われた。これは肥育・

育成用子牛の 6カ月齢までの飼養管理基準で

あり、各国は1997年12月31日までに国内法を

整備することになっている。この「指令」で

は、下に示す基準を1998年 1月1日からは新

築と再構築される施設、そして、 2006年12月

31日からは全ての施設に適用することとなって

いる。

①単飼用飼育設備（ペン）の幅は少なくも体

高と等しく、長さは少なくも体長（鼻先から

座骨端）の1.1倍とする。そして、ペンの壁面

には隙間をもたせ、直接的な視覚的 ・触覚的

刺激を遮断しないようにする。8週齢以降の

子牛を単飼用飼育設備で飼養しない。②群飼

の場合は子牛1頭当たりの床面積は少なくと

も、生体重150kg以下ではl.5m2、150~

220kgでは1.7m2,220kg以上では1.8面とする。

これは 6頭以下の群飼や授乳母牛と同居させ

る時には適用しない。

付属書の概要は以下の通りである。

(1) 子牛を常時暗黒下の状態で飼育しない。

人工照明を行うときは少なくとも9:00~17:00

の間は照明する。

(2)舎飼の子牛では少なくとも 1日2回、屋

外飼育の子牛では 1日1回点検する。

(3)寝床は子牛が困難なく横になって休息で

き、立ち上がって、身繕いできる構造にする。

(4)子牛を繋留しない。例外として多数の子

牛を哺乳させる時は、 1時間を超えない範囲

で、子牛に損傷をあたえないように繋留する。

繋留中は定期的に点検し、子牛が安楽な状態

を保ち、絞殺や損傷の危険の無いようする。

そして、 (3)で規定した動きができるように

する。

(5)畜舎、単飼用飼育設備、附属器具および
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用具は子牛間で感染病が伝播したり、病原体

のキャリアー動物が増加したりしないように

清潔を保ち、消毒を行う。また、悪臭防止や

蝿・ネズミを寄せつけないために排世物やこ

ぼれた飼料は直ちに除去する。

(6) 2週齢以下の子牛には適正な床敷きを与

える。

(7）子牛の「健康と福祉j向上のため、月

齢・体重を考慮して、行動的要求および生理

的な必要量にあわせて給餌をする。飼料中の

鉄分は少なくとも血中ヘモグロビン量が平均

4.5mmol/li treを保つ量とする。粗飼料は 2

週齢以上の子牛からあたえはじめ、 8～20週

齢には1円あたり50～250gに増量する。なお、

口輪をつけない。（西欧では、粗飼料を与え

ず鉄分欠乏飼料で飼育した白い肉のヴィール

子牛が盛んに生産され、子牛の「健康 ・福祉」

の面から問題視されている）

(8）給餌は少なくとも 1日2同は行う。群飼

において不断給餌しない時や自動給餌する時

は、全頭が同時に摂食できるようにする。

(9) 2週齢以上の子牛には飲水要求が満たさ

れるように十分量の新鮮水などの液体を飲ま

せる。暑熱環境下での子牛や病畜では常時飲

水できるようにする。

(10）生後6時間以内に初乳を飲ませる。

3）家畜の輸送に関する規制

欧州審議会により1968年に「国際輸送中の

動物保護協定」、 1991年11月19日に「輸送中

の家畜保護に関する指令91/628/EEC」、

1995年6月29日にその「追加指令95/29/EC」

が採択された。さらに、 1998年2月16日には

「8時間を超す輸送における家畜輸送車に対

する家畜保護追加基準に関する規則（EC)No 

411/98(Regula ti on：参加各国に完全かつ直

接適用される法的基準)Jが採択されたこと

6 

により、輸送8時間を境に規定が異なること

になった。輸送についてはこれらの規制のほ

かにも「獣医学的検査に関わる指令」、「個体

識別の基準」ゃ「病気関連の基準Jも関わっ

ている。ただし、上記のうちの前3者につい

ては50km以内の輸送や農家が季節的に飼育

場所を換えるための輸送は適用除外である

以下に付属吉の規定を簡単に概略する。ただ

し、条項の（6）以降は 8時間以上の輸送に対

して適用される。

(1）分娩間際と分娩後48時間以内の家畜、お

よび、桝帯が未乾燥の新生家畜は輸送しない｜

(2）輸送にあたっては家畜が起立を保ってい

られるスペースを与え、必要に応じて、揺れ

に対処できるような仕切りを設置する。また、

悪天候や急激な天候の変化から家畜をまもれ

るような用意をする。輸送中は適切な間開

(24時間以内、特別な場合は＋ 2時間）で給

水 ・給餌する。角を縛ったりや鼻環を用いた

繋留はしない。

(3）母子以外の成畜と子畜、去勢していない

雄畜と雌畜は分けて輸送する。

(4）輸送にあたっては家畜の頭・角・脚 ・

尾・毛をもって吊上げたり、引ず、ったり、あ

るいは機械で吊上げたりしない。電気鞭もで｜

きるだけ使用しない。

(5）添乗者は家畜に給餌、給水、必要に応じ

た晴乳などの世話をし、泌乳牛については約

12時間、長くても、 15時間以上を超えない間

隔で搾乳する。

(6）敷料には安楽性のあるものを使用し、葉

尿が散布しない吸収性のある素材にする。敷

料の量は家畜の種類、頭数、輸送時間および

天候によって調整する。

(7）輸送中に給餌が必要な場合は、輸送車に

必要量の飼料を搭載し、飼料が天候の影響を

受けたり、塵 ・燃料・排ガス ・糞尿などで汚
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染されないようにする。また、給餌施設を搭

載し、使用前後に清掃し、かっ、輸送後には

消毒する。給餌施設は家畜に傷害をうえず、

また、ひっくり返らないように設計にする。

輸送中の給餌施設は非使用時には、家畜とは

別の場所に収納する。

(8）輸送車には「家畜の健康と福祉」が守られ

るように、輸送ルート・時間、事の種類（閉鎖

型・開放型）、内外の気温、家畜の種類ごとの

生理的な要求、積載密度を考慮して換気装置

を設置する。輸送中は各家畜に対して 5～30℃

!. I (± 5℃）の気温を保障するようにする。

(9）輸送車には区画化できるように仕切りを

備えつける。

し (10）輸送車には家畜に損傷をあたえない構

造の可動式、あるいは、固定式の給水器を備

え、停車時に水道栓を接続して水の補給がで

きる装置をつける。

4）家畜の屠殺に関する規制

信
l 

欧州審議会は1979年に「屠殺動物保護協定J

を採択し、 ECは、 1993年12月22日に「屠殺

時の家畜保護に関する指令93/119/EC」を採

択した。この「屠殺時の家畜保護に関する指

令jは肉 ・皮 ・皮毛 ・その他の生産目的で繁

殖・飼育されている動物および病畜を屠場内

での移動、収容、保定、気絶処理、屠殺する

場合に適用される。

(1）一般条項：家畜が屠場に到着後、直ちに

屠殺する。屠殺を遅らさざるをえない場合は、

家事を悪天候から保護し、換気を行う。高

温・高湿下では適切な方法で冷却する。また、

家畜の種類、性別、年齢、出荷農場から判断

して、家畜同士が傷つけあう可能性がある時

は分けて収容する。健康状態を少なくとも

朝・タに点検する。輸送中あるいは屠場到着

時に痛みや苦しみを受けた家畜や離乳前の家

匙
再
－E
冊
目
炉
、
．
川
下
J

帝

畜は即座に屠殺する。屠殺が不可能ならこれ

らの家畜を別にしておき、 2時間以内に屠殺

する。歩行不能な家畜は屠殺の場所までヲ｜い

て行かずに、その場所で屠殺する。あるいは、

不必要な苦痛をさけて手押し卓や戸板に乗せ

て緊急屠殺場所に運んで屠殺する。

(2）コンテナ以外で搬入された家畜への条

項：屠場には家畜の降載用装置を設置する。

この装置は家畜が滑らない構造とし、必要に

応じて、側壁をつける。また、渡り板、傾斜

路および通路にも家畜が落ちないように側壁

をつける。降載中は家畜に恐怖感をあたえず、

興奮させない。また、転倒を防ぎ、虐待しな

いようにする。家畜の頭・角・耳 ・脚 ・尾 ・

毛をもって持ち上げたりして不必要な痛みや

苦しみを与えないようにする。

屠殺の場所までの通路は滑落の危険がない

ようにし、家畜の群行動を利用して移動できる

ようにする。誘導用器具は誘導目的のみに短時

間使用する。電気ショック用器具は動こうとし

ない成牛と成豚に対して、後駆の筋肉にのみ使

用する。この時、家畜への接触は2秒以上続け

ず、適当な間隔をあけて使う。家畜をたたいて

特に敏感な部分を圧迫したり、尾を無理によじ

って骨折させたり、眼嵩部を手でっかんだり、

また、強打や蹴とばしたりしない。即座に屠殺

しない時は屠殺場所に入れないで収容設備（ペ

ン）を準備する。12時間以内に屠殺されなかっ

た家畜には適量の飼料を適当な間隔で給与する。

家畜を屠場に12時間以上おくときは収容施設に

いれるか繋留し、容易に横臥ができるような状

態にする。繋留しない場合は、落ち着いて摂食

できるように給餌する。

(3）気絶処置 ・屠殺前の家畜保定 ：痛み ・苦

しみ ・興奮・損傷 ・打撲を起こさないような

適切な方法で保定する。気絶処置や屠殺前に

家畜の脚を縛って吊下げたりしない。
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(4）気絶処置のための特別条項：気絶処置は、

その直後に放血しない時は実施しない。ボル

トピストルは突出部が大脳皮質に確実に届く

ような位置で使用する。牛では角の位置で打

つことが禁止される。

(5）放血：家畜を気絶させたらば、意識が戻

る前に、即座に、頚動脈あるいはその派生血

管の切断により放血する。気絶・保定・吊下

げ・放血は連続して行い、 2頭同時には行わ

ない。

5）おわりに

21世紀を目前にして、動物についての考え

方が「単なるモノ」から日本的には「命ある

モノ」へ、西欧的には「意識あるモノ」へと

法的立場が異なってきた。そして、家畜の取

扱い時の「動物に対する配慮」について世界

的に論議せねばならない状況になってきてい

る。「動物に対する配慮Jの考え方はどの国

民にも、どの文化にも存在している。しかし、

その思想的基盤は大きく異なっている。欧州

ではAnimalWelfare （動物福祉）への配慮に

ついての科学的検討が35年間も続けられてい

る。早急に各文明でもこの問題に対しての考

えの整理を行い、どの国にも普遍的に通用す

る「動物倫理の構築Jを目指す必要がある。

近年の統計遺伝学をもちいた育種やバイオ

テクノロジーといった家畜生産増強のための

ツールが「家畜の健康や福祉」の阻害となる

可能性もある。高泌乳牛では乳房炎、繁殖障

害、代謝障害および蹄病などの生産病が、ブ

ロイラーや豚の肥育では脚弱などの骨異常が

発生している。また、体外受精技術やクロ1
ン技術による胎児の過体重や新生牛の高死亡

率、遺伝子組換え豚の高疾病率の問題も浮上

している。このように「家畜の健康や福祉

の課題は飼養管理的な面だけでなく、新たな

方向をふくんだ様相を呈してきている。欧州

では、これらへの規制も視野に入れはじめて

いる。世界的な「普遍的動物倫理」を検討す

る上で、先進的である西欧の施策を詳細に評

価・検討することが重要で、ある。

2.中小家畜を中心とした動向
田中智夫（たなか としお）

1 ）はじめに

2000年7月29日の朝日新聞に、「ニワトリ

やブタにも福祉を一家畜はEU式飼育法

で－Jと題する記事が掲載された。家畜（動

物）の福祉を重要視するEUがWTOの農業

交渉で、家畜福祉の問題を正式協議するよう

求めたことに関する記事である。そのひと月

後の8月26日には、ハンバーガー大手チェー

ンのマクドナルドが米国内の養鶏 ・鶏卵業者
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麻布大学獣医学部教授

に対して飼育環境の改善を求めたことに関す

る「ニワトリに優しく」と題した記事が掲載

された。

このように、欧米では家畜の福祉といった

考え方が急速に広がってきている。我が国で

は、これまでは福祉イコール人間の福祉とし

てのみ考えられていたが、何事にもグローパ

ルスタンダードが求められるなかで、我が固

においてもこの問題は見過ごすわけにはいか

ないであろう。
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2）動物福祉思想、の背景

~ では、動物福祉思想、の先進国である欧米で

r は、どのような背景のもとにこのような考え

が広まってきたのであろうか。元来、ギリシ

ャ思想、へブライ思想をもとにしたキリスト

教的なものの考え方を持つ西欧諸国において

は、「動物は人が利用するために神によって

.l 作られたものであるから、動物をどのように

扱ってもよい」と考えられていたため、長き

にわたって動物を虐待してきた。 しかし、

I ~ 200年あまり前の18世紀後半のころ、民主主

義の台頭とともに、奴隷解放や児童の虐待防

止、あるいは、女性の地位向上など人権思想

が高まるなか、動物に対してもその取扱いに

道徳的・倫理的な配慮を求めるといった考え

tt 方が芽生えてきた。

このころ、英国では、ロンドン周辺で荷物

t を運ぶために多くの馬や牛が使役されていた
,, が、 19世紀に入り、これらの馬や牛を保護す

ることを目的として、多くの困難な議論を経

た結果、 1822年に最初の動物保護法ともいう

べき「牛馬虐待禁止法Jが議会を通過した。
その前年の1821年に、旧来の見せ物的な要素

が強い動物園に代わり、近代的・科学的なも

のとしてのロンドン動物園が登場したことも、

動物に対する考え方の変化を表す出来事であ

す ろう。1835年には、後に女王となるピクトリ

載 ア王女が中心となって「王立動物虐待防止協

会（RSPCA）」が設立され、その後1876年に

た は「動物虐待禁止法」として牛馬以外の動物

で も含めた法律が整備された。

し この時代、これらの根底にある精神は、動

バ 物に対する親切心あるいは同情心といった、

国 心情的・感情的なものであるといえる。した

か がって、このころの動物愛護運動は、

RSPCAに代表されるように、「貴族階級やそ

号

れに準じる人たちが弱者に手を差しのべる」

というようなものが中心であった。それだけ

に、 20世紀前半における 2度の世界大戦を経

験した時代においては、人聞が生きていくこ

とさえ困難であり、動物に対して親切になど

とはいっておられず、動物愛護運動は低迷期

にあったといえる。

3）現代の動物福祉思想と動物権
運動

現代の欧米諸国における動物の取扱いに対

する考え方は、動物の保護あるいは愛護とい

った範時を越え、動物福祉すなわち動物の幸

せを考える、さらに、動物権すなわち動物に

も固有の権利を認めるといったものとなって

いる 。 ここで、「動物の福祉（animal

welfare）」と「動物の権利（animalrights) J 

という考え方はどのように異なるのかについ

て考えてみたい。この 2つの言葉はかなり幅

広く用いられ、オーバーラップする概念では

ある。したがって、時として同義語のように

用いられることがあるが、両者は基本的には

異なった概念である。

「福祉」という言葉は、例えば「社会福祉J

や「福祉行政」などのように、一般的には人

に対して用いられる。この単語を構成する

「福」も「祉」も「さいわい、しあわせ」を

意味する文字で、したがって、福祉とは人々

の幸福を意味する。では、幸福とは何か、と

いうことになると、これは個々人によって

様々な答えが返ってくると思われるが、生物

学的には、「行動的にも生理的にも環境と調

和して生活している状態」をいう。この定義

を、そのまま動物に対して当てはめたものが

「動物福祉」という考え方ということができ

る。すなわち、動物が急性的にも慢性的にも

苦痛がなく、それぞれの種が持つ本来の行動
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様式が発揮できるような状態をさす。家畜に

ついていえば、豚は豚らしく、鶏は鶏らしく、

本来の行動欲求（behavioralneeds）を満た

すような生理的ストレスのない状態にあるこ

とといえよう 。このような考え方に対して、

動物に幸福や快適さ、あるいは、苦痛や不快

を感じるような精神があるのだろうか、また、

動物にそこまで考えてやる必要があるのか、

さらに、産業動物にまでそのような考えを導

入すると産業としての効率が低下するのでは

ないか、また、どうせ殺す動物に対してその

ような考えは矛盾するのではないかなど多く

の疑問を持つ人がいることも否定できない。

動物を擬人的に見ることには問題があると思

われるが、一般的にいって、人が苦痛を感じ

るような刺激や環境は多くの場合、晴乳類や

鳥類など、ここでいう家畜・家禽にとっても

ほぼ同様の状態と考えられる。したがって、

産業動物のように、人によって改良され、人

の福祉に大いに貢献してくれている動物たち

が人によって管理されている以上、人は、彼

らに対して、苦痛のないように責任を持って

倫理的に取扱うことが求められるというのが

動物福祉の考え方である。

では、「動物の権利」という考え方はどう

かというと、「すべての生き物に対して平等

に配慮すべき」というものであり、極端な動

物権論者は、肉食や動物実験はもとよりスポ

ーツや娯楽などすべての動物利用を否定して

いる。それに対して、動物福祉の概念は、人

による動物の利用を認めた上で、前述のよう

に、その取扱いに対して倫理的配慮を求めた

ものであり、極端な動物権利論に対しては、

一般的には、人と動物の進化的歴史から見て

否定的である。
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4）英国およびEU諸国における

動物福祉関係法規

英国では、 1911年に、それまでの動物保護

に関する法律を統合し、家畜および、飼育下に

ある野生動物を保護する目的で「動物保護詰

(The Protection of Animals Act）」を制定し

た。この法律は、その後何度も改正を加えら

れながら現在も生きており、欧州共同体や欧

州連合の動物保護に関する協定の基礎にもな

っているものである。この法律では、動物を

叩いたり、蹴ったり、酷使したりといったい｜

わゆる虐待行為を禁止するとともに、行動の

強制や無理な制限の禁止、闘鶏など闘わせる

ことや動物を固にすることの禁止、輸送法，

繋留法・手術法の規制など、基本的に動物1:

不必要な苦痛を与えないような配慮を求める

ものである。

農用家畜に関しては、 1968年に農業法（雑

則）が施行され、それを受けて家畜の種類こ

との飼育基準が示された。この基準は、結

餌・給水から畜舎構造、家畜の取扱い上の注

意、家畜および畜舎の点検、非常時の対応な

ど、じつに細かく記述されており、各家畜に

ついてそれぞれ数卜項目におよぶものである

欧州審議会では、 1968年以来、各種動物の

保護協定を結んで、いるが、国際間の輸送につ

いては1968年に、そして、農用家畜の飼育基

準については1976年に最初の合意が得られて

いる。これらの協定も、その後の協議によっ

て改正されている。現在のEU法は、基本的

には欧州経済共同体（EEC）あるいは殴州

共同体（EC）時代の協定を承認することか

ら始め、状況に応じて改廃していくといっt

ものである。

たとえば、ケージ養鶏に関しては、 1988年

に理事会指令としてその飼育基準が示されて
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いる。それによると、飼育密度は450cm2/;J;J、

給餌スペースはlOcm／羽、給水器はlOcm／羽

または2個／ケージ、ケージの高さは最低が

35cmで、65%以上の場所で、40cm以上となって

いるほか、デピークの禁止などが求められて

いる。しかし、ケージの代替法など飼育方式

が多様化するなか、 EUでは状況に即した基

準が必要であるとして、 1999年に新たな規定

が設定された。その主な内容は、 1988年の指

令に則したケージが1999年7月1日に現存す

る場合、設置後10年以内（最長2008年末まで）

に廃止すること、また、その使用が2006年以

降も続く場合は密度を550cm2／羽以上とする

こと、 2001年 1月1日以降に新たにケージを

設置する場合には、巣箱（ 1個／8羽または

1 ffi2/10Q羽）、止まり木（床上lOcm以上の位

置に15cm以上の長さで上下間隔は lm以内）、

砂浴び場の設置などが盛り込まれた。さらに、

エイピアリーなどの大型飼育舎の場合には、

巣箱をのぞく床面積で20羽1m2、床表面積の

1/3以上は砂浴びが可能な敷料を置くなどの

ほか、給餌・給水器の設置間隔やケージの高

さについても決められている。

豚については、 1994年以降、新たに建築さ

れる施設については、面積や建材などに関し

て一定の要件が求められているほか、 1996年

以降は繁殖豚（育成豚を含む）のつなぎ飼い

は禁止されている。また、英国では、 1999年

から豚の単飼が禁止されている。我が国では、

繁殖豚は個別に仕切られたス トール飼育され

ることが多いが、繁殖豚といえども同種仲間

との社会的な接触が必要ということである。

なお、 EUとしては、豚の単飼は2006年に禁

止されることになっている。

5）動物福祉を考慮した養鶏・養
豚施設の例

家畜・家禽の福祉という面において、もっ

とも批判される飼育法として、ヴィール子牛

の枠場飼育とならんで、鶏のパタリーケージ

飼育や豚のストール飼育があげられる。これ

らの飼育法は、動物を狭いところに押込めて

行動の自由を極端に制限するという点におい

て共通している。

鶏のケージ飼育は養鶏の大規模専業化に伴

って普及した管理法で、我が国では現在も採

卵養鶏の大多数がこの方式を採用している。

しかし、ヨーロッパの国々では、前述のとお

り、従来方式のパタリーケージを段階的に廃

止することを求めており、多くの国では現時

点においてもすでにパタリーケージを禁止し

たり、あるいは、禁止にいたらないまでも床

面積や収容密度などに規制が設けられている。

敷料床
110 70 170 70 170 70 70 170 70 120 70 170 70 

(cm) (cm) 

3段のワイヤー床で、巣箱を壁側に設置したタイプ

（左）と中央部に設置したタイプ（右）

図1 TWFシステム (FδIschら， 1988)

中央部に 3段のワイヤー床を設け、左右の壁側に巣

箱を設置したタイプ

図2工イビアリーシステム（Tanaka& Hurnik, 1991) 
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ニップル給水器

タイプ1

．圃

ニyプル給水器

タイプ2
、，，

！ 日ロ＋一一止まり木一一回目

－・給餓器

（単位： cm)

止まり木、巣箱のほかに、タイ プlには砂浴び場が説的されている

図3 ゲットアウェイゲージ (Wegner, 1990) 

そこで、保卵養鶏システムの改善例について

紹介すると、以下のようなものがあげられる。

(1）屋内立体飼育方式

ケージに代わるものとして、 1980年代から

いくつかのシステムが紹介されている。例え

ば、 TWF(Tiered Wire Floor）システムと

よばれる多段式のワイヤー床方式の施設（図

1 ）やエイピアリ ー（Aviary）システム

（図 2）がある。これらは占くからある屋内

での平飼い方式の改良型といえるもので、基

本的には床全面に敷料を敷き、室内に 3～4

段の何列かのワイヤー床を設けて、そこに給

餌器、給水器、止まり木などを設置して、鶏

が食べたり飲んだり休んだりと、個体維持行

動をする場の延べ面積を広げたものである。

さらに、壁際あるいはそれに加えて中央部な

どに巣箱を設置し、因われた中で産卵できる

など、鶏本来の行動様式が梅力妨げられない

ような設計がなされている。これらは、 一室

あるいは一棟が一群という、数百～数千羽が

単位の大型の施設である。

それに対して、数十羽程度を一群とする施

設としては、ゲットアウェイケージ（図 3) 

やETT(Elson Tiered Terrace）システム

（図4）がある。前者は大型のケージに止ま

り木や巣箱、あるいは砂浴び場を設置したも

ので、 1羽あたりの床面積はパタリーケージ

とほぼ同様の飼育密度でも、鶏は3次元的に
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最下段が敷料床になっており、 2段目から上には糊

器、給J](T,号、止まり木および巣箱が設けられている

図4 ETTシステム (Wegner, 1990) 

移動が可能なうえに、ほとんどの行動形態が

発現できる。後者は、ケージと平飼いを組合

わせた特徴を持っており、左右2列に巣箱t
給餌・給水場を上下に重ねたいわばアパート

方式とでもいえるような大型ケージで、最下

段は敷料を敷いて砂浴びなどができるようじ

なっている。中央部は階段状の構造で、そこ

を鶏が自由に行き来して各階に行けるように

工夫されている。

以上のような飼育システムは、いずれも自

育密度は高く集約的な要素を残しながらも

鶏の行動の自由を極力保証するという点で共

通しており、巣外卵や汚染卵、あるいは、諸

問の尻つつきなどの問題が発生する例もみら

れるものの、解決不可能なものではなく、産

業的にも受け入れ可能な福祉的飼育法であろう

(2）環境エンリッチメント

従来のパタリーケージ飼育は、鶏の行動が
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制約されるといった問題が確かに存在するが、

ー方では糞からの感染症のリスクが少なく、

敵対行動に伴う損傷も少ないなどの利点もあ

り、経営的な祝点においても、作業の省h化

や生産コストの低減などのメリットが多い。

したがって、小群飼育用のケージを放棄する

ことなく、その良さを生かした形で環境を改

善する方策も考えられる。

例えば、ケージ、に止まり本をつける、給餌

器上の開口部を横に広くする、あるいは床面

積を若干広くするなど、比較的小さな改良を

加えるだけでも、行動学的にみて鶏の福祉レ

!1: ベルは大きく改善される。さらに、ケージに

巣箱を取付けることによって、行動面ではよ

り望ましいものとなる。しかしながら、これ

らひとつひとつの改善ではEUの求める基準

にはもはや対応できない。そこで、英同・エ
協

W
H
件
間

h
少
し
・

1
h
l

市
川

ジンパラ大学で開発されたエジンパラ ・モ

ディファイド・ケージ（EMC）と名付けら

れた改良システムやそれに類するものが実用

化され始めている。EM Cは、幅95cm、奥

行36cm、高さ47～52cmのケージに、 1本の

止まり木と、上部が砂浴び場になった巣箱を

片側に設置したもので、 1ケージあたり 4羽

(855cm2／羽）を収容する（図 5）。これによ

り、従来のケージの良さを残しつつ、鶏の行
『・、，

闘

~ 
s: 砂浴び場 N: 巣箱 P: 止まり木

図5 ヱジンパラ・モディファイド・ケージの概要

(Appleby & Hughes, 1995) 

動欲求を満たすという点においても大幅に改

善されている。

-)j、ケージは刺激に乏しく単調な環境で

あるため、常同的な羽毛つつきなど、暇つぶ

し的な悪癖が発現しやすい。そこで、簡単な

装置をケージに取付けて、それをつつかせる

ことによって鶏の持つ「つつきの欲求」を満

たすようなものが研究されており、製品化さ

れたものもある。また、飼槽に球状の物体を

入れて、摂食の際にはそれを横に動かすなど

の操作が必要な、つまりは野外で地面を探り

ながら摂食する鶏本来の習性に近い行動を発

現させる工夫なども、福祉的には推奨すべき

方法という考え万もある。

(3）屋外飼育方式

屋外で広く囲ったなかに、営巣場所や給餌

場などの最小限の施設だけを設置して、放し

飼いにする管理法がある。産業的には、雌雄

混飼にして、自然卵、有精卵といった付加価

値卵として流通しているものも少なくない。

この方式は、鶏にとってもっとも行動的制約

が少なく、自然に近い環境といえ、生産性に

おいても集約的なパタリーケージと遜色がな

いとの報告もある。しかし、捕食者の存在や

気象環境の影響を直接的に受けることに加え、

長期に飼育された場合、地表への糞の蓄積に

よる汚染に伴う疾病の問題も指摘されている。

豚の飼育方式については、前述のとおり繁

殖豚においても群飼が求められているので、

それに関するシステムについて紹介する。

たとえば、英国・エジンパラ大学で1980年

代に開発されたもので、ファミリーベンシス

テムと呼ばれるものがある。ここでは、豚が

野外環境で発現させる行動を発揮できるよう

に、土のある場所やわらを敷いた場所などを

設置し、 4頭の雌とその子豚を一緒に飼育す

る。筆者らは、それを参考にして、さらに、

13 



屋内

1100 

l]E 

屋外

w：給水器
M：多目的豚房
P：子豚用シェル合一
F：コンビュー空自動給餌器

（単位： cm)

現在は、屋内に分娩房が3つ設置され、繁殖豚はこ

のシステムで一生涯を過すことができる

図6 麻布大学ファミリーベンシステム

(Tanidaら， 1992)

雌豚の個体管理ができるようにコンピュータ

自動給餌器を組込んだシステムを開発し、豚

の行動的欲求を満たしつつ省力的に管理でき

ることを紹介した（図 6）。

カナダ・グェルフ大学では、飼育密度は極

端に緩和しなくても豚の行動の自由をある程

度確保し、省力的に管理できるH-Mシステム

と名付けた繁殖豚房を開発し、州政府もこれ

を推奨している（図7）。このシステムは、豚

舎の面積に応じてl.8m×6.6mの豚房をいくつ

かに設け、各豚房に 6頭の繁殖豚を収容する

もので、 1房ずつゲートが聞いて豚舎の端に

設置されたコンピュータ管理の個体別給餌器

で6頭同時に採食（群内の全個体が同時に採

食できる、すなわち、下位の個体が上位個体

にじゃまされることがないことも福祉的に重

要とされている）した後、雄豚房の前を通って

各豚房に戻るよう設計されている。このとき、
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左側の通路を通って給餌場へ行き、採食後は雄豚房

の前を通って右側の通路から戻る

図7 H-Mシステム (Morris&Hurnik, 1990) 

発情している雌は雄の前で立ち止まり、特有

の行動をとるので発情の発見も容易である。

6）おわりに

動管法が改正され、我が固においても「動

物の福祉jという言葉がマスコミを通じて見聞

きすることも増えてきている。しかし、ペ7

ト産業の裏側や動物実験に対する批判の数i:

対して、農用家畜の扱いに対するものは比較

的少ない。これは、我が固と欧米諸国とではi

宗教的・社会的背景の違いによって、家畜1:

対する考え方が根本的に異なることによるも

とと思われる。しかしながら、同じアジアの

一員であるタイ国が、英国にブロイラーを輸

出するために飼育施設を英国の基準に合わせ

て改善した例のように、国際的に競争してい

くためにはそれなりの対応が求められよう。
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3.参考

動物福祉・愛護政策に対応した

フランスの輸送車・畜舎への取組み事例

1 ）はじめに

この資料はフランス大使館産業技術広報セ

ンターから提供されたものです。

家畜の輸送や動物愛護に関するEU規制に

促され、フランスの設備メーカーは、長期的

な実験の実施や適切な機器の開発に取組んで、

います。

2）実験用家畜輸送車

1999年7月1日、 8時間以上家畜を輸送す

るトラックが満たすべき基準を定めた新しい

EU規則が実施に移された。規則の適用に当

たって、関係者には4年の猶予期間が与えら

れている。

今回の規則では、特別な装備のないトラッ

クの場合は、連続8時間まで家畜を輸送する

ことが許されている。輸送時間は、 1頭目の

家畜が積み込まれた時点から計算される。8

時間を超える輸送の場合は、 5つの要件 （囲

み記事1参照）を満たした専用車両が必要と

なり、輸送時間は連続14時間までとなる。車

を停止し、家畜を下車させることなく給水 ・

給餌を行なう 1時間の休息を取れば、さらに

は時間の輸送が可能で、ある。

「実施が最も難しいのは、環境制御と給水

の2点です」と指摘するジャン＝マリー・シ

ュパン氏は、 1999年に設立された畜産研究所

の家畜愛護部主任研究員。同研究所では、行

政当局及び畜産関係者からの要請に基づき、

輸送条件が牛の動物愛護に与える影響を評価

するため、 一連の研究に着手した。これに当

たって、同研究所では実験用トラックを試作

し、新しい設備を搭載してテストを行ない、

動物に与える影響や利益、家畜輸送業者にと

ってのメリットや制約の評価を行なっている。

〈囲み記事 1} 8時間を超える輸送における 5つの基準

・環境 ：輸送業者は、環境制御システムを設置するか、 5℃から30℃の温度条件が満たされる場合に限って輸

送を行なうか、のいずれかを選択することができる。この温度帯に関しては、外気温の変化に応じて上下5℃

の許容範囲が認められている。環境制御システムを設置する場合は自然換気または機械換気により 5℃から

30℃の温度帯が確保で、きるものでなければならない。温度調節は運転手が運転席から行なえるものでなければ

ならないため、 j昆度管理および換気ファンの制御が行なえるシステムが必要となる。環境制御システムには、

トラックのエンジンとは独立した系統が必要とされる。

・給餌・給水 ：車内設備は、家畜を下車させることなく、飼料 （通常は称）の給餌および給水が行なえるも

のでなければならない。

・仕切り：家畜は、仕切りごとに雌雄別の4頭から 8頭ずつのグループに分けられる。

・家畜へのアクセス ：常時、家畜へのアクセスが確保でき、必要な世話が行なえるものでなければならない0

・床：床には敷料を設置するか、滑らない床材を用いなければならない。
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この実験用トラックは、昨年3J]初めにパリ

で開かれた同際農業見本市の技術革新部門で

初公開された。

このトラックは1999年春に完成し、実験走

行が既に何回か行われ、今も継続されている。

なかでも、長距離輸送中の極端な温度条件が

牛に与える影響などが研究されている。こう

した作業が可能となったのは、畜産研究所の

長期的な研究投資のおかげである。これに基

づき、フランスでもあまり例のない、家畜輸

送車運転手養成プログラムも開発されている。

「給水に関して我々が採用した方式は、車

両の側壁に埋込み型装置を設けるもので、運

転手が開閉操作できるようになっています」

とシュパン氏は、 1999年10月にクレルモン・

フェラン市（ピュイ・ドーム県）近郊で聞か

れたクールノン畜産サミットにおける家畜の

愛護に関するシンポジウムで述べている。

「この装置では、体重700kgの若い牛の場

合、 1頭ごとに給水槽が設けられるようにな

っています。技術的には、装置の機能にはな

んら問題のないことが確認されていますjと

シュパン氏は指摘している。

換気に関しては、畜産研究所は技術開発と

性能試験の両面からテストを繰り返している。

「技術面に関しては、調整可能な換気システ

ムの開発が目指されました。つまり、均等な

空気の流れが確保でき、家畜にあまり強い風

を当てることのないシステムです」とシュパ

ン氏は説明している。走行中のトラックの周

囲の空気の動きをうまく利用し、 トラック内

の均等な空気循環を図るために採用された換

気システムは、以下の構造となっている。

－車両側壁に設けられた開口部の開聞が遠隔

操作で行なえるシャッター

・流量調整の行なえる各種容量の送風機5台

・空気の流れを均等化するため、 一定の法則

16 

写真1 畜産研究所の実験車両全景。エアサスベ

ンション装備のオールステンレス製卜う

ックは14、5頭の大型牛を運搬できる

（撮影 ：JM・シュパン、畜産研究所）

写真2 トラック内の出来事は、ビデオ監視シス

テムで映し出され、運転手は常時、家蓄

を監視することができる（撮影： JM・シ

ュパン、畜産研究所）

写真3 トラックには、水量を一定に保てる給水

槽16台が装備されている。家畜は、側壁

沿いに流れ落ちる水の音を聞き、簡単に

水のありかを見つけることが、できる

（撮影： JM・シュパン、畜産研究所）

畜産技術 2001年2月号
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で大きさの異なった穴が明けられた天井

3）動物愛護と畜舎

輸送実験以外にも、フランスの高産関係者

は、畜舎に関する様々な研究に取組んで、いる。

畜産研究所では、食肉管理庁 （OFIVAL）か

らの要請に基づき、牛がその飼養環境をどう

感じるかや動物愛護の評価基準・方法に関し、

大規模な文献調査を実施した。また、別の研

究プログラムでは、複数の研究機関が共同で、

動物愛護に関する各種評価方法の比較検討を

進めている。

この研究プログラムの一環として、畜産研

究所は、動物愛護に関する乳牛舎の診断ツー

ルを開発し、その試験も行なっている。

養豚に関しては、動物愛護を踏まえて設計

された静養設備を提案するメーカーが増えつ

つある。と言うのも、家畜の動物愛護に関す

るEU指令 (1991年）では、 2005年から繁殖

雌豚のつなぎ飼いが禁止される予定になって

いるからである。豚の負担を軽減できる飼養

設備の開発が、現在、フイニステール県のグ

ェルヌヴ、エ実験農場で、進められている。フィ

ニステール県農業会議所が運営する同実験農

場で得られた当初の実験結果では、豚房の配

置、飼養方式（新しい個体を豚房に入れる方

法）や給餌方式を工夫することで、群飼育さ

れる繁殖雌豚の攻撃的な態度を和らげること

ができると考えている。

畜産設備の新顔としてはガルヴェルポール

杜のストール「コンパクト・リベルテ」が、

1999年9月にレンヌ市で開催されたフランス

畜産見本市SPACEで、賞を獲得している。す

ぐに磨耗してしまう恐れのある機械部品を多

く装備した従来の機種に比べ、新世代のスト

ール「コンパクト・リベルテ」では、非常に

シンプルな機能方式が採用されている。つま

り、！El機種ではアームに接続された2本の軸

を中心に向転が行なわれていたが、新機種で

は、モノブロ ック方式の採用と水力の利用に

より、 1本の軸を中心にゆっくりとした同転

が行なえるようになっている。接続アームが

無くなったことで、負荷損失、抵抗力や騒音

の原因となる機械的摩擦が完全に解消された。

水圧レバーの革新的な設計 （特許申請番号：

9906533）のおかげで、シリンダー内の水の

動きにより柔軟で信頼性の高い動きが確保さ

れている。また、ストール内に入った雌豚は、

ほかの雌豚に邪魔される心配もない。これは、

ほかの雌豚がゲートを外から開けるのを防止

する自動ロ ックシステムが採用されたおかげ

である。

ガルヴ、ェルポール社は、また、雌豚が自由

に動き回れる分娩房も開発している。この分

娩房では、出産後の数日間、雌豚は身動きを

制限されるが、その後は房内を自由に動き回

れるようになっている。子豚は房内の一角に

設けられた暖房された寝所で保護される。こ

の分娩房は、様々な形態の床に置くことがで

きる（コンクリートの上に藁敷き、プラスチ

ック製のスノコ床など）。

イテック・エルヴァージュ社が最近開発し

たストール「ジ．ェヴィトップ」の場合は、雌

写真4 繁殖雌豚が自由に動き回れる分娩房（ガ

ルヴェルポール社）
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豚はケージには入れられない。様々な技術的

工夫により、雌豚の飼育環境と養豚業者の作

業条件が改善されている。

・ 2mの門形フレームが両サイドフレームを

連結し、強度を増すとともに、房内への人

の出入りの便宜を確保 （ワクチン接種、エ

コグラフィなどのため）

－縦格子が付いたサイドフレームにより、雌

豚が体の向きを変えるのを防止

－補強材に丸パイプを用いることで怪我の防

止

－怪我の防止のために丸みを帯びたパスケツ

ト付きの上げ下げ式ゲートにより、雌豚の

出入りスペースを拡大

－飼槽を床から持ち上げることで、房内のス

ペースを確保するとともに換気性能を向上

4）肉用子牛に関する規格

畜舎と動物愛護に関しては、 1997年 1月欧

州指令は、肉用子牛の飼養条件も定めており

（囲み記事2参照）、飼育者には、動物愛護を

踏まえた牛舎の整備が義務づけられている

飼育者の判断を助けるため、ブルターニュ地

方では、 1998年初頭から共同実験が開始され

た。この共同実験に基づく飼育は既に規格に

適合したもので、手動給餌方式で2頭から5

頭の子牛を群飼育する牛房、「l動給餌方式で

30頭から100頭を群飼育する葉敷き、または、

スノコ敷きの牛房の3形式が採用されている

この共同実験の目的は、衛生、繁殖成績、経

済効率および4グループの子牛の世話に必要

な作業時間などの点で、それぞれの牛舎設備

や給餌方式を評価することにある。

〈囲み記事2｝肉用子牛に関するEU規則
EU閣僚理事会は、 1997年 1月20日付けで、肉用子牛の飼養条件に関する指令を採択した。この指令は、
「子午の保護に関する最低規格を定めたJ1997年12月8日付けの省令として、フランスの法律にも組入れら
れている。

この新しい規則は、 2部繕成となっている。第1部では、ゆるやかなタイムスケジュールで牛舎内の群
飼養設備が定められており、 1998年1月から実施された第2部では、繊維質飼料の給餌が定められている。
1998年1月1[I以降に新築の牛舎は、群飼育の行なえる牛房を備えたものでなければならない。

II.我が固における動物愛護と家畜生産

, .動物愛護管理法の要旨
大島照明（おおしま てるあき） 農林水産省生産局畜産部 畜産技術課

．．．．． ， 

l ）はじめに

我が国における家畜に係る動物愛護（動物

愛護の用語は、 AnimalWelfareの訳語で、あ

り、本来の意味からすると動物福祉の用語が

より適切であると思われるが、本稿では以下

の法との整合性をとるため、動物愛護を用い

ることとする） は、「動物の愛護及び管理に

関する法律J（昭和48年10月1日法律第105号、
以下「動物愛護管理法」という。総理府所管、

平成13年 1月6日の省庁再編後は環境省へ移

管）により一元的に行われている。すなわち、
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「動物愛護管理法」は、基本的に、家畜を含

む人が占有する全ての動物を対象としている

が、特に、人が占有する全てのほ乳類、鳥類

及び、胸虫類は保護動物とされ、それをみだり

に殺傷、虐待又は遺棄した場合には罰則がか

けられることとなっている。

「動物愛護管理法」は、平成11年12月14日

に、近年の動物に係る国民意識の変化に対応

して、動物の愛護と適正な飼養を通じた生命

尊重等の理念を強化明確化するため、法の名

称を「動物の保護及び管理に関する法律jか

ら「動物愛護管理法」に改める等の大幅な改

正が行われ、平成12年12月1円に施行された

ところである。

近年、我が国においても、家畜に係る動物

愛護に関心が高まっていることから、以下、

改正「動物愛護管理法」における家畜の扱い

を中心に、私見を交えて紹介することとする。

2）改正「動物愛護管理法」の主

な内容

( 1 ）法の目的及び基本原則

「動物愛護管理法Jは、動物の虐待の防止、

動物の適正な取り扱い等に関する事項を定め、

動物愛護の気風の醸成、生命尊重、情操のj函

養等に資するとともに、動物の管理に関する

事項を定めて動物による人の生命、身体及び

財産に対する侵害を防止することを目的とし

ている。今回の改正において、法の目的に明

文上の変更はないが、近年の動物愛護に対する

国民の関心の高まりに対応し、これまでは後者

に重点を置いた内容となっていたものを、前者

にも配慮した内容に改正されたものである。

また、基本原則としては、「動物が命ある

ものであることにかんがみ、何人も、動物を

みだりに殺し、傷つけ、又は苦しめることの

ないようにするのみでなく、人と動物の共生

に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取

り扱うようにしなければならない」とされて

いる。

( 2 ）動物の適正な飼養及び保管

動物の所有者等の責務として、命ある動物

の所有者等としての責任の自覚、適正な飼養、

人畜共通感染症に対する正しい知識、名札や

マイクロチップ等により動物の飼い主が第3

者に明らかとなるような措置や繁殖制限等に

関する努力規定、糞の不始末等の迷惑行為を

防止するための地方公共団体の措置、都道府

県知事による不適切な管理による周辺生活環

境の悪化を防止するための措置等が規定され

ている。また、環境大臣（従来は内閣総理大

臣）が動物の飼養及び保管に関し、よるべき

基準を定めることが出来るとされており、本

規定に基づき、「犬及びねこの飼養及び保管

に関する基準（昭和50年7月16日総理府告示

第28号）」、「展示動物等の飼養及び保管に関

する基準（昭和51年2月10日総理府告示第7

号）」、「実験動物の飼養及び保管等に関する

基準（昭和55年3月27日総理府告示第6号）」、

「産業動物の飼養及び保管に関する基準（昭

和62年10月9日総理府背示第22号）」が策定

されている。

( 3 ）動物取扱業の規制

動物の取扱業者に対して、届け出が義務付

けられるとともに、施設の管理等に問題があ

る場合の都道府県知事等の立ち入り調査や改

善命令等の規制が新たに導入されるとともに、

動物販売業者の責務として、販売する動物の

適正な飼育方法等について顧客に周知し理解

させる旨の努力規定が新たに導入された。ま

た、動物取り扱い業者に対し、動物の健康及

び安全を保持するために飼養施設の構造、そ

の取り扱う動物の管理の方法等に関し総理府

令で定める基準（「動物取扱業者に係る飼養

19 



施設の構造及び動物の管理の方法等に関する

基準（平成12年6月30日、総理府令第73号）」

の道守が義務付けられた。

ただし、畜産農業に係るものについては、

実験動物等と同様、本規制の対象外とされて

いる。これは、現在畜産農家において家畜の

不適切な飼養が問題となっていないこと、そ

の不適切な飼養が不特定多数の第3者に対し

悪影響を及ぼす可能性が小さいこと、畜産農

家は経済動物として家畜の能力を最大限発揮

させることを目的としており、家畜にストレ

スを与えるような不適切な飼養は想定できな

いこと、畜産農家は家畜（動物）飼養のプロ

としてその生理生態を十分承知していると見

込まれること等によるものであり、いわばこ

れまでの家畜飼養の実績が評価されたもので

あるといえよう。

( 4 ）周辺の生活環境の保全に係る措置

多数の動物の飼養又は保管に起因する総理

府令で定める周辺の生活環境の悪化に対し、

都道府県知事が期限を定めて、その事態を除

去するために必要な措置をとるべきことを勧

告することが出来るとする規定である。

ただし、畜産農業に係るものについては、

実験動物等と同様、本規制の対象外とされて

いる。これは、畜産農業については、既に、

「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促

進に関する法律（平成11年 7月28日法律第

112号）J等により規制されていることによる

ものである。

( 5 ）動物による人の生命等に対する侵害を

防止するための措置

いわゆる危険動物については、条例により、

飼養及び保管に関し遵守すべき事項、飼養許

可等の規制が行なわれている。今回の改正に

おいて、その全国的な整合性を確保するため、

新たに、危険動物として共通に対象とすべき

20 

範囲を政令で指定（平成12年政令第473号）

することとされたが、地方公共団体による横

だし（危険動物の種の追加等）は可能とされ

ていることから、具体的な運用に当たっては、

条例の整備を待つ必要がある。

( 6 ）動物愛護担当職員、動物愛護推進員、

協議会

， ．．．． 

都道府県等が、上記動物販売業者等や条例

に基づく危険動物の飼養者に対する立ち入り

調査等を行わせるため獣医師等の専門職員に

動物愛護管理員の職名を与えるとともに、動

物愛護の普及啓発の推進、特に、避妊去勢等 ｜

の助言や里親探しの支援などを進めるため、

民間の獣医師や愛護団体の構成員などを動物

愛護推進員に委嘱できることとされている

さらに、この推進員の委嘱の推進や活動の支

援などのために関係団体等との協議会等を設

置できることとされている。

( 7)その他

以上の他、動物愛護週間、都道府県等の犬

又はねこの引き取り義務、負傷動物等の発見

者の通報努力、犬及びねこの繁殖制限、動物

を殺す場合の方法（本規定に基づき「動物の

処分方法に関する指針（平成 7年 7月4日総

理府告示第40号）」が策定されている）等が

規定されている。

また、近年カミツキガメ等腿虫類ペットの

遺棄が問題となっていることに対応して、保

護動物（これを虐待又は遺棄した場合に罰則

がかかる）として、これまで人の占有するほ

乳類又は鳥類が指定されてきたが、新たに人

の占有する鵬虫類を追加するとともに、これ

ら保護動物をみだりに殺傷、虐待し、又は遺

棄した者には3万円以下の罰金又は科料が課

せられることとなっていたが、動物愛護の強

化を明確にするため、みだりになされる殺傷

については 1年以下の懲役又は100万円以下
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の罰金、殺傷以外の虐待と遺棄については30

万円以 Fの罰金と、罰則が大幅に強化された。

3 ）改正「動物愛護管理法jにお
ける家畜の扱い

前述の通り、改正「動物愛護管理法」にお

いては、動物取扱業の規制、周辺の生活環境

の保全に係る措置等から畜産農業は対象外と

されており、畜産農業として宰慮すべき事項

は、動物の適正な飼養及び保管に係る規定、

動物の処分方法に関する規定及び保護動物に

関する規定等である。

家畜の適正な飼養及び保管に係る規定に関

しては、「産業動物の飼養及び保管に関する

基準（昭和62年10月9日総理府告示第22号）」

が策定されている。同基準においては、管理

者及び飼養者は、産業動物の生理、生態、習

性等を理解し、かつ、愛情をもって飼養する

よう努めるとともに、責任をもってこれを保

管し、産業動物による人の生命、身体又は財

産に対する侵害及び人の生活環境の汚損を防

止するように努めることとの一般原則に則し

て、産業動物の衛生管理及び安全の保持、導

入・輸送に当たっての配慮、危害防止、生活

環境の保全に関する努力規定が定められてい

る（参考1参照）。

また、動物の処分方法に係る規定に関して

は、「動物の処分方法に関する指針（平成7

年7月4口、総理府告示第40号）」が策定さ

れている。同指針においては、管理者及び処

分実施者が動物を処分しなければならない場

合に守るべき一般原則及び動物にできる限り

苦痛を与えない処分方法によるべきことを定

めている（参考2参照）。なお、保護動物に

係る規定については前述の通りである。

4）おわりに

以上のように、我が国における家蓄に係る

動物愛護に係る規制は、どちらかと言えば理

念的（概念的）なものであり、具体性に乏しい

といえなくもない。また、今回の「動物愛護管

理法」の改正に当たり、畜産農業に対する新た

な規制は導入されなかった。これらは、前述

の通り、我が同の畜産農業における動物愛護

に関する国民的評価がその背景にあるものと

思料される。「動物愛護管理法」は議員立法に

より成立したものであるが、今回の改正の際、

衆参両院において、概ね 5年を目途にその運

用等の見直しを図る旨の付帯決議が全会 4致

で採択されていること等から、畜産農家等に

おいて、引き続き、動物愛護の精神にもト分

配慮した、家畜の適正な管理を行い、こうし

た評価の維持に努めることが緊要で、ある。

言うまでもなく、愛玩動物と異なり、家畜

は経済動物として飼養されているものであり、

その経済的能）Jと適切な飼養管理とが相まっ

て、国民に対しより安価で良質な畜産物を安

定的に供給することが可能となる。近年、 E

U等において、動物愛護の観点からの家畜の

飼養等に関する規制が強化されており、また

国内においても一部に規制を強化すべきとの

意見もあるが、我が聞においては、そうした

意見が、宗教観の違いもあって、太宗を占め

るという状況とはいいがたい。家畜に対する

動物愛護の観点からの新たな具体的な規制の

導入は、経済動物としての能力の低下ひいて

は、畜産物のコストアップを招く恐れが強い

ことから、そのコスト負担のあり方を含めた

国民的議論を待つ必要がある。また、生産性

の大幅低下を招来する科学的根拠のない行き

過ぎた動物愛護に係る規制の導入は厳に慎む

べきであると思料する。
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2.参考

1 ）産業動物の飼養及び保管に関する基準
（昭和62年10月9日 総理府告示第22号）

第1 一般原則

管理者及び飼養者は、産業動物の生理、

生態、習性等を理解し、かつ、愛情をも

って飼養するように努めるとともに、責

任をもってこれを保管し、産業動物によ

る人の生命、身体又は財産に対する侵害

及び人の生活環境の汚損を防止するよう

に努めること。

第2 定義

この基準において、次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。

(1）産業動物 産業等の利用に供するた

め、飼養し、又は保管しているほ乳

類及び鳥類に属する動物をいう。

(2）施設 産業動物の飼養又は保管を行

うための施設をいう。

(3）管理者 産業動物及び施設を管理す

る者をいう。

(4）飼養者 産業動物の飼養又は保管に

従事する者をいう。

第3 産業動物の衛生管理及び安全の保持
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1 管理者及び飼養者は、産業動物の適

正な飼養又は保管を行うため、産業動

物の衛生管理及び安全の保持に関する

知識と技術を習得するように努めるこ

と。

2 管理者は、産業動物の飼養又は保管

に当たっては、必要に応じて衛生管理

及び安全の保持に必要な設備を設ける

ように努めること。

3 管理者及び飼養者は、産業動物の疾

病の予防及び寄生虫の防除のため、日

常の衛生管理に努めるとともに、疾病

にかかり、又は負傷した産業動物に対

しては、速やかに適切な措置を講じ、

産業動物の衛生管理及び安全の保持に

努めること。

4 管理者及び飼養者は、産業動物の使

役等の利用に当たっては、産業動物の

安全の保持及び産業動物に対する虐待

の防止に努めること。

第4 導入 ・輸送に当たっての配慮

1 管理者は、施設の立地、整備状況及

び飼養能力を勘案し、産業動物を導入

するように努めること。

2 管理者は、施設への産業動物の導入

に当たっては、必要に応じて適切な衛

生検査を行うように努めること。

3 産業動物の輸送に当たる者は、その

輸送に当たっては、産業動物の衛生管

理及び安全の保持に努めるとともに、

産業動物による事故の防止に努めるこ

と。

第5 危害防止

1 管理者は、産業動物からの疾病にか

かることを予防するため、管理者及び

飼養者の健康について必要な健康管理

を行うように努めること。

2 管理者及び飼養者は、産業動物が施

設から脱出しないように配慮すること。

3 管理者は、地震、火災等の非常災害
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が発生したときは、速やかに産業動物を

保護し、及び産業動物による事故の防止

に努めること。

第6 生活環境の保全

管理者及び飼養者は、産業動物の排せっ

物の適切な処理、産業動物による騒音の防

止等生活環境の保全に努めること。

第7 補則

管理者及び飼養者は、ほ乳類及び＼鳥類に

属する動物以外の動物を産業等に利用する

場合においても、この基準の趣旨に沿って

措置するように努めること。

2）動物の処分方法に関する指針
（平成7年 7月4日総理府告示第40号）

第l 一般原則

管理者及び処分実施者は、動物を処分し

なければならない場合にあっては、処分動

物の生理、生態、習性等を理解し、生命の

尊厳性を尊重することを理念として、その

動物に苦痛を与えない方法によるよう努め

るとともに、処分動物による人の生命、身

体又は財産に対する侵害及び人の生活環境

の汚損を防止するよう努めること。

第2 定義

この指針において、次の各号に掲げる用

語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。

(1）対象動物 この指針の対象となる動物

で、動物の保護及び管理に関する法律

（昭和48年法律第105号）第13条第2項

第1号及び第2号に規定する動物

(2）処分動物 対象動物で処分されるもの

をいう。

(3）処分処分動物を致死させることをい

つ。

(4）苦痛痛覚刺激による痛み並びに中枢

の興奮等による苦悩、恐怖、不安及び

うつの状態等の態様をいう。

(5）管理者処分動物の保管及び処分を行

う施設並びに処分動物を管理する者を

いう。

(6）処分実施者処分動物の処分に係る者

をいう。

第3 処分動物の処分方法

処分動物の処分方法は、化学的又は物理

的方法により、できる限り処分動物に苦痛

を与えない方法を用いて当該動物を意識の

喪失状態にし、心機能又は肺機能を非可逆

的に停止させる方法によるほか、社会的に

容認されている通常の方法によること。

第4 補則

1 処分動物の保管に当たっては、「犬及

びねこの飼養及び保管に関する基準j

（昭和50年総理府告示第28号）、「展示

動物等の飼養及び保管に関する基準」

（昭和51年総理府告示第 7号）、「実験

動物の飼養及び保管等に関する基準」

（昭和55年総理府告示第 6号）及び

「産業動物の飼養及び保管に関する基

準」（昭和62年総理府告示第22号）の

趣旨に沿って適切に措置するよう努め

ること。

2 対象動物以外の動物を処分する場合に

おいても、処分に当たる者は、この指

針の趣旨に沿って配慮するように努め

ること。
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吉田年伸
（よしだ としのぶ）

ー 』 中央競馬会
馬事部防疫課

輸入木材「力セッター」の
木屑によるウマの集団中毒
1 .発生状況と病性鑑定

共同研究荷：奥河寿臣ヘ絞岡芳和ヘ 水野~香ヘ松村富夫“、近藤高，志“、

杉田繁夫”、辻村行司“、杉浦健）；；..、安斉 了“、桑ノド E毎日、山根背也“、
手llFl:f隆一日、ii.it遜英史“ヘ寺石武史“ヘ 塚本智子...、松問誠一日付、
－屋形＇t;j定日日、占良B手宏....、岡あかね....

・中央競馬会馬事部防疫課、 日競走馬総合研究所栃木支所、

付帯京都府南丹家畜保健衛生所、 日付京都府中央家畜保健衛生所

要約

京都府下の乗馬クラブにおいて、繋養馬28

頭中26頭が康澗性口内炎を主徴とする原因不

明の疾病を発症し、うち 2頭の乗馬が艶死し

た。本事例は海外悪性伝染病の水胞性口炎と

症状が類似していたため防疫上、極めて重大

な問題となる可能性があった。このため、直

ちにウイルス学的・血清学的・細菌学的・病理

組織学的・血液生化学的検査による病性鑑定

が実施された。その結果、病原体の関与する

感染症・伝染病の可能性は否定された。一

方、①舌を含む口腔粘膜の康’瑚や潰蕩が特徴

的な臨床所見であったこと、 ②疫学調査によ

って発症直前にカセッターおよびアユーズと

呼ばれる輸入木材の木屑が敷料として使用さ

れていたこと、 ③これらの木材は毒性をもっ

ていることが判明したこと、④艶死馬の病理

組織学的検査において急性肝障害と急性ネフ

ローゼを示唆する所見が得られたこと、⑤症

馬群の血液生化学的検査において肝障害を示
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す所見が認められたことから、敷料として用

いられた2種類の木材の木屑に起因する中毒

の可能性が高いことが示唆された。

1 .はじめに

2000年 6月5日、京都府下の乗馬クラブに

おいて、繋養馬28頭中26頭（競走馬12頭を含

む）が擁澗性口内炎を主徴とする原因不明の

疾病を発症し、このうち 2頭（乗馬）は6月

6日と 6月11日にそれぞれ死亡した。本事例

は、海外悪性伝染病である水胞性口炎の発生

を疑わせるなど、防疫上、極めて重大な問題

となる可能性を含んでいた。このため、当該

乗馬クラブは原因が究明されるまでの期間、

繋養馬の移動を自粛した。また、所轄の京都

府南丹家畜保健衛生所は疫学調査を実施する

とともに、 JRA馬事部防疫課と連携の上、農

林水産省家畜衛生試験場と］RA競走馬総合研

究所栃木支所の協力を得て、病性鑑定を実施

した。その結果、病原体の関与する感染症・

伝染病は否定され、敷料に用いられたブラジ

畜産技術 2001年2月号



ル産のカセッター （シマルノりあるいはカメ

ルーン産のアユーズと呼ばれる輸入木材の木

屑に起因する中毒の可能性が示唆された。

ウマにおける木屑の接触性あるいは食餌性

事故の報告し 2lは、散見されるものの、病理

学的所見などの詳細は不明である。また、こ

のような事故の再発を防止するためには、関

係者にその顛末を広く周知し、注意を喚起す

る必要がある。そこで、本事例の発生状況お

よび病性鑑定に関する防疫対応の概要を紹介

する。なお、この報告の要旨は軽種馬防疫協

議会ニュース速報号外（ 6月27日号） 3）にお

いて、周知済みである。また、病性鑑定終了

後に実施された再現試験においては、今回の

症例馬群に酷似する異常所見がカセッターの

混餌投与馬に観察されている 4）。

2.発生状況

発生場所は京都府下のー乗馬クラブであり、

繋養馬の内訳、初回および2回目の病性鑑定

用血液などの採取時（それぞれ6月6目、 20

日）における臨床検査成績の概要は、表1に

示した。乗馬クラブには28頭の馬が繋養され

ていたが、 6月3日より臨床症状を示す馬が

出現しはじめ、 5日には繋養馬28頭中26頭

（競走馬12頭を含む）に異常所見が認められた。

6月6日、 17時の臨床検査において、艶死馬

1頭を除く、 25頭の症例馬群に最も多く認め

られた所見は、口唇部の廉；閣と腫脹（所見確

認率64%）であった。その他に鼻孔周囲の廉

澗（60%）、虹門からの粘液漏出（56%）、鼻

腔からの粘液漏出（48%）、旺門の廉嫡

表1 乗馬クラブの繋養罵と臨床所見

年齢
6月6日の臨床所見 6月20日の臨床所見

馬番号 周途 品種 性 毛色 体温 口唇の保孔周囲 紅門 体温口唇の易孔周囲 厄門
（歳）

午前午後心拍数 康燭廃燭粘液廃燭粘液 （午前）康燭康燭粘液廃嫡粘液

競走用 サフ 雄 4 鹿 37.9 38.3 36 ＋ ＋＋ ＋ ＋ 37.7 

2 妓走用 サラ 雄 5 鹿 37.6 37.6 32 ＋ 37.8 ＋ 

3 競走用 サラ 雄 4 痩 37.7 37.9 32 ＋ ＋ 37.4 

4 1践走周 サラ 雄 6 黒鹿 38.0 37.7 36 37.8 

5 厳走周 サラ 雄 4 鹿 38.5 38.5 34 ＋ ＋ ＋ 37.5 ＋ 

6 i簸走用 サラ t量 4 鹿 37.6 37.2 36 ＋ ＋＋ ＋ ＋ 37.8 

7 競走用 サラ 雄 4 鹿 38.5 38.0 36 ＋＋ ＋＋ ＋ ＋ 37.8 ＋ ＋ 

8 厳走用 サラ 雄 4 鹿 38.2 38.0 36 ＋＋ ＋＋ ＋ 38.1 

9 a走用 サラ 雄 4 鹿 38.2 38.3 36 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 38.0 ＋ 

10 競走用 サラ B量 4 黒鹿 38.3 38.0 42 ＋ 十 ＋ ＋ 37.8 ＋ 

11 践走用 サラ 雄 3 芦 38.5 38.2 36 ＋ ＋＋ ＋ ＋ 38.1 ＋ 

12 競走周 サラ 雌 4 鹿 38.2 37.9 36 ＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 38.0 ＋ ＋ 
13 乗用 サラ 雌 11 鹿 37.5 37.7 48 ＋ 37.2 

14 乗用 サラ セン 7 鹿 37.7 37.9 36 37.5 

15 乗用 サラ セン 13 鹿 37.5 37.7 40 ＋ ＋ ＋ 37.3 

16 乗用 フフ7' 雄 10 鹿 37.3 37.5 36 ＋ 37.6 

17 乗用 サラ セン 11 鹿 37.3 37.9 36 ＋ ＋ ＋ 37.5 

18 乗用 サラ セン 11 黒鹿 37.7 37.6 40 ＋ 37.4 

19 乗用 サラ セン 8 黒鹿 37.2 37.9 36 37.8 

20 乗用 サラ 雌 6 鹿 38.2 38.4 40 十＋＋ ＋ ＋ ＋ 38.0 ＋ ＋ 
21 乗用 サラ セン 4 芦 37.3 38.0 36 ＋ ＋ ＋ ＋ 37.9 ＋ ＋ 
22 乗用 サラ 雄 5 鹿 37.6 37.9 42 ＋ 37.4 ＋ 
23 乗用 サラ 雌 4 育 38.8 38.8 40 ＋ ＋ 血繊＋ 37目6 ＋ 
24 乗用 サラ 雌 6 黒鹿 38.5 38.5 36 ＋ ＋ ＋ 陣織H ND ND ND ND ND ND 
25・乗用 ホJレスヲイン セン 20 芦 37.4 37.3 32 37.3 

26・乗用 トラケーネ セン 23 栗 37.7 37.7 36 37.4 

27 乗用 サラ 雄 5 鹿 36.6 38.3 36 37.4 

28 乗用 サラ 雄 6 鹿 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 

，主）28号馬は6月6日の未明lこ、24号馬116月11日に死亡した

*:25号、26号馬には木屑は使用せず ND：検査せず
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(28°0）、流誕(12%）、舌の潰楊（8°-o）および歯

肉部の牒嫡（4%）が観察された。円拝と鼻孔

周開に重度の廉澗がみられた症例では、鼻捻

千の保定により鼻端部の姉皮が剥離 ・脱落し

た。発熱例は3頭（ 5、23、24号馬）であった

が、 38.5～38.8℃の軽度な上昇に留まった。

心拍数はいずれも32～48回 分であり、おお

むね安静時の正常範囲内であった。なお、口

唇または鼻孔周囲に病変を有していた 3頭（4、

14、19号馬）の症状はすでに消失していた。

症例馬群のうち 2頭（24、28号馬） は、 f

痛様症状あるいはショック症状を呈する重症

例であった。28サ馬は、 6月6日に著しい発

汗を示して起立不能に陥り艶死した。一方

24号馬は、頭部下垂、元気消沈、食欲廃絶

腰萎、歩様蛤眼、四肢管部以下の浮腫、上容

の腫JI長、粘膜のチアノーゼおよび、紅門からの

血様粘液の漏出などの症状が継続してみられ

6月11日に箆死した。これらの症例に対して

治療処置として輸液、消炎・鎮痛剤および抗

表2 乗馬クラブの繋養馬の臨床所見確認頭数

月日 経過日数 対象頭数 正常馬頭数 口唇の康燭

6. 2 。 26 26 。
6. 3 1 26 ND ND 

6. 4 2 26 ND ND 

6. 5 3 26 。 13 

6. 6 4 25 4 16(64) 

6. 7 5 25 ND ND 

6. 8 6 25 ND ND 

6. 9 7 25 9 3 

6.10 8 25 10 。
6.11 9 24 8 。
6.12 10 24 8 。
6.13 11 24 6 。
6.14 12 24 9 。
6.15 13 24 11 。
6.16 14 24 10 。
6.17 15 24 11 。
6.18 16 24 11 。
6.19 17 24 11 。
6.20 18 24 13 。
6.21 19 24 13 。
6.22 20 24 13 。
6.23 21 24 12 。
6.24 22 24 13 。
6.25 23 24 13 。
6.26 24 24 15 。
6.27 25 24 13 。
6.28 26 24 13 。
6.29 27 24 ND 。
6.30 28 24 ND 。
7. 1 29 24 ND 。
7. 2 30 24 ND 。
7. 3 31 24 24 。

注1）対象頭数は、「木屑が使用された26頭J一「豊富死馬頭数J

注2）かっこ内の数字は健認率最高日の%

ND：検査せず

26 

鼻孔周辺 紅 門
その他

康畑 粘液 藤畑 粘液

。 。 。 。 木屑の使用開始
ND ND ND ND 

ND ND ND ND 

17(65) 20(77) 4 18 

15 12 7 14 1頭鍵死（28号馬：

ND ND ND ND 

ND ND ND ND 

4 3 15 14 

2 2 14 13 

1 13 14 1頭集死（24号馬1

。 。 13 15 

。 。 16(67) 17(71) 

。 。 13 14 

。 。 12 13 

。 。 11 13 

。 。 9 13 

。 。 9 13 

。 。 6 13 

。 。 4 11 

。 。 4 11 

。 。 4 11 

。 。 3 12 

。 。 3 11 

。 。 2 11 

。 。 2 8 

。 。 2 10 

。 。 。 11 

。 。 。 ND 

。 。 。 ND 

。 。 。 ND 

。 。 。 ND 

。 。 。 。 会頭回復

{fiP.i.技術 20014' 2月号



生剤などの投与が実施されたが、効果は認め

られなかった。

6月20日の検査において、艶死馬2頭を除

く症例馬群24頭のうち回復したものは13頭で

あった。その他の症例馬群は虹門の康；欄

(16%）と粘液漏出（46%）が継続してみら

れたが、これらの症状の程度は初回の調査時

に比較して軽減していた。初回の検査時に観

察された流誕、口唇の廃嫡・腫脹、舌のj貴蕩、

歯肉部の康嫡、鼻孔周囲の康’崩・粘液漏出な

どは、すでに消失していた。いずれの症例馬

も順調に回復し、 7月3日に至り、完全治癒

が確認された。

カセッターおよびアユーズといわれる木屑

の使用は、臨床所見が出現し始めた前日の6

月2日に開始された。これらの木屑は、以前

から使用されていた国産の木屑に追加する方

法で馬房に敷かれ、使用開始から 5日目まで

に全量が消費された。臨床所見の確認頭数の

推移を表2に示した。1、2、5、6日目お

よび27、28、29、30日目の一部の臨床検査デ

ータは記録されていなかった。何らかの臨床

所見確認率の最高日は 3日目（100%）であ

り、各所見の確認率が最高を示した病日は、

口唇の廉摘が4日目（64%）、鼻孔周囲の廉澗

が3日目（65%）、鼻腔からの粘液の漏出が3

日目（77%）、旺門の膿：欄が11日目（67%）、旺

門からの粘液の漏出が11日目（71%）であっ

た。口唇の廉嫡、鼻孔周囲の康湖、鼻腔から

の粘液の漏出は 3～ 4日目にピークを示し、

いずれも10日目までに消失した。旺門からの

粘液の漏出は11日目にピークを示し、 26日目

に消失した。旺門粘液の漏出は、発生初期か

ら長期間にわたり高い確認率を示したが、症

状の程度は経過とともに軽度となり、 31日目

( 7月3日）に消失した。なお、これら木屑

を馬房に敷く作業を実施した複数の作業員は、

その翌日までに咽喉頭部の痔痛や発l疫を訴えた。

3.病性鑑定

1)材料および方法

(1）ウイルス学的および血清学的検査

検査対象馬は、 6月6日の艶死馬（ 1頭）

の他に全繋養馬の27頭であった。検査材料に

は、 6月6日に採取された艶死馬の剖検材料

24検体（心臓、左・右肺、肝臓、牌臓、左－

右腎臓、勝臓、胃内腫癌、扇桃、気管、勝脱、

食道、鼠径リンパ節、肺門リンパ節、腸リン

パ節、胸水、腹水、心嚢水、胃内容、小腸内

容、大腸内容、尿、胃）、同日に採取された

繋養馬の血清とへパリン血（27頭）、鼻腔ス

ワブ（10頭）、舌潰蕩部スワブ（ 2頭）、およ

び、 6月20日に採取された後血清（26頭）を

用いた。

ウイルス学的検査としては、各剖検材料に

ついて水胞性口炎ウイルス（VSV：ニュー

ジャージー株とインデイアナ株）の遺伝子を

検出するRT-PCR試験（上記の下線を付した組

織片など19検体からの抽出RNAを使用）と培

養細胞でのウイルス分離試験（上記の下線を

付した組織片など、 19検体の10%乳剤を分離

材料とした）を実施した。へパリン血、鼻腔

および舌潰傷部スワブについても、前述の

RT-PCR試験（ヘパリン血はbu旺y-coatcellを

RNA抽出材料とした）とウイルス分離試験

（ヘパリン血については、 buffy-coatcellと血

築を分離材料とした）を実施した。鼻腔と舌

潰傷部スワブについては発育鶏卵でのウイル

ス分離試験を加えた。一方、血清学的検査と

しては、 26頭から採取されたベア血清を用い、

vsvのニュージャージー株とインデイアナ

株に対する中和試験と補体結合（CF）試験、

馬鼻肺炎、ゲ夕、アデノ、ロ夕、ライノおよ

び馬動脈炎ウイルスに対するCF試験を実施
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した。

(2）細菌学的検査

検査には艶死馬 1頭の剖検材料24検体（前

記）、鼻腔スワブ（10頭・ 10検体）、青スワブ

(2頭・ 2検体）および糞便 （4頭・ 4検体）の

計40検体を用い、分離培養を実施した。各検

体は、臓器はPBSを用いて乳剤に、スワプは

PBSに懸濁、他の材料はそのままあるいは必

要に応じて少量のPBSを添加した。各処理検

体は約10μIずつを血液寒天培地、 DHL寒天

塙地およびGAM寒天培地に接種したが、そ

の際にはコンラージ棒を用いて4段階に段階

希釈した。血液寒天培地は37℃で好気的に18

時間、 GAM寒天培地は37℃で嫌気的に42時

間、それぞれ培養した。分離培地上の発育集

落は、純培養後に常法により同定した。

(3）病理組織学的検査

検査には艶死馬の肝臓、牌臓、腎臓、！陣臓、

心臓、肺、勝！此、胃、食道、小腸および大結

腸のホルマリン固定材料を用いた。これらの

臓器・組織をパラフイン包埋後、薄切し、ヘ

マトキシリン・エオジン（HE）染色標本を作

製し、光学顕微鏡下で観察した。

(4）血液生化学的検査

検査材料には6月6日と20日に採取された

血清を用いた。検査項目はCK、GOT、y-GTP、

ALP、TP、ALB、A/G、GLU、BIL、BUN、

Na、K、Cl、LDH、CRE、UA、T-CHO、TG、

CHE、PL、Ca、IPおよび Feで、あり、目立自

動分析装置7250Eにより測定した。なお、正

常値は、サラブレッド種の競走馬群の検査デ

ータから導き出されたものとした。

2）成績

(1）ウイルス学的および血清学的検査

vsvのRT-PCR試験においては、いずれの

検査材料でもvsv遺伝子は検出されなかっ

た。培養細胞でのウイルス分離試験において

28 

は、馬胎児腎初代培養、ウサギ腎株ft

(RK13）、ウシ腎株化 （MDBK）およびアフリ

カミドリザル腎株化（Vero）細胞を用いたE

継代を 3代実施したが、病原体と考えられる

ウイルスは分離されなかった。発育鶏卵での

ウイルス分離試験においては、材料接種後48

時間日の発育鶏卵材料をVero細胞に接種し

たが、ウイルスは分離されなかった。血清反

応においては、ペア血清間でアデノウイルス

に対する抗体価の上昇が1頭に認められた地

は、いずれのウイルスに対しても有意の抗体

価の上昇は認められなかった。なお、 VS¥'

および馬動脈炎ウイルスに対する抗体保有馬

は存在しなかった。

(2）細菌学的検査

鼻腔スワブ、舌スワブおよび糞便からは多

種類の細菌が分離された。分離された細菌の

種類は、それぞれの採材部位における常在細

菌が大半を占めていた。－）子、剖検材料につ

いても腹水、胸水、その他の多くの臓器か仏

大腸菌 （E.coli)をはじめとする数種類の細菌

が分離された（表3）。

(3）病理組織学的検査

肝臓では小葉中心性の塊状壊死が注目すべ

き所見であった。すなわち、小葉単位では肝

細胞の索状配列の乱れや類洞の不規則な拡張

が観察された。個々の肝細胞は腫大し、大小

の空胞を有するものが多数認められ、一部の

肝細胞では核濃縮が明瞭で、あった。壊死部1:

はリンパ球や単球が浸潤していた。腎臓でl±

ヘンレ係蹄の太い部分に尿細管変性を示す著

しい変化がみられた。すなわち、尿細管上皮

細胞は変性・壊死・脱落し、これらの病変ll

遠位尿細管に強い傾向を示した。近位尿細管

主部では上皮細胞の腫張が認められた。糸球

体の病的変化は不明瞭であった。その他に＇ L'

筋（左心室）の限局性壊死巣、牌臓の白牌自

{fj産技術 2001年2月号



表3 1出l検材料からの細菌分離成績

主丘 菌名

血液向型L .~二
1.,Ttr:i、宅」

守 Escherichiacoli てE語末

肝臓
’l耳’房 一
勝臓

Streptococcus acidomm1mus 

Acinetobacter lwoffii 
・ー一一一一
i Eschenchia coli 

T主'Scherich白coif
I Escherichia coli 

ーー＋

＋ 

菌 数場

＋ 
＋ 
＋ 
十

十
＋ 

Acinetobacter /woffii + 

~蚕扇
右瞥臓

一勝脱

尿
一雇蚕bンパ節

α溶血性連鎖球菌 ＋ 
クラム陰性偏性嫌気性球樗薗 ＋ 
＋ー一一ーーー一 ー一一 一ー一ー一一ーーー→一一ーーーーーー

・圃圃ーーー ・ト
Escherichia coli 

Escherichia coli 

Pasture/la pneumotrop回

Acmetobacter two；刊Ii

Proteus vu/garis 

α潜血性連鎖球菌

Bacillussp. 
一一一一寸

ーーーーーーーーーーーーー一一ー－圃 冒・ーー・ー－ ~－ー＋－
Pasture/la pneumotropica 

Acinetobacter lwoffii 

Streptococcus acidominimus 

Escherichia coli 

クラム陰性偏性嫌気性樗菌

＋ 
＋ 
＋ 
＋ 
＋ 

1 京一一一－rPasture/la pneumotropica 
Acinetobacter /woffii 

Escherichia coli 

＋＋ 
＋＋ 
＋＋ 
＋＋ Serratia marcescens 

Proteus vulgaris 

出習血性連鎖球菌

クラム陰性偏性嫌気性球樗菌

＋ 
＋＋ 
＋ 

検体

気 管

左腕
右肺
肺門リンパ節

胸水

食道
胃（イボ）

胃内容

小腸内容

錫リンパ節

腹水

薗名 ｜ 菌数事

Gamel，泊moゆ＇lllorum ++ 
Escherichia coli ++ 
Aαnetobacterル叩的 ＋＋ 

I Pro俗usvulgaris . + 
一 一－1ε切内馴ichiac叫 目 ＋
一一一一一一一一一一一－Escherichia coli + 

嗣← 首ー 一九ー
Esche rich畑coli + 
Acineto伺rctertwottii I + 
α溶血性連鎖琢箇 ｜ 十

Esc畑府内耳co咋 ｜ ＋ 

Enterobacter cloacae 

Enterobacter sakazaki 

Corynebactenum sp. 

クラム陽性偏性嫌気性樗箇

Escherichia coli 

Acmetobacter baumannii 

α溶血性連鎖球菌

グラム陽性傷性嫌気性樗種

Escherichia coli 

Acinetobacter baumanmi 

α溶血性連鎖球菌

グラム陰性偏性嫌気性樗薗

Escherichia coli 

Enterobacter aerogenes 

a溶血性連鎖球菌

グラム陰性偏性鎌気性球樗菌

εscherichia coli 
Corynebacterium sp 

＋＋ 
＋＋ 
＋＋ 
＋＋ 

＋ ー，ー－－ーーーー
＋＋＋ 
＋＋ 
＋＋＋ 
. ++ 
i +++ 
｜＋＋＋ 
＋＋ 
｜＋＋＋ 

｜＋＋＋ 
＋＋ 
＋十＋
＋＋＋ 
＋＋ 
＋ 
＋＋ 
＋ 
＋ 
＋ 

菌数－＋＋＋孟106、 ＋＋： 10•- 10・、 ＋： 10•-102 、 ー： ＜ 10 ' CFU/gまたは ml

の消失、リンパ節 （下顎リンパ節）と肘桃の

リンパ小節の壊死、小腸上皮細胞の顕著な変

性、勝脱粘膜下の出血 （範聞は送付材料の全

域）、気管粘膜下の出血（範囲は送付材料の

・部）、副腎髄質の軽度の出血、肺胞の軽度

の水腫が観察された なお、食道と胃におい

ては若変は認められなかったっ

(4）血液生化学的検査

検査成績は、表4と表5に示した。症例馬

群の6月6n採取血清においてはBILとFe値
が向い傾向が認められた また、艶死した24

0-馬においては、 BIL、Feに加え、 GOTと

LDHが椅めてI均値を示した。

4.考察

原困不明疾病の集同発生に対して、適切な

防疫措置を講ずるためには、それが感染症・

伝染病か、あるいは制料や飼益環境中の毒物

などによる中毒かを判別する必要がある。本

事例においては、飼料および敷料に変更はな

かったとの情報が、初動時の間取り調査によ

り得られたことから、まず、感染症・伝染病

の発生が疑われた 特に、臨床症状は口腔粘

膜などに水胞や牒糊が形成されるウイルス性

疾患である水胞性口炎51に類似していたこと

から、その発生の可能性を再定で、きなかった

水胞性Il炎は、国際獣疫事務局の分頬におい

て、 U蹄疫、アフリカ馬疫などとならび、リ
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ストAに指定されている海外悪性伝染病であ

る。したがって、その発生は、国家防疫上概

めて重大な問題であり、ウイルス感染が証明

されなくとも、類似の臨床症状のみを根拠と

して隔離された報告もみられる九一方、ウシ

のワラビ中毒7 は天然毒の典型例といえるが、

ウマにおいてもイチイペ アジサイヘトリカ

ブト仰なとε有毒柄物、牧草中の甲虫（ツチハ

ンミョウ） Illの摂取などによる中毒が知られ

ているo しかし、有毒植物に対するウマの噌

好性は低く II、また、軽種馬は高度な人的管

理下で繋養されていることから、 一般的には

他の家畜に比較して中毒の発生する危険性は

低いと考えられる。

敷料として用いられた木屑による中毒が疑

われた理由は、 ①異常事態の出現する直前

( 6月2日）に、ブラジル産「カセッター」

とカメルーン産「アユーズ」といわれる輸入

木材の木屑がはじめて使用されたとの事実が

後日判明したことによる。また、②この木屑

が使用されていなかった 2頭（25、26号馬）

にのみ、異常所見は出現しなかったこと、 ③

ほとんどの繋養馬がこの敷料を採食していた

こと、 ④いずれの木材も毒性を有することが

知られていること、⑤舌を含む円腔粘膜の廃

嫡や漬傷の特徴的な所見が観察されたことも

理由としてあげられる。

カセッター（シマルパ） 121は、ヒトが大量

に服用した場合、中毒症を誘発することが知

られているω。また、毒性物質のーっとして

2 ・ 6-dimethoxy benzoq uinoneが抽出されてお

り、これがモルモットを用いた実験で接触性

皮膚炎や過敏症を起こすことが報告されてい

る1・11。カセッターによるウマの中毒を紹介し

ている情報誌においては、「300頭中60頭に異

常所見が出現し、 2頭が死亡した。口腔と舌

に臆刷性の病変がみられ、鼻、唇、旺門およ

ぴ外部生殖器に乾燥やひび割れが認められた。

また、紫i夜性鼻汁の漏出、浮腫および黄痘な

どがみられたが、食欲不振、元気消沈および

痔痛などは認められず、体温は38.5～39.5℃

を示した。ほとんどの症例は発症の 5～ 7日

後には症状が改善したが、 2頭は30日以上に

わたり慢性病変が残存した。Jと記載されて

いるl。これらの臨床所見は発熱を除き、今

回の臨床症状に酷似していた。一方、アユー

ズロlはヒトにおいて呼吸器アレルギーや皮膚

炎を起こすことが知られているが13、ウマに

対する毒性は不明である。

症例馬群の臨床所見において、口唇の康湖、

鼻孔周囲の廃；欄および、粘液の漏出は、比較的

早期の 3～ 4日目に確認率のピークを示し、

10日目までに消失した。すなわち、これらの

所見は木屑の全量が消費された5日目以降に、

比較的速やかに回復したことから、木屑との

接触により出現したものと推察される。一方、

旺門の廉；欄および虹門からの粘液漏出は比較

的長期間継続し、消化管の異常を示唆する所

見と考えられた。

症状の程度に個体差がみられた原因を特定

することは困難で、あるが、 一つの要因として

は木屑の摂食量および接触度の差違があげら

れる。すなわち、競走馬に比較して乗馬は意

図的に減飼されていたことにより、木屑の摂

食量が多かったものと推測され、また、原因

と考えられる木屑の使用方法から、その混入

量には馬房ごとの差があったといえる。なお、

乾草とこれらの木屑を混食あるいは直接摂食

した個体が確認されていることから、これら

の木屑に対するウマの晴好性は必ずしも低い

とはいえない。

ウイルス学的検査において、発症馬と剖検

馬材料からvsv遺伝子は検出されず、 vsv

の増殖に適しているとされるRK13とVero細
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胞を用いても、ウイルスは分離されなかった。

また、血清学的検査においてvsvに対する

抗体は検出されなかった。以上のことから、

臨床症状から危倶されたvsvの本疾病への

関与は否定された。さらに、ウイルス分離と

既知ウイルスに対する血清反応の成績から、

今回集団発生した疾病にウイルスは関与して

いないものと推察された。

細菌学的検査の結果からは、本事例に細菌

感染が関与している証拠は得られなかった。

集団発生する細菌感染症としては、伝染病、

上壌病、食中毒などが考えられるが、本事例

の発生状況、臨床症状および細菌検査成績は、

いずれの既知感染症にも該当しなかった。一

方、剖検材料においては、通常細菌が分離さ

れない臓器の多くから、 E coliをはじめとす

る数種類の細菌が分離された。しかし、病理

解剖が行なわれた馬においても病変部の感染

は認められないこと、他の発症馬からは分離

されていないことなどから、瀕死期に日和見

感染したものと推察された。以上のことから、

今回の口内炎の集団発生に細菌感染の一次的

関与はないものと考えられた。

病理組織学的検査における主要な所見は、

肝臓の小葉中心性塊状壊死と腎臓の尿細管変

性であり、これらはいずれも有毒物の摂取を

示唆する所見であった。また、牌臓、リンパ

節および扇桃の所見はリンパ小節の壊死であ

り、これは一般的に中毒あるいは感染症で観

察される所見であり、本症例においては極め

て重度で、あった。腸粘膜上皮の変性は、炎症

反応に乏しいことから、極めて急性の変化で

あると考えられる。そして、臨床的に注目さ

れた紅門の廃嫡や旺門からの粘液漏出は、消

化管全体におよぶ粘膜傷害と関連しているの

かもしれない。勝脱粘膜下組織、気管粘膜下

組織および副腎髄質の出血ならびに肺胞の水
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腫は瀕死期の循環障害による変化と考えられ

た。以上の病理組織学的所見から、本症例u

「中毒が疑われる急性肝障害および、急性ネ7

ローゼ」と考えられた。

血液生化学的検査において症例馬群に認め

られたBILの高値（高ピリルピン血症） lj, 

肝臓障害を強く示唆する所見であった。またh

Feの高値は主として肝細胞の変性壊死によ

る貯蔵鉄の血中への動員および肝臓の鉄代謝

異常が、関与しているものと考えられた。ー

方、難死した24号馬においてはBIL、Feに加

え、GOT、LDHの上昇が認められた。一般的

にウマにおけるGOTやLDHは診断価値が抵

い指標とされている。しかし、本症例の臨席

所見と病理組織学的所見から考察した場合

GOTとLDHの高値は、それぞれ肝臓障害お

よび肝臓・腎臓障害を示唆するものと考えら

れた。

以上のことから、今回の疾病は敷料として

用いたカセッターあるいはアユーズといわれ

る木屑に起因する、接触性の皮膚・粘膜傷害

および食餌性の中毒である可能性が極めて高

いと結論づけられる。ウマにおけるこのよう

な木屑に起因する事故は、 1992年のイリノイ

州の乗馬ヘ 1998年ブエノスアイレスの乗馬

の発生が報告されているのみであり、これi

で木屑は「極めて稀な天然毒」と考えられ〆

いた。しかし、近年の軽種馬の飼養管理にお

いては、敷料としての木屑の使用機会が増加

していることから、本事例に鑑み、「注意す

るべき重要な天然毒」を含む木屑のあるこt

を認識するべきであろう。今後は、これらの

木屑のウマに対する毒性を明らかにするため

再現試験の実施が望まれる。
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大西彰
（おおにし あきら）

顕微注入法による
体細胞クローン豚の作出

ー1 農林水産省畜産試験場
育種部

育種素材開発研究室

1 .はじめに

分化した体細胞からクローン個体を得るこ

とは、不可能とされてきた。しかし、 1997年

に発表されたクローン羊の“ドーリー”以来、

体細胞クローン動物の作出が相次ぎ、これま

でにマウス、牛および山羊での成功例が報告

されている。

豚は食肉生産においてこれまで重要な役割

を担ってきた。しかし、最近では、畜産以外

の分野でも豚が注目されている。特に、医学

の分野では、慢性的に不足している人移植用

臓器の代替として豚臓器の利用が期待されて

いる。その他、実験動物として豚が重要視さ

れるなど、従来の畜産から他の分野へ豚の利

用が拡大している。

体細胞クローンの技術は、優良種畜の増産

を始めとして様々な分野への応用が期待され

ている。特に、豚に関しては、異種移植の研

究が活発化するなか、遺伝子操作により拒絶

反応を抑制した細胞の核を基にしたクローン

豚を得る必要があり、体細胞クローン豚の作

出法の開発が強く求められてきた。しかし、

これまでのクローン豚の成功例は極めて乏し

く、 1989年に米国ミズーリー大学のグループ

により報告された4細胞期の受精卵の割球を

由来とする 1頭の受精卵クローンの誕生があ
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るのみであった。このような背景のもと、他

の家畜に比べて成功が遅れたが、本年3月の

英国PPL社での誕生I）を皮切りに、我々の研

究グループ 2Iそして米国Infigen社 31の順に

体細胞クローン豚が得られている。

2.顕微主入法による備聞包クローン
豚O)f乍出去

顕微注入法によるクローン豚作出の概略を

図に示した。

核移植に用いる体細胞に関しては、胎児の

細胞を用いたクローンの成功例が羊、牛およ

び山羊であることから、胎児の細胞を選択し

た。さらに、外見からクローンであることが

容易に判定できるよう、毛色が黒色である梅

山豚を選んだ。24日齢の梅山豚の胎児を採取

し、 1頭毎に胎児を処理して培養線維芽細胞

を得た。さらに、 DNA分析により性判別を

行い、雌胎児由来の細胞を用いた。体細胞ク

ローンを成功させる要因の一つに、細胞を血

清飢餓状態とし、細胞周期をGOにすること

が唱えられている。細胞周期をGOとするこ

とが、体細胞クローンの作出に必須で、あるか

どうかは、議論の分かれるところだが、我キ

は、コンフルエントとなった細胞を、培養描

の交換をせずに約2週間放置した後、核移植

畜産技術 2001年2月号
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ランドレース 梅山豚

↓来受精卵子の採取 ↓ 2哨の胎児から
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体細胞核の注入 ↓ 
仮綴へ移植

気刺激によ
性化処理

体細胞クローン豚

図体細胞クローン豚の作出

に用いた。

除核用の未受精卵子は、 PMSGおよび

hCGのホルモン投与により発情誘起したラン

ドレース、または、その雑種（白色あるいは、

白色に黒色の斑点を持つ）より採取した。

hCG投与45時間後に屠殺し、卵管環流により

得た成熟卵子は、極体およびその周辺の細胞

質をピエソ。式マイクロマニピュレーターに装

着したガラス管内に吸引することにより除核

した。除核の際には、サイトカラシンBを含

む培養液を用いた。

体細胞核の移植は、細胞の径よりやや小さ

いガラス管内に線維芽細胞を吸引し、細胞膜

を破壊した後、除核した卵子細胞質内に核を

直接に注入することにより行った。除核およ

び核の注入操作には、ピエゾ式マイクロマニ

ピュレーターを用いることにより、作業の効

率と成功率が格段に高められた。

核を注入した卵子は、 3～ 4時間培養した

後、電気刺激により活性化処理をした。電気

刺激した卵子は、サイトカラシンを含む培養

液中で2時間培養し、第2極体の放出を抑制

した後、通常の培養に切り替えた。

約40時間の培養後、発生した卵子を、発情

を同期化した仮親の卵管に移植した。110個

の卵子を 4頭の仮親に移植した結果、その内

の1頭が妊娠し、正常分娩により 1頭の子赫

が誕生した。子豚の生時体重および胎盤重量

は、正常値の範囲内であった。子豚の毛色は

黒色で雌であった。さらに、マイクロサテラ

イトDNAの分析の結果、用いた線維芽細胞

と子豚の間では20種類のマーカーで一致がみ

られ、子豚と仮親の問での親子関係は全て否

定された。これらの結果より、得られた子豚

は、体細胞クローンであることが証明された。

3.顕微注入法の特徴

クローン豚に関する他の 2報においては、

核移植に従来の電気融合法を用いている。

PPL社は、除核した未受精卵子と体細胞を電

気融合することにより 1段階目の核移植を行

い、次に、移植した核を取り出し、除核した

受精卵子に再度核移植を行う 2段階核移植を

行っている。この手法は、大変に煩雑で、成

功率も必ずしも高くはない。一方、 Infigen

杜においては、体外成熟卵子を除核用卵子に

用いている。体外成熟卵子は、屠場から得た

卵巣より未成熟卵子を採取し、体外で成熟さ

せることにより得ることができる。そのため、

生体からの採取に比べてはるかに多数の卵子

が取り扱える利点がある。実際、牛において

は、未成熟卵子を体外で成熟させる技術が確

立しているため、体外成熟卵子をクローン作

出に広く利用している。しかし、豚においては、

体外成熟卵子の発生能は、生体より採取した

成熟卵子に比べて低い傾向にあるため、クロ

ーンへの利用には問題が残される。また、屠

場由来の卵巣を用いることから、豚を飼育す

る際に最も懸念される、オーエスキー病など

の伝染性疾病への対策を充分に施す必要があ

る。
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体細胞核がどのようにして初期化されるの

か、全く明らかになっていない。しかし、体

細胞核を、 MPF(Maturation Promoting 

Factor）活性の高い卵細胞質中に直接に曝す

必要があることは、ほほ間違いない。顕微注

入法の場合、核の細胞質への導入と卵子の活

性化を分けて実施することができる。そのた

め、体細胞核を卵細胞質中に充分に曝すこと

が可能である。しかし、電気融合法の場合、

排卵から一定時間を過ぎた卵子を用いると、

細胞の融合と同時に卵子の活性化が生じてし

まい、体細胞核が充分に卵細胞質中に曝され

ないまま、発生が開始する恐れがある。

顕微注入法は、マウスの場合、かなりの熟

練を要することから敬遠されがちであるが、

豚では意外なほど容易に行うことができる。

マウスでは、ピペット内に水銀あるいはフロリ

ナートを充填してピエゾ操作を確実にする必

要があるが、豚では、水銀などを含まない通

常の先端を研いだピペットで、卵子の破壊も

なく充分な注入操作を行うことができる。さら

に、電気融合法に比べて作業時間も大幅に短縮

できることから、今後の普及が期待される。

4. 今後の展望と課題

マウス、ヒツジおよびウシの体細胞クロー

ンにおいては、流死産や形態形成異常が生じ

る割合が高く、誕生後の死亡率も高い。また、

胎盤異常も多く見られている。しかし、体細

胞クローン豚に関しては、今のところ異常例

の報告はない。体細胞クローンの作出に伴う

異常が、豚でも生じるのか否か、今後、例数

カf増えることにより明らかになるであろう。

今回のクローン豚の技術は、優良種豚の増

産を始めとする豚の育種改良技術や遺伝資源

の保存技術へ応用できる。現在、最も注目を

浴びている人臓器移植への利用に関しては、

豚が保持している内因性レトロウイルスの人

への感染が危倶されている点は無視できない。

人佐性幹細胞の利用など、再生医学の分野で
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は様々な研究が進むであろうが、移構用の人

臓器が絶対的に不足している現状では、 l耐

用いた異種移植の研究は、さらに、進展する

ものと思われる。しかし、これらの技術ヘ対

応するためには、クローン豚の作出技術が安

定したものとなる必要があり、技術の精密化

と安定化が今後の謀題である

5.おわりに

長年、豚卵子を取り扱っていると、豚卵子

の操作技術が、マウスや牛に比べて大きく立

ちおくれていることを痛感する。例えば、卵

子の体外培養や凍結技術が、マウスや牛では

確立しているのに対し、豚では未だに発展途

上の段階にある。体外受精の技術も同様であ

る。この原因の 1つには、多量の脂質を卵子

細胞質内に含むなど、マウスや牛とは異なる

豚特有の卵子の性質があげられる。2つ自に

は、豚においては体外受精や核移植の技術が

従来の畜産の分野であまり重要とされてこな

かったことから、研究そのものが立ちおくれ

た点が上げられる。マウスや牛での体細胞ク

ローンの相次ぐ成功の背景には、基盤となる

卵子の操作技術が確立していたことが大きく

影響している。豚の利用が従来の畜産から植

の分野へ拡大し、これまでにはない新たな技

術へ対応するためには、豚卵子の基盤的な操

作技術を再度検討し、確実なものにする必要

カfある。

今回の成果は、農林水産技術会議事務局大

型別枠研究「形態生理」およびプライムテッ

ク株式会社との官民交流共同研究により得ら

れた。
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寺田文典
（てらだふみのり）

農林水産省畜産試験場

栄養部

反すう家畜代謝研究室

乳牛飼養技
術研究の新
しい動向

1 .はじめに

平成11年度の生乳生産量は約851万tで、

ここ数年間はほとんど変化がない。しかし、

飼養頭数は、この数年、徐々に減少しており、

農家戸数の減少にも歯止めがかからず、 一昨

年度の農業環境3法の成立に見られるように

酪農経営を継続していくためには新たな投資

も必要な状況にある。このように、酪農経営

をめぐる課題は山積している感が強いが、 一

方で、牛乳 ・乳製品はその消費量が年間一人

当たり92.3kg（平成10年度）となっており、

わが同の基本的な食品として定着し、その供

給が重要であることは広く認識されていると

言える。

乳牛飼養技術の新しい展開に向けての開発

研究もこのような背最に答えるものでなけれ

ばならず、 ① 低コス ト生産技術，②高品質

乳生産技術、包） 環境 （糞尿）対策技術、 匂 ！詞

産期対策技術、 ~ 群管理技術（放牧管理を

含む）に関する研究などが繁殖技術や生混生

産性の改善技術も絡めながら取組まれている。

泌乳牛を用いた飼養技術研究の実施状況を

第97回畜産学会 （2000.3）での講演題数

（発表14課題）から眺めてみると、その特徴

は，環境問題を意識した窒素代謝に関するも

のが圧倒的に多いことであり、そのうち、窒

素排地量低減技術の開発に関連する課題は全

課題の 113である 5課題であった。また、

乳用育成牛、放牧牛に関する課題を含めても、

環境対策技術とその基礎研究に関するものが

最も多かった。

もう一つの特徴は、研究の共同化である。

複数の公立場所による共同研究の発表も乳牛

飼養関係だけで2グループ4課題が行われて

おり、今後の飼養技術研究の一つの方向とし

てより重要性が高まるものと思われる。そこ

で、本稿では，国公立場所を中心とした共同

研究による乳牛飼養管理技術の開発研究の動

向を紹介する。

2.低コスト生産技術研究

学会での研究発表の状況とは異なり、共同

研究としては低コス ト生産技術に位置づけら

れるものが最も多い。

1 ）飼料イネの利用による飼料自給率向上

プロジ‘ェクト

本プロジェクトは草地試験場、農業研究セ

ンターを中心に多くの公立場所が参画してい

る耕種部門と農業機械部門も含めた大規模な

ものである。乳牛関係研究室としては，草地

試験場と九州農業試験場から参加しており、

乳牛による飼料イネホールクロップサイレー

ジの飼料価値評価が行われている。

従来、新飼料資源の開発研究は飼料の低コ
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スト化をねらったものであったが、今lrtlは！＇.！

給不前Jr.という大口標がそれに加わっている

そうなると、「飼料イネのコストをどのよう

に汗価するのか」といった問題を与える際に、

金銭的なものとして換算できない価値観の取

扱い（評価）が問題になるように思われる

これは現在の多くの課題が抱える共通の問題

点の一つでもある なお、本プロジェクトの

詳細は本誌2000年 5月号の特集記事や草地試

験場のホームページ（http: ss.ngri.affrc.go.jp 

siryo-ine hyosi.htmDを参照されたい

2）アルフアルファを導入した畑地型酪農営

農システムの確立

上地資源に立脚した低コストで‘高品質な口

給飼料としてアルフアルファに注口、その生

産、給与技術の確立をめざしたもので，農水

省北海道農業試験場において11研究室 2t席

研究宵が参両し、新しく開発されたフォーレ

ージマットメーカーによるアルフアルファの

安定調製・貯蔵技術の開発研究やトウモロコ

シ・グラスサイレージの飼料体系にアルフア

ルファを組入れた向泌乳牛の制養管理技術に

関する研究などが実施されている

3）高泌乳牛における製造副産物を利用した

低コスト生産技術の開発（群馬県、栃木

県、千葉県、長野県、東京都、山梨県、

愛知県、新潟県の8都県による共同研究）

このグループの歴史は長く、わが同における

TMR給与設計指標のほとんどがこのグループの

知見に基づいていると育っても過Jではない。

千成9～11年度にかけては k記のテーマで共

同研究として、分娩後 5日Hから105日間、

高泌乳牛約70頭を供試した飼長試験を実施し、

泌乳初期の乳牛を対象としたTMRにおける

製造副産物の有効利用に際して留意すべき栄

益管理指標を明らかにするとともに、給う技

術の実証を行っている。成績の概要は栄養生
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用研究会報（44 ( 2 ) : 141 -154、2000)t:n' 

らによって報特されている。資源リサイクん

の機述の高まりの中で各陣副産物の飼平：↓化研

究の市要は、今後、さらに尚まるものと思t

れる

4 ）乳用雌牛の早期育成に関する共同研究

（千葉県、茨城県、富山県、石川県、長

野県、愛知県、神奈川県による共同研究）

24ヵ月初産分娩が推焚されるようになって

久しいが，現実はなかなかそこに到達しれ

ないー最近、北海道立の試験場（新得、根鋼

や熊本県市産研究所において早期育成による

優れた成紡が報（なされている 北海道では

に良質粗飼料を用いて、熊本ではTMRによ

って、初J)°(i_乳Ji（の大きな低下を－mくことな（
l官増体を実現しているが、木共同研究では

これを全国版の技術として展開することを目

標に、 5年間にわたって、 2シリーズの3i 

月齢から初産検定終f時までの式験実施を予

定している 1シリーズ口は高増体の有用性

の実証を、 2シリーズ日はその際の最適蛋自

質水準を、環境問題、コスト問題も念頭にお

いて検討することとしている。

3.高晶質乳生産技術

「高品質乳Jというと、その定義が常に問

題になる 一般的な飲用乳であれば、乳脂率

乳蛋白質卒、あるいはカルシウム含有率など

が問題になり、積極的な付加価値ということ

になると、高度不飽和脂肪酸（共役リノ一時

酸など）含有乳やハーブミルクなとeの牛．産H

術が挙げられることになるn 後者についてI!

国公立場所の共同研究と言うよりも民間企業

との共同研究をとることが多い。前者につJ

ては，積極的に乳質の向上をめざすタイプよ

りも、むしろ、暑熱環境ドでの乳質の低下キ

生産性の向上にともなう乳質低ドを防止すb
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泌乳初期の乳nの改停を凶るなどが取組まれ
ることになる

l ）夏パテ防止技術の開発（徳島県、愛媛県、

香川県、高知県による共同研究）

生乳の供給を主なU的とした技が国の酪段ー

経営においては、個体の字L1l-:1主水準が高まっ

たこともあり、；{.1＇長期の夏の礼生産を品質の

低ドを招くことなく高める、あるいは、維持

することが依然として大きな課題となってい

る。rrn困4県では、｜ξ成9年～12年度の共同研

究として、体感温度を指標に持熱対策を開始

すべき環境条件を明確にするとともに、それ

に従った細霧、送風といった対策技術の適切

な作動システムの開発を行っている（本誌

2000年8Jj号に研究概要の紹介がある）。

2）乳牛の分娩前後の飼養法に関する研究

（茨城県、宮城県、福島県、埼玉県、静

岡県、岐阜県、京都府、鳥取県、熊本県、

全酪連による共同研究）

この研究グループの歴史も I片く、リードフ

ィーデイングシステムの開発や乳牛における

微泣ミネラルやビタミンの重要性を明らかに

してきている 平成8～11年度にかけては

「飼料給与法の改許による高品質乳の生産と

繁殖性に関する研究」として、泌乳初期にお

ける魚粉やバイパスアミノ酸の利用に関する

検討を行っており、特に、バイパスアミノ般

の活用については、低蛋白質飼料との適切な

組合せにより、乳生産水準，乳質を維持しつ

つ、窒素排地位の削減を実現できる可能性が

ぷされている（茨城県畜産誠験場研究報行、

29号、 2000.3 .) 

3）物質循環型地域営農システムにおける高

品質乳の安定生産技術（大分県、佐賀県、

長崎県、沖縄県、福岡県、鹿児島県によ

る共同研究）

平成11年度から始まった九州各県による共

同研究で、高品質乳を安定的に生産するため

に、乳牛の乳生産性、繁嫡性、抗病性と栄益

管理との関連を検討し、九州における飼料生

産や排世物処理も含めた飼益技術体系を確立

しようとするものである 乳牛飼長に関する

試験研究としては、泌乳初期の栄長・繁殖の

研究と分娩前のミネラル研究がrjI心となって

いる 前身では泌乳初期の給与エネルギー水

準が泌乳性、繁殖性におよぽす影響について

検討し、後者ではカチオン ・アニオンバラン

スの考え｝jを用い、カリウム摂取とカルシウ

ム吸収の関係について検討することになって

いる

4.環境負荷低減化技術

環境問題にはローカルな問題とグローバルな

問題があると言われている 糞尿問題はローカ

ルな問題の典型的なものであり、温室効果ガ

スによる地球温暖化問題はグローパルな問題

の典型であろう 後者については主に国立試

験研究機関を中心として、その排出量推定の

精密化と抑制技術の開発をめざした研究が進

められている。前者は困、公立場所を問わず、

幅広く取組みが行われており、中でも、先に

紹介した関東京海北陸8都県の共同研究では

今年度より 3年間にわたって、 1m1止物低減を

目標とした適正窒素水準の設定とそれにおよ

ぽす諸要肉の解明に取組んで、いる。

空~排i世量の低減に向けては精密な蛋白質

評価システムである代謝蛋白質システムの確

立が最も重要であり、そのためにはこのシス

テムにおける乳牛の要求量の査定と飼料の評

価万法の確立が急がれている。

5.周産期の飼養管理改善技術

周産期は試験研究の側面からも、また、現

場技術の点からも重要な課題の・つである
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分娩前のイオンバランスのわが国における有

効性に関する議論、移行期の適正な蛋白質要

求量など検討すべきネタに事欠かない。前者

の問題については九州各県の共同研究におい

て、後者については、先に紹介した茨城県を

中心とする研究グループによる平成12年度か

らの研究として、経産牛、初産牛別に乳生産

成績、繁殖成績におよぽす移行期の蛋白質水

準の影響を明らかにしようとするものなどが

ある。

6.おわりに

研究の共同化によるメリットは、供試頭数

の増加による結論の信頼性の向上はもちろん

であるが、それ以ヒに、研究情報の発信、普

及、研究技術水準の向上など（たとえば、最

近の飼養試験では消化試験が加わることが一

般化しつつあることなど）、今後の飼養技術

開発研究の展開において大きいことが実感さ

れる。ただし、群管理技術に関しては方法論

の段階で苦慮しているように思われ、今のと

ころ、共同研究が行われるには至っていなしも

この点は今後の研究推進上の大きな問題点で

あろう。

各共同研究グループのさらなる成果を期待

したい。

学会・研究会・シンポジウム等のお知5せ r1 

0第131回日本獣医学会学術集会

開催期間：平成13年4月2日（月）～4月4日（水）

会場：東京農工大学（東京都府中市）

連絡先：小久江栄一

東京農工大学家畜薬理学教室

TEL:042-367-5769 F AX:042-367-5770 

0鶏病研究会春期全国鶏病技術研修会

日時：平成13年4月18日（水）

会場：東京都内

連絡先：鶏病研究会

TEL : 03-3832-0837 

0平成13年度家畜栄養生理研究会春季集談会

日時：平成13年5月19日（土）

13: 00～17: 30 

会場：東京大学大学院農学生命科学研究科

連絡先：小野寺良次（宮崎大学農学部）、

家畜栄養生理研究会事務局

TEL&FAX : 0985・58-7201

E-mail : onoderar@cc.miyazaki-u.ac.jp 
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O第42回日本晴乳動物卵子学会 話

日時：平成13年5月31日（木）・ 6)11日（金） ¥ 

会 場：日本都市センター（千代田区平河町 。
2-4-1) 

連絡先：国際医療福祉大学臨床医学センター し

山王病院リプロダクションセンタ－ I, 

小林善宗、本田育子 。
港区赤坂8-10-17 ~ 

TEL:03-3402-3151 F AX:03-3404-3652 者

0第94回日本繁殖生物学会大会 ~ 

日 時：平成13年9月5～7日（3日間）

会 場：東京農工大学農学部（東京都府中市i v 

連絡先：真鍋昇 ~ 

京都市左京区北白川追分町

京都大学大学院農学研究科

応用生物科学専攻 生体機構学講座内

日本繁殖生物学会事務局

TEL:075-753-6324 F AX:075-753-6345 

E-mail : manabe@jkans.jkans.kais. 

kyoto-u.ac.jp 
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お客様と同じ想いで創ります

協同飼料（株）研究所

佐藤茂樹（さとうしげき）

研究所長代理・中央分析センター長

1 .はじめに

協同飼料の研究所は、発祥の地である横浜

市保土ヶ谷区に所在していた時代には、総合

研究所として、畜産・水産・ペット・食品関

連などの総合的な研究開発・試験研究を行っ

ていました。専門性が間われて来ている昨今

の状況を踏まえ、現在はそれぞれの研究体制

を独立させて運営しているところです。今回

は本業である畜産飼料の研究開発を行ってい

る研究所についてご紹介致します。研究施設

の配置の基本理念は、表題にある“お客様と

同じ想いで創ります”にあります。よりお客

様と同じ想いになるように、各試験施設はお

客様に近い場所に配置し、肌で感じたニーズ

を踏まえ、より専門性を高めたシーズを駆使

して製品や技術を創造していくことを求めて

います。研究所の組織は、さらに、研究開発

室・開発情報室・配合管理室の 3組織に別れ

ます。

2.研究開発室（養鶏・養豚・養
牛リサーチセンター）

各畜種の実践的な農場に隣接して、それぞ

れのリサーチセンターを配置しました。 養

鶏は千葉県、養豚は福島県、育成牛・乳牛も

福島県で、肉牛は北海道にあります。 主な

業務は各畜種に係る配合飼料の開発・改良に

関する試験研究が中心となります。その他に

各畜種の専門家として、新技術の導入や技術

の研錆を重ねています。お客様の家畜・家禽

を対象にしているので、協同飼料が開発し、

製造・販売する飼料を評価した答えがすぐに

出してもらえますから、試験の基本は“動物

に聞く”ことを大切にしています。 また、

実践的な農場が身近にありますので、農場の

経営や飼育管理技術にマッチした飼料は何か、

あるいは、作業性の良い飼料とはどんなもの

かなどのように畜産経営者や生産者の視点で

飼料を捉え、開発することが可能となってい

ます。

ロマンを求めた若い研究者が、素直に飼料

に反応する動物や素朴な生産現場、そして、

厳格な畜産経営者からの意見などにより、成

長していく雰囲気にあふれでいます。

1 ）養鶏リサーチセンター ： 日本で初めて

の固有名詞の付いた「ゴールデンチック」を

1957年に市販し、そのチックカラーは協同飼

料の企業カラーとなっています。「さくらシ

リーズjで期別給与製品群の先駆けを創った

成鶏用は「PPFシリーズ」においてPPF理論

として開花し、さらに、収益性を追求した給
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与体系の完成と畜産物品質に係る研究を進め

ています。

2）養豚リサーチセンター： 養豚用配合飼料

の世界に冠たる人て乳「ママ 7・ママ SJを

開発した養豚チームは日本の養豚界をリード

していると言っても過言ではありません。時

宜を得たリニューアルにより、「ママ」は究

極へ向けて創造と進化を続けています。

子 ・肉豚用では日本 9JのFeedBudget理論を

用いたペレット飼料群、また、種豚用ではボ

ディコンデイション理論を用いた製品群で、

糞便の量の低減を中心とした環境への優しさ

や飽くなき経済性の追求を実行しています。

3）養牛リサーチセンター： 粗飼料入りの製

品群である「MIR=Mixed In Roughage」を

創造し、超差別化製品である「カーフマンナ」

を中心としたシリーズを開発してきた養牛チ

ームは、今、コーネル大学の牛の栄養理論で

あるCNCPSを実践 ・具体化した、 AAMPS 

（あんぷす）の普及に燃えています。

このように我がリサーチセンターの各チー

ムは「 トリJ「ブタj「ウシJを想い、また、

「お客様」と同じ想いに立脚して、理論を具

体的に実践し、製品や技術の創造と普及に貢

献し続けています。

3.研究開発室（中央分析センター）

協同飼料のメインの製造 ・販売組織である

鹿島工場に隣接して施設を配置されています。

主な業務は理化学分析および微生物分析が中

心ですが、その技術を元に品質管理に係る試

験研究も行っています。本来は研究所の各リ

サーチセンタ ーの分析を担う部門ですが、

「アミノ酸分析計」、「高速液体ク ロマ トグラ

フイ ー」などの各種分析施設や「体外受精」

の施設を保有しているため、製造 ・販売組織

や原料の開発組織などとの強い連携をもって
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仕事をしています。分析依頼は研究所・：

場・事業所や本社部門などの協同飼料内部む

らだけでなく、生産農家からも、幅広く、 E

多く来ています。最近では、工場・生産自

場・畜産物｜剖連会社のHACCPへの対応刊

機管理のための検査・モニタリング検査とそ

のニーズが高まっています。精度の高い分析

結果をスピーデイーにお符様に届けるべ（

IS09000シリーズの手法により分析管理技

践し、品質管理の理論構築と普及に向け齢

しています。

4.開発情報室・配合管理室

本社の中に配置され、営業企画 ・原料購

入・生産管理 ・工場や事業所の配合設計制

主

7 

も

の関連部門だけでなく、経営トップとも官需 揮

な連携を保つ研究所の表玄関です。主な斜 し

は海外からの情報収集や海外への情報の知 人

など、海外との技術提携や技術の普及です り

さらに、原料事情や製造工程あるいは販売自

場に密着した配合設計の中枢を担っていま7 よ

研究開発室や各事業所などに対して選りれ 「l

った情報を提供し、それらは製品や技術併I ま

造の源として、あるいは、生産農家との対話 布

のための情報として活用されています。昨 季

新しい情報を求め世界を駆け巡り、協同跡 1: 

の経営 ・開発 ・製造 ・販売部門とともにおS ~ 

さまにも役立つように奮闘しています。 ヰ

略語の英文 〉

1 . PPF (Proper & Profitable Feed System） τ 

2. CNCPS (Cornell Net Carbohydrate Prote:r 

System) 

3. AAMPS (Amino Acid Metabolizable Prorec 

System) 
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＠ 競馬あれこれ
(6）競馬の開催（レースの流れと馬券発売・報賞など）

袋 伊作（ふくろ いさく） 農林水産省生産局畜産部競馬監督課

1 .競馬の実施

競馬は、ファンが馬券を購入することによ

り成り立っています。競馬が、ギャンブルで

あれ娯楽であれ、競馬の主催者としては、フ

ァンに対して魅力ある番組を提供するために

も、公正な競馬を維持しなくてはなりません。

つまり、馬が競走においてその全能力を発

揮し騎手が馬の能力を妨げることなく騎乗

し、その競走結果を正しく判定し、馬券を購

入して的中した人に正しく分配しなくてはな

りません。

競馬の主催者は、競馬開催において図 1の

ように開催執務委員を置き、 「競走の実施」、

「勝馬投票券の発売・払い戻しJ、「競馬場内

および場外発売所内の取締り」などを円滑に

行うための体制をとっています。競馬では、

事務処理を各競走ごとに一定の時間内に円滑

に処理する必要があるからです。開催執務委

員は、図2のような、競馬開催日における馬

や騎手の流れを監視・検査するとともに、競

馬場内や場外発売所内の秩序を維持し、ファ

ンが安心して競馬を楽しめる環境づくりを行

っています。

先月号では、競馬の競走体系などについて

紹介しました。今回は、競馬開催の流れを、

中央競馬を中心に見ていくこととします。

2.馬の流れ

l ）トレーングセンター

競走馬は、競馬に出走する前に一定の期間、

主催者の厩舎に入厩することが義務付けられ

ています。中央競馬の場合、 トレーニングセ

ンター（以下、 トレセン）内の厩舎または、

裁 ；尭 委 員

走路監視委員

決勝審判委員

ハンデキャyプ作成委員

検 量 委 員

発 走 委 員
委

員 卜寸 馬場取締委員

員
獣 医 委 員

整 理 委 員

総 務 委 員

情報管理委員

広 報 委 員

施 設 委 員

勝馬投票委員

図1 競馬凋催執務体制（中央競馬の例）

馬 トレセン出発→競馬場厩舎→糊所→パドyヲ→馬場→競走→検体採取『トレセ滑厩

／騎乗 l 

騎手謂整Jレーム→髄馬場ジョyキールーム→前検量→パドック 後検量→トレセン

図2 馬と騎手の流れ
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競馬場の厩舎に、出走紙験のある馬は出走の

10 Fl前までに、出走経験のない馬は出走の15

日前までに、入厩する必要があります。地)f

競馬では、主催者ごとに数日～20日の入厩義

務期間を設けています。

この期間は、競定に最良の状態で臨むため

に卜分な調教を課すとともに、疾病の検査に

要する期間、禁止薬物の投与防止などを考慮

して設定されています。中央競馬では、近日

中に出走予定のない馬であっても、美浦トレ

セン（茨城県美浦村、厩舎123棟、 2304馬房）、

または、栗東 トレセン（滋賀県栗東町、厩舎

118棟、 2158馬房）に入厩し、調教を受けて

います。地方競馬では、北海道など一部の主

催者がトレセンを有していますが、多くの宅

催者は、競馬場の周辺に厩舎を設けて競馬場

で調教を行っています。

従来、競馬場は、競馬を行うとともに競走

馬が滞在して調教を行う場でしたが、競馬場

周辺の市街化やより充実した調教設備の要求

から、現在、中央競馬では、 トレセンで調教

し、競走が近づくと競馬場へ輸送するという

形態が定着しています。

2）競馬場へ輸送

トレセンから比較的近距離の競馬場で、出走

する場合は、競走当日の朝、輸送するのが 一

般的です。遠距離の場合は、競走の前日以前

に輸送することになります。

近距離の例としては美浦トレセンから東京

競馬場 ・中山競馬場や栗東トレセンから京都

競馬場 ・阪神競馬場・中京競馬場があります。

また、遠距離の例としては美浦トレセンか

ら京都競馬場・阪神競馬場 ・中京競馬場や栗

東トレセンから点京競馬場 ・中山競馬場があ

ります。

競馬場に到着した馬は、厩舎に収容され、

開催委員（獣医委員）による健康チェック
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（馬体検査）を受けるなどして競走に備わ

す

3）装鞍所

民は、出定する競走の発走時刻の70併

（ー部の競定は90分前）に装鞍所に移動しi

す。装鞍所では、①出走する馬に間違い杓

いか（ffi!il体識別）、＠馬体に異常がないb

③蹄鉄の装着が規定どおりであるかについ：

検査します。問題がなければ、鞍なとさを装着

し、引き運動を行いながら、健康状態のチェ

ックや馬装検査（鞍などが正しく装着されて

いるか）を行います。また、装鞍所では刷

割
'" 
IJ. 

－~ 

h ， 
レ

重を測定し、パドックで掲示されることとt 留

ります。 』

4）パドック （下見所） 骨

装鞍所における検査が終了し、競走時刻i ~ 

近づくと装鞍所からパドックに移動します σ 

パドックは、出走馬をヲ｜いて歩かせ、競馬7 a 
ァンに下見をしてもらう円形の馬場で、公開 σ 

調教や調教映像の放映を除けば、出走馬料 £ 

めて競馬ファンの前に登場する場です。川

ックにおいても、開催委員は馬の健康状態；

ついてチェックを行っています。

5）馬場入場

発走時刻の15分位前、パドックでの引き5 ~ 

が終了すると、騎手が乗って馬場へ移動しi し

す（前のレースに騎乗していて間合わない昔 耐

合は馬場への移動中に騎乗します）。馬場1: i 

入場した馬は、決勝線（ゴール板）まで的 自

で進んだ後、それぞれがウォーミングア＂｝~ 

（返し馬）を行なったり、その馬場が初めて ｜ 

の馬の場合は馬場に慣れさせたり、障害競t ~ 

の場合に馬に障害物を見せて慣らしたりしi l 

す。その後、スターティングゲート（発馬標 骨

付近で輪乗り（出走馬が輪になってゆっく

歩く）を行い馬を落ち着かせます。

6）発定
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開催委員 （発走委員）は、発馬機の作動状

態の最終確認など発走準備を行い、発走時刻

の3～4分前に輪乗りをしている馬を発走地

点に集合させ、発馬機内に誘導 （ゲートイン）

し、発走となります。

7)検体採取

レースが終了し、着順が確定すると、 1着

～3着の馬と別に指定された馬は、 ドーピン

グ検査のため検体採取を受けます。対象馬か

ら尿（発汗などで採取できない場合は血液）

を採取します。

馬の能力を高めたり、減ずる薬物の使用は、

競馬法で禁じられており、競馬の主催者は禁

止薬物について規定しています。かりに、検

体から禁止薬物が検出された場合、規定に違

反した者に対しては、競馬関与の禁止 ・停止

の処分がなされ、馬については一定の期間、

出走停止となります。また、禁止薬物の投与

の行為が確認された場合は、競馬法に拠り処

分されることとなります。

3.騎手の流れ

1 ）調整ルーム

騎手は、競馬の開催がない日や騎乗予定が

ない円は、 トレセンや競馬場で馬の調教を行

いますが、競馬の騎乗予定円の前円の午後4

時までに調整ルームに入室することが義務付

けられています。調整ルームは、 トレセンと

競馬場にあります。騎乗予定日の朝、 トレセ

ンから騎乗する競馬場へ移動が可能な場合は

トレセンの調整ルームに入室し、そうでない

場合は、騎乗する競馬場の調整ルームに入室

します。調整ルームへの入室は、外部との接

触を断ち、 レースへ向けての心身の調整を行

つことが目的とされています。

2）ジ、ヨツキールームへ移動

卜レセンまたは競馬場の調整ルームから、

競馬場のジョッキールームへ、開催委員の監

視のもとに外部との接触を断った状態で移動

し、装具の点検など競走に備えます。

3 ）前検量

騎手は、騎乗する競走の70～50分前に、競

走ごとに規定される馬の負担重量も満たして

いるかどうか、レース前に検量（前検量）を

受けます。検量は、騎手と鞍などの装具（む

ちと帽子を除く）について計量されます。

4）バドック～競走

前検量が終わると、パドックへ移動して騎

乗し、馬場へ移動し、競走となります。

5）後検量

競走が終わると、決勝審判委員が判定した

到達順位（決勝線に到達した順位）が7位ま

での馬に騎乗した騎手と別に指定された騎手

は検量（後検量）を受けます。前検量の結果

と1kg 以上の増減があると、降雨などやむ

を得ない場合を除き、失格となります。

6）着順確定

走行妨害による降着 ・失格、後検量による

失格などがない場合、到達順位に従い、開催

委員 （裁決委員）により着順が確定されます。

4.勝馬投票

勝馬投票券（馬券）の種類などは、第2回

で説明されていますので、ここでは、馬券の

発売から払戻までについて見ていきます。

l ）出走馬の確定

馬を出走させようとする場合は、馬主がそ

の競走にlド込みを行います。これを出馬投票

と呼んで、います。中央競馬は、原則として上

日に行われますが、馬の仕上がりや競走間隔

などを勘案して出馬投票をその直前の木曜日

に行います。出馬投票をした馬の頭数が出走

可能頭数（フルゲート）を超えた場合は、基本

的には、収得賞金の高い順に出走することが
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できます。その日のうちに出走馬が決定し、

土曜日の競走については金曜日に、円曜日の

競走については上曜日に、馬の番号が抽選に

より決まります。その後、出走馬について、

馬名・番号・負担重量・騎手が公表され、こ

れをもって出走馬が確定します。（前日発売

を行うGI競走や日曜日の重賞競走は前々日

に確定）

2）発売

馬券の発売は、開催競馬場の他、場外発売

所（ウインズ）、競馬を開催していない競馬

場、電話投票で行われています。

出走馬の確定後、中央競馬では、前日発売

が行われる一部の競走を除き、基本的に、開

催競馬場は競走当日の 9時半から、その他は

9時から（電話投票のうちパソコンなどを通

すPAT方式は 6時から）、その日の競走の発

売が開始され、発走時刻の2分前に締め切ら

れます。締め切り後、直ちに馬券の発売枚数

が公表されます。

ただし、電話投票（CRT方式＝対話方式

を除く）以外の発売方法では、発売しない競

走があります。

3）払戻し

的中者に対する払戻しは、競馬場、場外発

売所で行われる他、電話投票については口座

振込みにより行われます。払戻し額の計算法

などについては第2回で説明されています。

4）返還金

馬券の発売は、出走馬が確定した後に開始

されますが、降雪などにより競走が中止とな

った場合や馬が疾病で出走できなくなった場

合などには、当該競走あるいは当該馬に係る

馬券が買戻しとなります。

5.賞金など

競馬主催者は、競馬を行い馬券を発売する
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ことで収入を得ています。中央競馬では、 i

馬場の入場料と、売得金（＝馬券の発売金

返還金）から払戻金と国庫納付金を差引い1’

ものが、地方競馬では、競馬場の入場料

売得金から払戻金と地五競馬全国協会への1

付金と公営企業金融公庫への納付金を差51~

たものが、それぞれ収入となります。

一方、競走馬はどのように確保され、鞘

調教師、調教助手、厩務員はどのように肌

を得るのでしょうか。

l ）賞金・奨励金など …主催者から交付

(1）本賞金

競馬という興行に必要な競走馬を提供す：

馬主へその対価として支払われます。

中央競馬と地万競馬の多くの主催者が、そ

れぞれの競走の 1着から 5着を本賞金の糊

としています。

賞金水準は、各主催者の賞金負担能力U

るところが大ですが、競馬の開催に必要なt

走馬資源を安定的に確保するとともに強いE

を集めて充実した競馬番組を編成するとい与

観点から、馬主の競走馬繋養費などを勘案

て各主催者が競走ごとに決めています。能

の額は、レースの価値や格の指標といえまf

(2）付加賞（中央競馬のみ）

特別競走ごとの特別登録料の総額を 7: 

2 : 1の割合で 1着・ 2着・ 3着の馬主に1

付します。特別登録制度は、歴史的には、目

の所有者が出走する競定に金銭（ステ一円

マネー）を賭けて競ったことに由来します

現在は、重要な位置付けの競走につい〈

馬主が相応の負担（特別登録料）をしてもi

お出走させたいと思う馬を集めるととも1・

馬主の出走意欲を高めることを目的としてl

ます。特別登録料は、特別競走の格によ

1頭当たり 3万円～40万円に設定されてい：

す。

{ti皇室技術 2001年zn
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(3）その他の賞金など （中央競馬の例）

本賞金、付加賞の他にも、競走馬の安定的

な確保や競馬番組の充実のために、いくつか

の賞金や奨励金などが設けられています。

①内国産馬所有奨励賞：混合競走（外国産

馬が出走できる競走）、または、国際競走

の出走馬が内国産馬の場合、着順と競走の

格に応じて、馬主に交付されます。1着～

5着が対象で、 12万円～1800万円が交付さ

れます。

②父内国産馬奨励賞：出走馬の父が内国産

馬の場合、着順と競走の格に応じて、馬主

に交付されます。1着～ 5着が対象で、 10

万円～850万円が交付されます。

①市場取引馬奨励賞：出走馬が市場取引

（日本の競走馬の取引は相対取引が主流）

された馬であった場合、着順と競走の格に

応じて、馬主に交付されます。1着～5着

が対象で、 10万円～650万円が交付されま

す。

④生産者賞： 1着～5着（一般競走は 1着

～3着）の馬の生産者に交付されるもので、

着順や競走の格に応じて、 7万円～800万

円が交付されます。

①距離割増賞：重賞競走以外の距離2000メ

ートル以上の平地競走に出走した馬の馬主

に交付されるもので、距離・着順に応じて、

3万円～560万円が交付されます。

＠出走奨励金 ：出走馬の 6着・ 7着・ 8着

の馬主に、第l着本賞金のそれぞれ8%・

7%・6%相当額が交付されます。

⑦繁殖牝馬所有者賞： I着～5着（一般競

走は1着～3着）の馬が生まれた時にその

母馬を所有していた者に交付されるもので、

着順や競走の格に応じて、 7万円～800万

円が交付されます。

⑥その他：出走馬の馬主、騎手、調教助手、

厩務員に対し、出走あるいは騎乗した場合

に手当金が交付されます。

2）進上金 …馬主力、5交付

調教師は、馬主から馬を預かつて調教をし

ます。その対価が預託料です。調教助手と厩

務員は、調教師が管理・運営する厩舎に所属

しており、調教師と雇用関係にあります。騎

手についても、その多くがどこかの厩舎に所

属しており、調教師と雇用関係にあります。

このように、調教師は、預託料収入で自己

の厩舎を運営し、騎手・調教助手・厩務員は、

所属厩舎からの給料により生計をたてていま

すが、この他に「進上金」という制度があり

ます。進上金は、馬主が得た本賞金などの収

入の一部を、厩舎関係者に配分するものです。

賞金 進上金

主催者→馬主プ調教師本賞金等の10%

＼ミ騎手 。 5%（障害7%)
厩務員 。 5% 

中央競馬の1着本賞金例（平成13年）

競走名等 金額 （万円）

GIレース 6,000～25,000 

ジャパンカップ 25,000 

有馬記念 18,000 

天皇賞 （春・秋） 13,200 

高松宮記念 9,400 

タービー 15,000 

皐月賞 9,700 

菊花賞 11,200 

桜花賞 8,900 

オークス 9,700 

朝日杯フューチュリティステ ウス 6,000 

G IIレス 3,800～6,400 

Giiiレース 3,200～4,300 

特別競走 （重賞以外） 1,000～2,500 

一般競走 510～1,800 
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邑圃届週
長岡正二
（ながおか しようじ）

家畜改良事業団

牛群検定の
普及拡大に向けτ

1 .牛群検定勝初日新吃背景

…オイルショックの申し子として

牛群検定は昭和49年度の末昭和50年2月か

ら検定が始まったが、その事業化を促したの

は ①高等登録等の減少②パイプラインミ

ルカーの普及による個体毎の乳量把握難 ③ 

新しい飼養技術の普及 ④乳用牛の無選択な

肉利用の進展 ⑤オイルショック（第一次）

により産業全体に厳しい生産の見直しが求め

られることとなったことである。

さらに、牛群検定開始に伴い、後代検定に

おける娘牛検定のフィールドとしての期待が

高まり、昭和59年度の総合検定開始へと発展

していったのである。

2.成果

48 

・・H ・H ・－乳量年当たり伸び率は経産牛で

4倍、遺伝的には2倍

1）牛群検定成績は、検定参加農家はもれ

んのこと、関係技術者による新しい飼養闘

応用の実証と検証のために広く活用されt

そして、その技術は周辺農家へ広く普及l

経産牛一頭当たりの年当たりの乳量の伸び1;

昭和50年以前は29kgで、あったものが、検問

始の翌年の昭和51年から急速に上昇に転t

126kgと正に 4倍に挑ね上がった。

2）平成元年には、午群検定データによりE

合検定第一期の後代検定成績に合わせ、我»•

国で使われてきた乳用種雄午の遺伝的評価E

が、初めて、全同一律の評価方式によって計

算され公表された。そして、その翌年の平成

2年生まれの娘牛たちの年当たり遺伝的制

量を乳量でみると、従来、年当たり59kgで占

ったのが117kgへと 2情にt昇した。

3）検定農家と非検定農家との経産牛一蹴

たり乳量差は、検定開始当初はおおむね抑

kgで、あったのが、今日ではおおむね1700胤

拡大している。

3.問題点

・・・飼養管理改善効果がマイナス｜：

転じ、普及率が伸び悩み

家畜改良センターの分析によれば、最近町

平成3年から平成10年についてみると、乳量

の遺伝的改良は年当たり 118kgに対し、飼喜

管理改善の効果は年当たりマイナス13kgぱ

少に転じている。また、牛群検定の普及率！；

5年前が43.3%であり、今日でも44.8似

微増に過ぎない。この普及率は国際競争対断

固である先進国に比し、残念ながら最低でt

ることを深刻に受け止めておかなければが

ない（表）。

4.対応

・・・乞う、本協会会員各位の具体的拡支部

畜産校体12001年2~~ 



園田園田園田ー一

表主なICAR加盟国の牛群検定普及率

酪農概況 牛群検定状況

ICAR加盟国
経産牛 酪農家 検定牛 検定農家 検定牛 検定農家

頭数 戸数 頭数 戸数 率 率

（頭） （戸） （頭） （戸） （%） （%） 

ニュージーフンド 3,064,523 14,741 2,825,751 12,510 877 85.3 

テンマーク 680,000 12,250 582,207 9,482 86.0 77.0 

スウェーデン 449,130 14,000 380,567 10,362 86.0 74.0 

オランダ 1,610,630 33,337 1,302,117 24,675 80.8 74.0 

ドイツ 4,832,983 163,566 3,845,050 I 92,099 78.6 56.0 

カナダ 1,235,000 22,643 740,001 14,597 60.6 64.5 

フランス 4,476,000 145,100 2,697,721 71,788 60.1 51 0 
一一一一

イヲリア 2,110,000 1,199,114 26,141 56.8 

アメリカ 9,263,460 121,080 4,446,460 38,920 48.0 37.0 

日本 1,172,000 35,110 524,932 12,221 44.8 34.8 

イギリス 2,437,000 34,242 946,343 14,351 38.8 41.9 

注 ICAR(I円ternationalComittee for Animal Recording ：家畜能力検定に関する国際委員会）

そこで先ずは本協会会員各位にご支援を頂

きたいことが三点ある。

l ）牛群検定の担当者としての活躍を…

「いろいろな補助事業を担当してきたが、

牛群検定ぐらい担当者に自信を失わせ、恥じ

をかかす事業はない、知っているか。他の補

助事業と比べ、年から年中業務が続き、途絶

えることがない。事業内容も技術的に多岐に

亘り深く、そして、変わり続けている。」

「みんなが分からないと思っていたら大間

違いで、長年やっている農家や検定員の人は

よく知っている。」「一番、分からないのは担

当になった自分である。このことは新しい業

務を引継いだ時は大なり小なりあるが、程度

が違う・.Jとはある県の担当者の述懐である。

想えば牛群検定は一つの補助事業に専用の

ホストコンビューターを使；用するという、当

時としては極めて希有な事業として昭和49年

度にスタートした。このことカfコンピュータ

ーが打ち出す、当時としては、見慣れぬ数字

の羅列で始まることとなったため、寄りつき

にくいという先入観を与えた気配がある。そ

の後、コンビューターのハードとソフトの発

達に呼応し、時には翻弄されながらシステム

の向上に努め、また、世は IT時代となり、

データも随分身近なものになっているはずで、

ある。確かに長期的には変化し続けている。

近年、急速に実用化の段階に入った先端的な

育種理論により、牛群検定を娘牛検定のフィ

ーlレドとするシステマテックな後代検定事業

の推進により、その種雄牛評価値は年 2回、

雌牛の能力評価値とともに公表されている。

正確度を高めるために、国際化対応も視野に

入れながら娘牛の生産配置、解析評価方法に

ついても確かに改良し続け、見方によれば変

化し続けている。

かつての、種雄牛が生涯不動の J つの評価

で終わった時代から見れば、半年毎に変わる

種雄牛評価値を「遺伝的比較推定値Jだから

変わって当然、より正確になったと理解する

には誰でも時聞がかかるのはやむを得ない。

乳用牛の新しい飼養管理技術も、午群検定

参加牛群をフィールドとして新しい技術の実

証・検証が行われてきており、この分野も、

また、止まることを知らない。

牛群検定は繁殖記録を取入れたことにより、

繁殖成績向上のための重要な資料を提供する

のみならず、この項目は生産予測の有力なデ
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ータとしても機能し始めている。’1：群検定に

よる個体毎の体細胞数の検査成績のフィード

パックは良質安全な生乳生産にとって、また

とない拠りどころとなっている。また、当然

のことながら経営コンサルへも経時的な基礎

データを提供する。したがって、牛群検定デ

ータは個体の乳期完成記録だけでなく、これ

ほど左織に、極めて広汎な多面的機能を提供

することとなる。

検定開始の当初は高等登録の肩代わり的メ

リットを求めて検定が開始された地域が多か

ったし、また、それはそれで、大きな時代的使

命を果たしたと評価されるべきである。

担当者が登録の分野で長けていればいるほ

ど午群検定は格付け検定的にみられ、その認

識を払拭しきれずに今日に至っている地域も

少なくない。担当者一人で全部こなすような

任せっ放しのところは、地域なり、検定対象

農家なりが担当者の得手の範囲で属人的に決

まり、それ以上には普及しないこととなる。

担当者は誰だ、ってお釈迦様ではない、検定デ

ータの充実した今日、一人で全部こなすこと

は無理で、ある。 a人で悩まずに誇りをもって

出来るだけ多くの機関や関係者の頭脳を動員

することこそが重要で、ある。

世はIT時代に薙進中、今後はどのような

生産分野においても有効な’情報の利活用が勝

敗の決め手となる。豊富な新鮮にして正確な

データを受信 ・発信する牛群検定、それを担

当するあなたを中心に211任紀の酪農は国際競

争に伍して展開していくに違いない。

2）検定員の確保について

「あの場長（ある県の畜試の場長）は定年

でリタイアして郷里で検定員をやっておられ

る・・・・・・・・」、先般、岡山県で開催された全

日本ホルスタイン共進会の会場で聞いた各県

の畜産関係の技術者の消息の一つで、ある。や

50 

はり帰するところはそこなんだ、と実行しな

いまま今日に至っている私には語る資格もな

いが、暗い模索の中に射し込むひときわ明る

い光を感じたものである。

4二群検定の立上げを考えると、先ず、ぶち

~たるのが検定員確保の問題である。牛群検

定において検定員確保は、世界の検定100年

の歴史の中で、世の東同を問わず、常につき

まとっている課題である。アメリカでは大学

のエクステンションサービスの a環として検

定員教育が行われ、当然のように男性の職業

のようになっていた。しかし、現在は女性の i

検定員が増えているようである。それは第二

次大戦中において、検定員に事を欠き、女性

検定員を採用したことにはじまっているとい

われている。

我が国においても、従来、検定員は技術者、

しかも、男性に限って採用していたきらいが

ある。今後は、前歴、年齢、性別を問わず由

農家の近くに居住する人から広く、検定員を

探す必要がある。また、具体的な提案の一つ

はヘルパー組合活動の中に組入れることであ

る。今、ひとつは本協会会員OB、特に、先

に紹介した試験場OB、さらに言えば、家蓄

管理 ・飼料生産など、主に現場業務、をリタ

イアされた方々には是非検定員として、上地

勘を活かして、もう一肌ぬいで、いただきたい』

3）検定成績の多面的な活用

牛群検定事業は、その一環として、後代検

定における娘牛のフィールド検定機能も合わ

せ持つため、事業推進の過程で家畜育種学上

の見地から検討協議する機会が多い。さらに、

選抜された検定済種雄牛の供用、すなわち、

精液利用という具体的な改良事業が連がって

おり、能力評価値についても、人工授精とい

う日常業務を通じて理解を深めていく事業努

力が尽きることなく続いている。

f宙産技術 2001年2月号
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この事業で生み出す成績は雄・雌能力評価

値の他にも、繁殖成績などのように、先ずは、

家畜繁殖学の範障に属するものがあり、これ

も家畜診療、家畜人工授精業務の中で有効に

使われる。体細胞数については個体毎の数値

が明らかにされるため、出荷合乳サンプルで

は出来ない敏速な対応が出米るためよく使わ

れている成績である。しかし、毎月の検定成

績で最も使われそうで案外使われていないの

が、乳量、乳成分、体重、濃厚飼料給与量か

ら分析され、届けられる情報である。データ

が全て揃ってるわけで、はないが、飼料設計や

飼養管理の改善においても、他では得られな

い基本データを含んで、いる。

だのに何故だろうと考えてみると、どうや

ら中央 ・地方を問わず各機関において家畜生

理、家畜栄養、家畜飼養学の研究室、あるい

は、専門家からは牛群検定は育種 ・繁殖とい

う分野外の事業だとして疎外されているかも

しれない。

前述した如く、今や飼養管理改善効果の伸

びはマイナスに転じている。近年、自給飼料

分野においては急速に普及したローリング、

ラッピング、さらに、給与に当たってはミキ

シング（TMR）、あるいは、牛舎ではフリー

ストールへの移行などがあり、これらを有効

に利用するには、牛群検定をフィールドとし

ての具体的な検証 ・実証の上に立ち、そして、

能力に見合った的確な飼料の給与 ・管理シス

テムの普及が急がれる。

この分野の会員各位による牛群検定の普及

活用を是非お願いいたしたい。

5.おわりに

各地において、牛群検定担当者を中心に各

分野の専門家の総出による、 21世紀の牛群検

定の推進体制を早急に再構築いただきたいと

切にお願いする次第である。

－ーーーーー司ーーーーーーーーーーー ー十句.... 予〈ト匂---v-号炉「〔「可〔r’、fーへ;r-v-、fヘf『「ヘfへr「f「f～戸V「 fべrへ，，..べf「Fべf～〔f、，、「～炉～「戸γ「:r-cr「「「〔「吋，...－.；：；’V勺「:r-v-ベfγ「戸、p’y

今月の表紙

ネパールの種雄牛センターにおけるスナップ写真 （社）中央畜産会武居友紀子

51 



冨際協力情報

ベトナム牛人工授精技術向上計画
石原哲雄 （いしはらてつお）

1 .はじめに

社会主義同であるベトナムに対する我が国

の酪農・畜産関係の技術協力については、つ

い最近、国立獣医学研究所強化計画が開始さ

れるまでは特無であった。 ドイモイ政策によ

り積極的対外政策を推し進めているベトナム

政府から協力要請を受け、基礎および事前の

2度の調査を実施し、要請の背景、畜産の現

状を把握するとともに技術的課題を整理した

ところである。この度、実施協議が整いプロ

ジ、エクトがスタートしたので技術協力の概要

について紹介する。

2.技術協力要請の背景

ベトナムにおいて、農業はGDPの17.6%

(1997年）を占める重要産業であり、このう

ち畜産業は23%を占め、農業就業層の大部分

を占める小規模農家にとって特に重要となっ

ている。また、同国の逼迫した蛋向源不足を

解決する観点からも畜産業を振興することは

急務となっている。

ベトナム政府は畜産振興を積極的に推進し

ているが，近代的な人工授精技術などの家畜

増産技術の導入 ・普及が遅れており、生産性

の伸び悩みをもたらしている。このような中

で在来種牛の育種改良を進め、乳肉の生産性

向上を図るためには、高品質な凍結精液の製
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造技術の導入、人工授精技術の普及が最重要

課題となっている。

過去に、 FAQの技術協力、世界銀行によ ｜

る融資を通じて凶立畜産研究所の整備、モン

カダ家畜人工授精センター（MAIC）を始め、

広く人工授精ポイントに人工授精関連機器・

機械の整備を行ってきたが、それら関連機器

および施設の老朽化などにより人工授精の普

及は当初計画どおり進んでいない。その後、

人工授精システムへの政府の投資が十分では

ないことから、器具・設備の管理状況も悪〈

技術導入も滞っている。人工授精に携わる普

及員や技術者の知識・技術も十分ではなく、

凍結精液の製造段階から人工授精の過程にお

ける管理不足による品質の低下は、受胎率の

低下を引起こすなど人工授精技術の普及の妨

tj＇となっている。

このような状況からベトナム政府は日本政

府に対し、「ベトナム家畜人工授精センター

向上計画」（仮称）に係るプロジ．エクト方式技

術協力を要請、モンカダ家畜人工授精センタ

ーで行われているベレット方式による凍結精

液生産をストロ一方式に切換えるための技荷

援助、人工授精技術導入のための設備改善お

よび‘人材育成のための研修への助言指導など

を求めてきた。
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3.技術協力の内容

本プロジ、エクトは、 2度の事前調査，実施

協議に係る調査を通じ絞り込まれた分野、す

なわち、牛の改良の迅速化を阿る上で基本と

なるストロ一方式凍結精液製造技術の移転、

人工授精技術の改善などを内容とするもので

ある。

以下にプロジェクトの基本計画を紹介する。

1 ）プロジェクト名

ベトナム牛人工受精技術向上計阿

2）プロジェクト関係組織

責任機関：農業・農村開発省（MARD)

実施機関：国立畜産研究所（NIAH)

3）プロジ、エクトサイト（凶 l参照）

国立畜産研究所（メインサイト）、モン

カダ家畜人工授精センター（サブサイト）

4）協力期間 5年間

NIAHからMAICまでは

約45km 市で l時間程

度の距離、

．メインサイト

Cサプサイト
【Alサプセンター

図1 プロジェクトサイトの地図

5 ）プロジェクト実施体制（図2参照）

6）協力課題

ーl人工授精師の技術研修の実施

( 2ストロ一方式凍結精液の製造技術の

改著

j 凍結精液管理システムの改善

イ種雄牛の飼養管理技術の改善

人工授精分野に関しては、人工授精の実施

状況（普及率など）、受胎率・繁殖率の調査な

どにより実態を把握した上で、適正な人工授

精技術、特に、人工授精の適期の判断、凍結

精液の融解・注入などの器具・精液の取扱い

技術についてカウンターパートへ技術移転を

行い、さらに、人工授精師、普及員を対象と

した研修会を通じ、全国に普及を図ることと

している。

凍結精液製造分野に関しては、特に、

MAICにおいて精液生産状況を把握した上で、

車業員材開発省（MARD)

（責任機関｝

合同署員会

緑豊。MARO副大臣

構成員

工.i!!f!A
1Wim・M ト NlAH所長
，.，γ・df7H＇← NIAH 111n時量
MARO国際協力局内表

MARDA#tfl!.局代表
MARO斜掌桂術局代表

MARO計画局忙表
間VRft褒
．，ン，ーハート

且圭量

a
’
 

ンセ精控工人畜

↓
一
川事HJ

 
モト

J
凋
1

サ。
村
…

m

←11ドn什ー
専門家

寝泊慣量買
ncA ；・ «fl•・llJ所情表
住）日本人大使館．”は打ー，ーハ・

ーとして由書加できる．

人工授精サプセンター（全国6泊所）

北部ツーソン 中郡ーピンデイン、 Fナン、ニャチャン

南部．ホーチミン、タイニン

技術指導・研修

AIポイント｛全面 100方所）

人工授精筒、普亙員

I'll. 

農家

図2 プロジェク卜の実施体制
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ストロ一方式凍結精液製造技術の技術移転を

行うとともに、凍結精液配布網における関連

機器、凍結精液の保管状況を調査し、その結

果に基づいた凍結精液の保管技術（品質保持

技術）の研修を通じ技術移転を行うこととし

点南アジアの経済不況も未だ深刻であり、

ベトナムにおいても厳しい状況ではあるが

ベトナムの関係機関の協力体制、技術普及体

制が比較的整っていること、さらには、勤勉

な国民性であることなどからプロジェクトの

成功を確信している。ている。

種雄牛飼養管理分野に関しては、 MAICに

おける種雄牛の飼養実態を調査し、育成段階

および凍結精液生産段階における種雄牛の飼

養管理技術の改普を図るため技術移転を行う

こととしている。

プロジ、エクトは昨秋からスタートしておりh

すでに専門家も派遣され本格的な技術協力に

向けて準備が着々と進んで、いる。この分野は

日本の得意とする分野ではあるが、成功を確

実なものとするためにも関係者の指導 ・協h

を是非ともお願いしたい。
4.おわりに

協会だより

12年度海外調査報告、（ljJ園、 内容： 1共同試験（ I、1
研究開発第1部

インドjJ<I) 平成12年度報告 皿、N）成績、 2平成13年度

0事業名：畜産関係温室効果ガ 占作成の検討等が行なわれ 開始試験計画、 3）平成12年

ス抑制技術等調査検討事業 た。 度報告書の作成等について

（畜産局依託事業） 検討した。

会議名：平成12年度第 2同検
研究開発第1部

討委員会 0事業名：肉用牛高度目巴育技術
企画情報部

l司 時平成12年12月11日 確立（畜産振興総合対策 O題名：「ti産技術」誌編集

場所：畜産技術協会会議室 畜産新技術実用化対策事業） 会議

出席者：板橋久雄（東京農工大 会議名：平成12年度第 2回中 II 時：平成13年1月5日

学農学部）、大森昭一閉（膏 央推進会議 場所：：畜産技術協会会議室

産技術協会）、木村武（野菜－ 日 時：平成13年l月i2r1 出席者 ：野田富雄（畜産試験

茶業試験場）、三輪達雄（全 場所：畜産技術協会会議室 場）、守野繁（家畜衛生試験

国酪農業協同組合連合会）、 出席者小津忍（山11大学農 場）、土肥宏志（草地試験場パ

柴田正貴（九州農業試験場）、 学部）、小西一之（奥羽牧場）、 下平乙夫（農林水産省家音

羽賀清典（畜産試験場）、野 平尾正倫（鳥取牧場）、撫年 改良センタ ー）、中川秀次

内勇（農業環境技術研究所）、 i告（家畜改良センター）、藤 (bl本装蹄師会）、松川正・

山本克己（九州農業試験場）、 田和久（家畜改良センター）、 緒方宗雄 ・大森昭一朗（音

禁固純 ・椴田浅享 ・松本賢英 甫立京子（畜産試験場）、 山 産技術協会）

（＆］産局）、商嶋英樹（農林水 内健治（十勝牧場）、西田清 内容：「畜産伎術J誌2月

産技術会議事務局） （特手県農業研究センター）、 号 .3月号編集案、 4~ 

内容：“海電効果ガス”問 額田和敬（岡山県総合畜産 号.5月号企画案について

題をめぐる情勢についての センター）、西博巳 ・坂下邦 検討した。

報告、これを受けて平成12 仁（鹿児島県畜産試験場）、

年度検討事項の検討、平成 吉武朗 ・川原祐三（省産局）
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.診

高知県

卵肉兼用種の

『土佐ジロー』に次ぐ

ヒット作に怒るか？

その名も『プチコッコJ

長崎浩（ながさき ひろし）
高知県農林水産部畜産課

グラビアB頁

高知県では卵肉兼用の一代雑種“土佐ジロ

ー”を作出し、県内の農家に広く推奨してい

る。この鶏は父が上佐地鶏、母がロードアイ

ランドレッドで、野菜くずなどの残i査で飼育

できるため、飼育経費が安価で、かつ、飼い

やすい。この上佐ジロ｝は、過去に何度か、

全国版のテレビ料理番組などで肉質や卵が日

本人向きであると紹介されたこともあり、県

内での飼育羽数も徐々に増加中で、全国的に

も知名度が上がってきている。

最近、これとは別に木県の畜産試験場は小

型のロードアイランドレッド種の鶏、「プチ

コッコJ（愛称）を作出した。この鶏は高齢

化社会における独居老人などのコンパニオン

アニマルとして、また、心身に障害を持つ

人々の健康回復を目指した、いわゆるアニマ

ルセラピー的な効果を目指して作出されたも

のである。そこで、体型が小さく、性格が温

厚で、人慣れしやすく、高い産卵率を特徴と

している。すなわち、体重が約1キログラム、

鳴き声が比較的小さくておとなしく、飛朔力

が弱いので室内で飼育することができ、産卵

率は平均60～70%である。室内飼育が想定さ

れ、橋本大二郎高知県知事の肝いりでもある。

そして専用のケージや鶏用のおむつの開発も

おこなわれている。

筆者もプチコッコに触れてみたが、初めて

接する人に対しても人なつこく寄ってきて手

のひらからエサを啄むなど、警戒する様子が

なく、可愛い鶏であった。一人暮らしの老人

や心の病に陥っている人たちへの心のオアシ

スになることも可能だろうと感じられた。

しかし、このプチコッコ、生来の体型が小

さいことや性格温順が災いして、野良猫、野

良j之、カラスなどに狙われやすいので、それ

らから守るための対策が必要で、あろう。また、
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や貸し出した家庭における様々な評価、産卵

不などをモニターしてもらっているところて

鶏の本来の習性である地面に落ちている物を

啄んだり、脚で地面を引掻いて物を掘り出す

ある

筆者は、プチコ ッコが産業として発展する

かどうかについては、まだ、不明確な点もあ

るが、殺伐とした報道記事が飛び交うような

現代社会の中にあって A服の清涼剤になるこ

なと守の行動が残っていることから、室内で飼

育するときにカーペットや床にある電気のコ

ンセントなどを啄んだり、脚で引っ掻いたり

することがあり、それらへの対策も課題とし

て残っている。

上佐ジローに続くヒット

作になればと期待している。

さらに、とができ、そのため、現夜、県内に在住する一般の県

民の方々を中心として、 50余りの家庭にプチ

コッコを一定期間貸し出して、その飼育適性
ー

：
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海外派遣畜産妓術協力量録専門家の募集について

当協会では、農林水産省からの委託事業である国際防疫および畜産技術協力推進事業により、富産技術の専

門家として海外技術協力に参加を希望される方をな録のうえ、農林水産省などからの照会に際し、技術協力案

件の内容に即した適任者を惟薦致しております。この制度に基づき、年間数十名の方が海外で専門家として活

躍中です。つきましては、下記により新規登録者の募集を行いますので、奮ってご連絡下さいますようお願い

申し上げます。

コU＝＝ロ
l 登録対象者

健康状態が良好で、海外技術協）Jに参加する意志を有し、技術指導や調査の協）J要請に応じられる可能性の

あるJi

2 専門分野及び経験年数

家畜生産、家畜管煙、畜産経常・経済、飼料生産・利用、畜産加工・利用、家畜衛生、実験動物などの畜産に関

する専門技術、または、専門知識を有し、かつ、原則としてこれら専門分野のいずれかにつき 5年以ヒの経験

をお持ちの方

3 登録の有効期限

笠録街効期限は3年間とし、以降3年毎に更新手続きを行います。

4 登録方法および間合わせ先

所定の申込書（「畜産技術協力専門家派遣登録申込書J）に必要事項をご記入の上、（社）畜産技術協会にご提出

下さい。申込書の請求および提出は次にお願いします。

2001年2月号

緬羊会館内

畜産技術

申込書の請求、提出およびお間合わせ先：〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9

（社）畜産技術協会 海外技術交流音rs宛

TEL : 03 -3836-2301 FAX : 03 -3836-2302 

E-mail : jlta@group.lin.go.jp 
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文献＂情報

米国およびOECD諸国における
豚肉生産・加工産業の構造変化

Structural changes in the pork production and processing industry 

of the U.S. and other OECD countries: major trends and issues. 

Marvin L. Hayenga 

(http:/ I www.agriculture.de/ disc us/messagesl33/hayenga3.pdf) 

1.米国
養豚業者の大規模少数化が加速

しており、特に、ノースカロライ

ナ、カンサス、オクラホマなど、

環境規制が緩く労賃の低い地域に

おいて顕著である。生産が拡大し

ているコーンベルト外の州は飼料

や豚の価格面で不利であるが、大

規模化によりコストを削減すると

ともに、スリーサイト・システム

をはじめとする先進的な生産技術

の導入により高い生産性を実現し

ている。

と畜・加工産業においても大規

模少数化が長期的に進んでおり、

豚のと畜施設は1980年の446施設

から95年には209施設に減少、同

時にトップ4施設のと畜シェアは

34%から50%に増加した。と畜業

者やパッカーは、生産・販売契約

や垂直インテグレーションにより

生産者との関係を深めつつある。

この理由は、生産の周期（3.5～4

年）変動や季節変動に対応した豚

の安定的確保と、加工者ブランド

による高品質豚の供給である。93

年当時、パツカーは87%の豚をス

ポット市場から購入していたが、

97年には57%が生産者との長期契

約または直接生産による。

2カナダ

70年から90年代はじめにかけて

生産者数は75%以上減少し、逆に

生産規模は急増した。従来、生産

の中心はオンタリオ、ケベックな

と、東部の小規模複合農家で、あった

が、同際的な穀物需要の変化や鉄

道輸送補助金の廃止により相対的

に飼料価格が低下したアルパー夕、

サスカチュワン、マニトバなど西

部大草原地帯で、生産が拡大して

いる。

加工産業は小規模・高コスト構

造にある。高賃金と古い施設のた

め労働生産性は米国より3割も低

く、賃金交渉を含めた構造調整が

進行中である。

従来、生産者には各地方の豚売

貿会議 （ボード）を通してJJ家を売

買する義務が課されていたが、現

在はボードを通さない販売も認め

られるようになった。

カナダ産豚肉は従来より高品質

で知られており、生産、加工および

販売の効率化により、生産の拡大と

輸出競争力の強化が期待される。

3.オランダ

97年の豚コレラの発生により豚

の四分のーが殺処分され、また、

厳しい環境規制により、今後、 5
～10年で、生産量が2割程度減少す

るのではないかとの試算もある。

人工授精、ウェットフィーデイン

グなど最先端の技術が普及してお

り、生産性は高い。高い母豚生産

性と飼料効率が、高い固定経費、

飼料費および労働費を代償し、総

生産費は170セント／kgと他の欧州諸

国なみである。

養豚農家の規模は小さく、 Iま豚

600頭以下が一般的である。垂直

インテグレーションは極めて少数

で、 99%以上が家族経営である。

家蓄食肉生産会議（PVV）は、

92年に品質保証を目的とした総合

品質制御（IKB）を開始した。こ

れは、育種からと畜場・小売まで、

生産流通情報を管理する総合品質

プログラムであり、豚の8割が参
加している。

小規模で非効率なと畜施設は、

95年に業界による過剰施設の買取

整理が行われ、大規模施設への集

中が進んで、いる。98年には、全と

畜豚の3分の2が3大グループに

より処理されている。加工施設の

運転効率は慈し高い労働費のた

め加工度を高めるほど高コストと

なる。養豚生産を 2割削減しよう

とする現在の政策が継続すれば、

高い生産および加工コストのため、

オランダの輸出競争）Jはさらに低

下するであろう。

4.テ。ンマーク

過去5年間における世界最大の

豚肉輸出国であり、現在の地位を

築くに至る長い歴史を持つ。生産

の75%が輸出されている。

生産の大規模専業化が劇的に進

んでいる。同時に厳しい環境規制

のため、農家はふん尿貯蔵施設や

農地に大きな投資を行っている。

農家協同組合は育種、飼料、と

畜、流通など全ての分野で中心的

な役割を担っており、各組合は加

工や販売分野で時に競争、時に共

同関係にある。政府は生産者およ

びと畜賦課金を用いて研究を行っ

ており、食肉研究所では赤肉割合

の向上やPSEの低減など、主に品

質に関する研究を実施している。

と畜加工施設では衛生に重点が置

かれ、需要者に応じた精密なカッ

トが行われている。このような特

殊カットはこの20年間にはから

60% (1996）に増加した。このよ

うな育種から加工に至る一連の努

力が、経費簡での不利を埋め合わ

せ、デンマークを豚肉輸出市場に

おける第一人者たらしめている。

（農林水産省総合食料局技術協力謀

鋤柄卓夫）
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経口免疫寛容機構
森康行（もり やすゆき）
家篭衛生試験場 生理活性物質研究室

免疫寛容とは、生体がある種の抗原に対し

て特異的に免疫反応を惹起できない状態をい

う。抗原を経口的に投与することにより、こ

の免疫学的不応答状態が生じることを経口免

疫寛容と称する。この現象は1911年にWells

によって、モルモットにおける卵白アルブミ

ン（OVA）に対するアナフイラキシー反応

が、 OVAを前もって経口投与しておくこと

により抑制される現象として初めて報告され

た。このような免疫寛容は抗原を経口的に投

与したときだけでなく、経鼻的に噴霧投与し

た際にも成立することから、粘膜免疫寛容と

も表現される。

消化管粘膜あるいは気道粘膜は、常に外界

からの異物の侵入（食物を含めて）にさらさ

れており、これらの非自己成分に対して常に

免疫応答を惹起することは、生体にとって望

ましくないことである。そこで、このような

生体にとって不都合な免疫反応を制御する仕

組みとして、粘膜免疫寛容は重要な役割を果

していると考えられる。経口免疫寛容の誘導

には生体側の様々な免疫学的な機構が関与し

ていると同時に、投うされる抗原の性質、抗

原の投与量、投与ルート、宿主の遺伝的背景

や年齢などが寛容の誘導に影響する重要な因

子とされている。マウスを中心とした研究に

より、免疫寛容の誘導機構には少なくとも次

の三つの機序があるとされている。
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1 .抑制作用を有する T細胞の誘導

(Active suppression) 

2 .抗原反応性 T細胞の無反応化

(Anergy) 

3.抗原反応性T細胞の除去（Deletion)

どの機構により寛容が誘導されるかは、経

口的に投与される抗原の量によって異なるt
されている。抗原量が少ないときは、主1:

active suppressionが誘導され、抗原量材

いときはanergyおよび、deletionが誘導され~ .

と考えられている。免疫系の中心的役割制

うT細胞はそのヘルパー機能から、 ThH

Th2細胞に分類される。Th1細胞は細胞性

免疫や遅延型アレルギーに関与し、 Th2細

胞は主に抗体産生に関与している。少量のt

原により誘導される免疫抑制性T細胞にじ

IL-4やIL-10などの抑制性サイトカインt
産生するTh2細胞と、主にTGF-.8というサ

イトカインを産生するTh3と名付けられt
細胞があるとされている。これらのTh2お

よびTh3細胞から産生される抑制性サイト

カインの作用でThl細胞の機能が抑制され

ることにより寛容が誘導されると考えられて

いる。Anergyは特定の抗原に対してT細曲

が反応性を失ってしまうことをいう。 T細自

はマクロファージなどの抗原提示細胞から抗

原の提示を受けて活性化し増殖するが、この

活性化にはT細胞受容体、抗原、 MHC抗原

に由来するシグナルに加えて 2次的なシグナ

ルが必要で、あり、このシグナルが欠如するt

T細胞の不活性化が起こり、寛容が誘導され

ると考えられている。また、 deletionとは

ある抗原に対するT細胞が積極的に取除かれ

ることであり、細胞にアポトーシス（細胞死

が誘導されることによって成立すると考えら

れている。
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鶏の間養と鶏肉生産

現在、家畜としてか！主主されてい

る駕は、古代、亦色野鶏に起源を

もち、その生息地は東南アジアで

あったといわれている。その歴史

放であろうか、アジアにおける鶏

の飼主！：；J;J数世lj{tは、世界の約半数

を占めている

また、鴻はその生産サイクルが

早く、飼料効率が高いという特性

から他の家畜に比べ大変生産性が

高く、それ放に恕｜勾・鴻卵は安価

な動物性蚤自として発展途上国の

多いアジアにおいてはその生産が

盛んであり、また、ヒンズー教や

表1 アジアにおける鶏飼養羽数

1996 1997 1998 

アジアにおける鶏肉の
生産及び貿易量について

イスラム教の宗教上の制約を受け

ないことから、動物性蛋円減、とし

ては鶏l勾が消費されてきた

アジアにおいては特に巾国が鴻

の飼建材数の約半数を占め、鴻

l利・鶏卵生産Aに盛んな地域であ
る。

鶏肉貿易量

近年の経済発援を受けた食生活

の変化（植物性蛋白から動物性蚕

｜’1へ）が鴻肉の輸入量の増加に寄

与していると思われるのが、中間、

マレーシアなどである。98年まで

の5年間で、中国は1.7倍、マレー

シアは7.7倍と増加が符しい な

お、韓国については97年7月にガ

ットのBOP(Balanceof Payment) 

条項の適用対象からはずれ従来の

愉入制限措置が解かれたことが輸

入増加につながったものと思われ

る。

アジアにおいて、日本は鶏肉輸

入の 14程度を占め、その多く

を中｜正｜、タイ、インドネシアに頼

っている。また、中Jiqの輸出量の

うち 14程度が日本へ向けたも

のであり、日本からの輸出は、そ

のほとんどが中同（芥港を合む）

に向けたものである。

（単位：百万羽） 表3 アジアにおける鶏肉の輸入量 （単位： t)

1999 2000 1994 1995 1996 1997 1998 

世界 13,554 14,388 13,596 14,103 14,321 世界 3.421,954 4,258,727 4,453,446 4,991,504 4,722,502 

アシ7 6,773 7,453 6,508 7,005 7,246 アジア 1.539,588 2.104,258 2,247,022 2,161,098 2, 159,701 

中国 3,475 3,984 3,121 3,424 3,624 中国 605,188 905,294 1,023,378 982,462 1,006,555 

インドネシァ 980 1,002 889 1,000 1,000 インドネシア 2,004 1,476 485 449 346 

パンデラデシュ 143 153 138 138 138 シンガポール 70,864 62,739 72,624 68,311 61,833 

インド 335 343 375 383 402 サウジアラビア 140,670 262,779 230,330 209,824 209,824 

日本 309 307 303 246 298 日本 444,109 539,955 546,574 496,144 497,247 

宮イ 161 172 170 172 172 タイ 16 24 14 。 。
パキス~ン 184 200 145 148 148 韓国 。5,719 9,897 16,733 11,968 
フィリピン 116 135 138 138 138 マレーシア 1,740 5,102 7,709 7,709 13,453 

ベトナム 106 112 126 179 179 (FAO統計）
:FAQ統計、推計｛直を含む）

表2 アジアにおける鶏肉生産量 （単位：干t) 表4 アジアにおける鶏肉の輸出量 （単位： t)

1996 1997 1998 1999 2000 1994 1995 1996 1997 1998 

世界 47,645 50,157 52,502 55,312 56,601 世界 3,782,260 4,550,798 5,355,524 5,431,783 5,816,165 

アジア 14,325 15,556 116,382 17 ,073 17,388 アジア 596,931 784,133 1,013,198 1,056,732 1,038,757 

中国 6,259 7,162 8,073 8,492 8,712 中国 374,078 578,325 825』729 834,510 840,069 

インドネシア 927 886 605 682 682 インドネシア 1,103 1,001 2 2,996 

パンデラテシュ 104 111 97 97 97 シンガポール 11,135 7,263 5,806 6,100 3,504 

インド 479 527 540 559 575 サウジアラビア 6,750 8,863 11,424 24,000 24,000 

日本 1,236 1,118 1,221 1,190 1,200 日本 3,347 2,794 2,991 3,027 3,468 
告イ 934 945 1,076 1,087 1,117 タイ 153,135 149,995 137,269 150,830 127,449 

パキス~ン 355 387 284 323 323 議国 118 236 40 139 臼8

フィリピン 455 497 491 536 536 マレーシア 6,208 7,227 7，綿5 6,100 7,862 

ベトナム 142 153 160 262 262 (FAO統計）
(FAQ統計、推計値を含む）
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1. 、子成11年の農業総産出稼l（概

m は、 9兆4.181億円で前年
に比べ5.1%減少した これ

は、工芸農作物、駕卵、友類、

豆類の産出額は前年に比べ増

加したが、野菜、呆実、米な

どの産ill額が減少したことに

よる。

2. 省産の産出額は、 2兆4,547億

円で、前年に比べ0.4%減少

した また、農業全体に占め

る畜産のシェアは、 26.1%と

前年に比べ1.3%嶋加した。

3.畜産の音II門別産出額をみると、

肉周牛 ｜ 乳周牛

9 

平成11年畜産の産出額
（概算）

l ) I勾用午については、生産量

は前年並みとなったが、生

産者価格が消貨の伸び悩み

などにより、やや低ドした

ことから、前年に比べ

4.1%減少の4,283億円とな

った

2）生乳については、生産量が

~－1養頭数の減少などにより
わずかに減少し、また、生

産者価格（総介乳価）も前年

を下回ったため、前年に比

べ1.9%減少の6.879位円と

なった。

畜産の部門別産出額

豚 鶏

4,310（企4.1)I 8,016( 1.3) 
平成8年 ｜ 

<4.2> Iく7.8> I <6.9> I <5.3> I <7.3> I <4.5> 
4,533( 5.2) I 7,942(A.0.9) I 7,043（血0.6)I 5,249（血3.1)l7,443(A.1.1) 14,638（血0.4!
く4.6> I <so> Iく7.1> I <5.3> Iく7.5> I く4.7>
4,464(A.1.5) I 7,850(A.1.2) I 7,012(• 0.4) 14,929(A.6.1) I 6,728(A.9.6) 13,996(• 13.8) 

10 I I I I I 
<4.5> I く7.9＞く7.1＞く5.o> I く6.8> I <4.o> 

,4,283(• 4.1) l7,708(A.1.8) 6,879(A.1.9) 14,751(• 3.6) I 7,133( 6.0) 14,407( 10.3) 
11（概算）｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

｜く4.5> I <s.2＞く7.3> I <5.o> I <7.6> I く4.7>

資料：農林水産省［平成11年農業総産出額及び生産農業所得（概算）J
注）1.( ）は対前年増減率、＜ ＞は総産出額を100とした場合の情成比。

2. r事L用牛」には、生乳に加えて子牛などの産出額が、「鶏jには、鶏卵に加えてブロイラ一、採卵鶏などの産出額が含まれる。

5倉418(7.1) f 7,527( 7.4) 14,655( 13.6) I 562(A.12.9) 125,834( 2.8) 1 103,166(.l13 

農業総産出額（部門別）の推移

4 5 6 

（百億円）
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3）豚については、と畜頭取

少から生産主上がわずかI:(

し、また、生産者価格凶

量の増加などによりわず~·

低下したことから、前年：：

べ3.6%減少の4,751億円~ －

った。

4）鶏卵については、生産量II

年に比べわずかに減少しt

のの、生産在価格が生産

減少などにより前年にh

なりヒ昇したことト

10.3%増加の4.407億円凸

た。

（単位：億円、死
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長崎県畜産技術連盟

1 .はじめに

長崎県は、県土面積の約45%を離島地域が

占めており、離島および農山村地域の振興を

図る観点から、特に、肉用牛生産を重要な作

日と位置づけ、その振興に取組んで、きたとこ

ろです。

今般、「食料・農業・農村基本法」の施行

などの農林業をめぐる情勢変化に対応した

「長崎県農政ビジョンJの策定に作い、これ

までの「肉用牛倍増プランJ（平成 6年）を
見直し、新たに「肉用牛振興ビジョン2Uを

策定しましたので、その内容をご紹介し、たし

ます。

2.「肉用牛振興ビジョン21」について

「長崎県農政ビジョン」では、平成22年を

目標年に、①意欲ある多様な担い手の確保、

$地域の特性を活かした産地づくりによる生

産の維持・拡大、③新鮮で安全な食料供給体

制の強化、④潤いある個性豊かな農村空間の

創造の4つを基本目標とし、各種施策を具体

化するものとして19の行動計阿を取りまとめ

ています。そして、「肉用牛振興ビジョン21」

は、その1つとして位置付けられています。

長崎県は肉用牛飼養頭数では全国で第8位

にあるものの、 1戸当たりの飼養頭数規模は

小さく、また、担い手の育成が急務である状

況などを踏まえ、「肉用牛振興ビジョン21」

の計画内容は、「効率的・省力的な肉用牛生

産体制を確立し、肉用牛経営全体のレベルア

ップと段階的な規模拡大を促進し、地域の中

心となる担い子として、繁殖経営においては

年間販売高 1千万円、肥育経営においては年

問販売高 1億円の販売農家を育成する」こと

を基本的な方針としております。さらに、こ

のための数値目標（表）を設定し、本県全体

で肉用牛飼養頭数を88千頭から110千頭へ拡

大することとしております。

また、目標に向けた主な取組みとしては、

①プレカット工法など低コスト牛舎の開発 ・

普及による飼養施設の整備

②未利用地を活用した放牧飼育の促進

③受精卵移植技術などの活用による効率的な

高能力種雄牛の造成

④遺伝情報システムの整備などによる高品質

肉用牛生産体制の確立

⑤高齢者や担い手の作業労力の軽減によるゆ

とりある肉用午経営を実現するためのヘル

パ一体制の確立

などです。

3.推進に向けて

市町村・生産者・農業団体などとの連携に

よる推進体制の下に、各種施策を展開し、

「ながさきの牛づくりと生産拡大Jを積極的

に推進していきたいと考えております。

（長崎県農林部畜産課冨津宗高）

表大規模肉周牛経営農家の育成目標

平成11年 平成17年 平成22年

繁殖経営（ 1千万円）｜
（繁殖雌牛3口頭以上）

65戸 130戸 200戸

目E育経営（ 1億円）
50戸 75戸

（肥育牛200頭以上）
100戸

全体の 1戸当たり I 14頭／戸 I19頭／戸
飼養頭数

25頭／戸
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圏直置闘 ＼・＼ 一一回・彊『

会員だより

社団法人酪農ヘルパー全国協会

l .酪農ヘルパ一事業の普及状況

社団法人酪農ヘルパー全同協会は、陥農ヘ

ルパ一事業の全国的な普及を目的として設立

されて、中－いもので10年を経過したところで

す。昨年12月12日には、会員団体、関係機関

の皆様に多数ご列席を賜り、設立10周年の記

念式典を挙行することができました。まずも

って、関係各位のこれまでのご懇切なご指導

と暖かいご協力に対して、心から感謝と御礼

を申し上げます。

この10年の酪農ヘルパ一事業の普及状況を

みますと、酪農ヘルパー利用組合数は全国で

384組合（平成11年8月調査）となり、 10年

前の194組合の約 2倍の組織数となっていま

す。利用組合に加入している酪農家数は

19,427戸で、利用組合活動範囲にある酪農家

の64%が加入しています。

利用の状況は、 15,663戸が定期利用をして

おり、 1戸当たりで年間平均12.6日の利用で、

月1刷の休日確保ができる段階に達したとこ

ろです。

酪農ヘルパー事業を担うヘルパーは、全国

から若者が集まり、女性の活動も目覚ましく、

確保状況は、 2,408人でうち専任ヘルパーが

1.139人（うち女性215人）、臨時ヘルパー

1.269人となっています。

2.全国協会の事業

このような賂農ヘルパ一事業の普及進展は、

地域酪農家の熱心な取組みと国の支援事業の

充実に支えられており、その推進役としての

全国協会の任務はますます重要となっています。

全国協会は、その役割を果たすため、現在、

次の事業を行っていますが、酪農ヘルパー事

業の発展に併せて、平成11年度に当初定めた

事業内容を見直して、酪農ヘルパ一事業の対

象に他畜産・他作業を包含するとともに、酪
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農経営などの担い手の養成と確保に関するi

業が実施できるようにしたものです。

( 1 ）ヘルパ一事業（酪農経営のほか他叫

産経営の飼養管理等の代行業務を合L

以ド同じ）に関する普及啓発

( 2）ヘルパ一事業に関する調査研究及ひ、広司

( 3）酪農ヘルパーの教育、養成及び広報

( 4）階民ーヘルパーの身分保証の推進

( 5）略良ヘルパ一事業に関する組織整備の

推進指導

( 6）略農経営等の担い手の養成及び確保1:

関する支援指導

( 7）その他協会の目的達成に必要な事業

3.全国協会の組織など

広がった協会事業の円滑な遂行のため、内

部組織としては、 4部（総務、調査、事業お

よび就農支援） 1室（酪農ヘルパー就業相ま

室）を置き、専務理事、事務局次長 ・部室長

6人、職員 6人、計13人（うち団体出向3A

嘱託8人）の体制で業務に当たっておりま？

なお、協会事務所は、平成10年度末に純

改良事業同、日本ホルスタイン登録協会、日

本人工授精師協会が入っている中央医京橋郡

大野ピルに移転し、酪農ヘルパーになろうt
する若者の就業相談なと会新たな業務にも取組

める体制を整えたところです。

全国のヘルパ一事業は、地域酪農家の真撃

な取組みにより組織化が進み、利用も着実1:

増加してきておりますが、他産業なみの休日

確保、労働時間の達成には、さらなる努力か

必要であり、また、意欲あるヘルパーの新規

就農支援が急務であります。全国協会は、農

林水産省の指導のもとに、会員団体、関係日

体と連携して、酪農家のゆとりある経営の樹

立を支援し、優れた酪農後継者の確保を即

ために一層努めますので、ますますのご指喜

をお願いする次第です。

（（社）酪農ヘルパー全同協会専務理事星井静d
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備えることへの評価
、、

「危機管原」と言う言葉は，特段後ろめたい 加・改持されていて、それらを導入し、さらに

行いがあるわけではないが、どうも気が重い言 改良・発展する体制がなければ、世界の評価は

葉である。この言葉が一般に広く使われ始めた 得られない。診断体制についてのみ考えても、

のは、阪神・淡路大震災が契機だったように思 人を育て、施設を維持することも必要となれば、

う。その後、地ド鉄サリン事件、ナホトカ号重 100年近くも発生していない病気の診断体制を、

油流出、ペル－ H本大使館公邸人質事件など、 多くの理解を得つつ維持することは気が遠くな

何か新聞紙上をにぎわす事件が起こるたびに、 るほど大変だ。

にわかに「危機管理」という言葉が登場し、立

識・努力しているようにみえていても、決まっ

て「危機管卑体制が不十分で、あった」とのコメ

ントが出てきて、ほどなく 一つの事件が人々の

記憶から消えていく。

ところで，「危機管理」と言う言葉は、英語で

は「crisismanagement.」と「riskmanagement.」

改めて、日本で発生のなかった口蹄疫という

病気の重要性を理解し、人と金をかけて、いざ

というときのための防疫・診断体制を構築し、

それを維持する熱意、をいただいた家畜衛生関連

をはじめとする偉大な先輩方に深く感謝したい。

さて、「家畜衛生の緊急事態、に対する組織的な

対応」について貴重な評価を得て、日頃の防

に訳される。当然、使い方が違うのであろうが、 疫・診断体制をどのように維持すべきか、今一

日本語はあまり窓識せずに使われているようだ。 度考える絶好の時が来ている。大切なことは、

20世紀最後の年、苦手産界に起こった重大ニュ この先100年（大地震の周期ではないのでそうと

ースに、関係者であれば誰しも92年ぶりに発生

した口蹄疫をあげたであろう。

円蹄疫発生確認から最後の移動制限地域の解

除までの76日間、緊急事態の対応に、多くの人

が一定の評価をしている。これは、今回の発生

が伝染力の弱い口蹄疫ウイルスによるものであ

ったこと、豚の世界に侵入しなかったことなど、

かなりラッキーな事柄が重なっていたことも事

実であるが、衛生意識の高さ、海外伝染病防疫

も言ってはいられないが）、平穏なときの危機管

理体制を如何に評価していくかではないか。

話は戻って、 20世紀、「危機管理」という言葉

は、ことがf担こったとき“ごもっとも”とばか

りに使われて、「crisismanagement」ばかりで

なく rrisk management」の必要性もごちゃ混
ぜにほどなく忘れられる傾向にあったようだ。

『新世紀j、身も心も軽いうちから、なにもr1

蹄疫に限るわけでなく、畜産関係者それぞれが

要領の存在、診断体制の充実などの基盤の上に、 生産者 ・消費者両サイドに立ち、「各穐のリスク

なにより多くの方々の努hと的確な対応があっ

たからにほかならない。

話は「基盤」の部分について、すなわち、 n
蹄疫の防疫 ・診断体制を構築し維持していくこ

とについて進めたい。

国際的に標準とされる診断方法も日に日に追

を如何に最小限の行為でくいとめるか」とか

「日頃からの備えをどうやって前向きに評価し，

行動に移そうか」とかを考えて、ネ見点を変えた

大きな一歩に続く今後に期待したい。

（華房鮫練）
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｜ 地方だより
［岡山一副
0第11回全日本ホルスタイン共進会・第3回全

日本ジャージ一共進会開催される

、Ji成12年11月 2[Jから 5「｜までの 4日間、岡

山県灘崎町で第11回全日本ホルスタイン共進会

並びに第 3同全日本ジャージー共進会が開催さ

れました 閉会式は雨にたたられたものの、そ

の後は「U1'Jれの困岡山」にふさわしい好天にめ

ぐまれました。

「ファームフェスタ2000inおかやま」と銘を

うち盛大なイベントが行われ、酪i段関係者だけ

でなく、多くの消費者の来場があり、大会期間

中に66万人余の人が集まり活気とにぎわいに満

ちていました 特に、共進会には全国44都道府

県から297頭のホルスタインと60頭のジャージー

が出品され、熱戦が繰り広げられたため、審食

会場は熱気がこもっていました。出品者の方々

一一一一一司．．．．． 

圃圃h

はヰくは10月27日から会場に入り、 lO月30日ι

はほとんととの午が揃い、木容に備えていました

そんな「11、岡山県の出品午が、ホルスタイト

の 5、10、11、12音ISで優等fi’首席を獲得、松

ジャージーでも 1、 2、 4店ISで優等n・首席を量
得するという快併を成し遂げました ホル川

インでは、最高位:n・の高円常賜杯、名誉賞、．
名谷ftを各 1頭、ジャージーでは、名誉賞u
準名誉季世・を 2頭が獲得しました。

このようにホルスタイン、ジャージー併せて

50顕の出品lド33頭が入賞するという、過去に1

を見ない成績で、「酪農の雄県岡山Jの名声日

めました 今後は、大会に向けて取組んできた

エネルギーと改良成果が経営面でも活かさi

酪農・畜産が大いに発展するよう生産者、関E

-ffともにー府精進する必要があるものと思いj

す。

（岡山県民林ぷ産部畜産謀略地勅和

。 。。
｜大分県！

0スーパー種雄牛「糸福」の功績永遠に

立後午の名声を全国に広めた大分県－~産試験

場（大分県直入郡久住町）のスーパー樋雄牛

「糸福」のこれまでの功績を讃えるため、等身大

の銅像が試験場本館前に完成し、平成12年 8月

5円、その除幕式が盛大に開催されました。

糸福の産子は、発育良好で斉一性・産肉性に

富み、各地の校肉共励会で優秀な成績を収めて

おり、チ牛市場や食肉市場において県内外の購

買者に高い評価を得てきました。糸福は、極雄

牛として供用開始以来今日まで供給した精液は

約 7万 6千本を数え、 3万 7千頭が登記され、

チ牛販売額の総額は138億 7千万円に達していま

す。また、多くの娘牛が繁殖基礎雌牛として県

内の生産民家に保留されるとともに、秀福をは
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じめとする息牛が基幹種雄牛として活躍してl

るところです。

このように、大分県の肉用牛改良および酔

振興の暦史の巾で特筆すべき実績を残し、舗

に畳後’ドの銘柄を知らしめました。その偉大t

功績を、糸福（本年11月で満16歳）が生存中1:

讃え、その名を後世に残そうと、県内の和刊

係者らで結成した「糸福顕彰実行委員会j岬

の補助金や協賛金を募って糸福の全焼期の艇

の銅像を造りました。（写真）

（大分県農政部畜産課河野宣彦

畜産技術 2001{f. 2 ~~ 



．． 園田，－

平成13年度生産局畜産部
予算概算決定の重点事項

「食料 ・農業・農村基本計画」の実現に向

け、「新たな階農・乳業対策大綱Jを着実に
実行するとともに、新たな「酪農及び肉用牛

生産の近代化を図るための基本方針」、「家畜

改良増殖目標J、「飼料増産推進計阿」等に即

して施策を的確に実施する。

（単位；百万円）

13年度概算決定額（12年度予算額）

1.市場実勢を反映した適正な価格形成の実

現及び畜産経富の安定の確保

( 1 ）加工原料乳対策 26,232 (25,947) 

［事業団交付金 24,883(25,598) J 

新たな加L原料乳生産者補給金等暫定措置

法に基づき、生産者補給金（補給金単価

10.30円旬、限度数量227万トン）を交付す

るとともに、価格の変動に対応するため、加

工原料乳の取引価格が補てん基準価格を下回

った場合、生産者の拠出と国の助成で造成す

る資金（生産者l：同3）から低落した額の

8割を補てんする仕組みを創設。

( 2）鶏卵価格安定対策 1,502 (1,502) 

養鶏経営の安定、鶏卵価格の安定に資する

ため、鶏卵の標準取引価格が補てん基準価格

を下回った場合、生産者の拠出と同の助成で

造成する資金（生産者1：国1）から低落し

た額の9割を中市てん。

2.ゆとりある生産性の高い畜産経営の確立

( 1 ）リース方式による生産技術高度化関連

機械の導入の推進 50 ( 0) 

飼養管理、衛生 ・繁殖管理等生産技術の高

農林水産省生産局畜産部

度化のためのコンピューター制御機械等のリ

ース庁式による導入を推進。

( 2）畜産経営の活性化 820 ( 954) 

我が国の実態にあった経営継承システム

（日本型畜産経営継承システム）の確立、 S

EW  （早期離乳方式）などの新しい生産シス

テムの普及 ・定着、肉用牛の地域一貫生産体

制を確立するための共同利用施設の整備、畜

産経営の多角化等を推進するとともに、新た

に、肉専用種繁殖基盤の拡大のため、酪農・

耕種地域における肉専用種繁殖雌牛飼養施設

の整備等を推進。

( 3）地域畜産総合支援体制の整備

731 ( 868) 

地域一体となって生産性の高い畜産経営を

確立するため、地域の畜産支援組織の効率化、

経営の協業化 ・法人化、経営管理 ・生産技術

の高度化指導を事業の効率化を図りつつ推進

するとともに、畜産情報ネットワーク（L I 

N）について内容の充実を図る。

3.家畜改良の推進、飼養管理技術の高度化

及び口蹄疫の発生を踏まえた家畜衛生対

策の強化

( 1 ）新たな「家畜改良増殖目標Jの実現に

向けた家畜改良の推進 1,975 (2.123) 

産肉 ・泌乳能力等の高い種畜の選抜・ 利用、

導入等の推進を凶るために必要な能力検定施

設等の整備、検定の実施、技術指導等を事業

の効率化を図りつつ推進

( 2）飼養管理技術の高度化 693 ( 621) 

①搾乳ロボッ ト、晴乳ロボット等家
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畜飼養管理作業の自動化・省えj化等

を図る技術の実用化を推進

② 高能力家畜の増産に資するDNA  

解析技術、受精卵移植等新たな畜産

技術の開発・実用化及びそのための

施設の整備並びに普及を推進

③ 高水分の食品残さ等を液状のまま

畜産飼料として利用するリキッド・

フィーデイングによる飼料給与技術

の実用化を促進

④ 家畜個体情報管理システムの構築

疾病家畜の追跡調査と原因究明、

効率的な改良増殖、家畜取引の効率

化等に資する家畜個体情報管理シス

テムを構築するため、家畜情報の管

理の一元化のためのシステムの開発

等を実施

( 3）家畜・畜産物の安全・衛生の確保
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2,551 (2,479) 

① 家畜の伝染病の発生予防・まん延

防止対策の強化

口蹄疫の発生時における対応等を

踏まえ、平常時において、発生予測

や発生時の原因究明等に必要な衛生

関連情報の収集・監視体制を整備す

るとともに、防疫対策マニュアルの

作成及び防疫演習を実施

また、発生時における伝染病の迅

速・高度診断対応施設及びバイオセ

キュリティ施設の整備等による診断

機能の強化、万一の伝染病発生・ま

ん延に備えた防疫資材及びワクチン

の備蓄の拡充、ワクチンパンクへの

加入等を総合的に推進

［なお、 12年度補正予算において、

動物医薬品検査所に海外悪性伝染病

関連製剤の検査のための施設を整備

するため、 8億円を措置。］

2 疾病による家畜の損耗防止及びt

産性の向 k

疾病等による生産性阻害要因の除

去に必要な生産ガイドラインを策定

し、 1-j：‘産性の向上を推進

③ 畜産物の安全性確保対策の充実。

強化

生産段階への衛生管理ガイドライ

ンの導入、生産から消費の各段階t

の鶏卵の衛生管理指導、動物由来患

染症対策に対する体制整備を実施す

るとともに、ダイオキシン類の畜産

物等における含有実態についての調

査を行い、畜産物の安全性を確保

4 畜産物の流通・加工対策

( 1 ）生乳乳製品流通対策 313 ( 3401 

① 生乳需給調整体制・広域乳質検査

体制の整備、乳業の再編・合理化の

推進及び乳業施設における衛生管理

体制の徹底

② 透明性の高い生乳取引を推進する

ため「生乳需給・価格情報協議会J

を創設し、生乳取引価格交渉の参考

に資する情報の収集・提供のための

体制を整備

( 2）乳業の再編・合理化 7,837 (7,837 

［事業団交付金 1,815 (3,051J: 

我が凶酪農・乳業の国際競争力の強化を困

るとともに、雪印乳業食中毒事故の発生を型

機とした牛乳・乳製品の安全性に対する関心

の高まりに対応するため、 HACC P手法（：

対応した高度な衛生管理水準を備えた乳業施

設を整備。

［なお、 12年度補正予算において、 HACC 

P対応の乳業施設を整備するため、 11億円を

措置。］

( 3）学校給食用牛乳供給対策 4,347(4,412 

入札の導入等競争条件を整備するととも（：
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供給コストの低減、消費量の拡大、供給条件

の不利な地域における負担の軽減に資するメ

ニュー方式を実施する等新たな学校給食用牛

乳供給事業の定着を推進。

( 4）食肉等流通対策 863 ( 998) 

① HACC P手法を取り入れた高度

な衛生管理水準を備えるとともに環

境調和を重視した基幹的産地食肉セ

ンター及び食烏処理施設の整備

② 家畜取引における近代化・合理化

及び環境・衛生対策の強化等のため

の施設整備

① 高度な衛生水準を有する鶏卵の処

理・流通施設の整備

④ HACC Pの概念を取り入れた新

しい食肉処理モデルの普及を図るた

めの各種研修

① 食肉の差別化・高品質化を図るた

め、現地調査、協議会等を実施し、

産地銘柄を確立

⑥ 畜産物の需給安定を図るための生

産、出荷動向等の調査・検討

［なお、 HACC P対応の基幹的産地食肉セ

ンタ一等を整備するため、 12年度公共事業等

予備費において 9億円、補正予算において6

億円を措置。］

5 畜産環境対策の推進

10,943 (8,724) 

非公共 3,817 (3,528) 

公共 7,126 (5.196) 

① 「家畜排せつ物の管理．の適正化及

び利用の促進に関する法律」に即し、

平成16年度までに野積み・素掘りの

解消を図るべく、地域の実態に応じ

たたい肥化施設等家畜排せつ物処理

施設を計画的に整備

②耕種との連携を図るため、たい肥

と稲わら等の有機性資源を循環させ

るネットワークを構築することとし、

「たい肥・稲わら等利用促進協議会J

を設置するとともに、利用計画の作

成、たい肥の成分分析・品質表示等

を推進

また、たい肥の広域的・機動的流

通を推進するため、大型たい肥バッグ

}j式等によるたい肥供給体制を構築

③ エネルギ一等副産物利用処理施設

（メタン発酵処理施設等）の整備を推進

するとともに、その特例地域を拡大

④ 地域社会と A体となった生ゴミ・

家畜排せつ物等有機性資源のリサイ

クル対策の推進

［なお、家畜排せつ物処理施設を整備するた

め、 12年度公共事業等予備費において非公共

18億円・公共6億円、補正予算において非公

共50億円・公共50億円を措置。］

6 飼料に係る総合的芯対策

飼料自給率の向上を通じた食料自給率の向

上、家畜排せっ物の草地への適切な還元によ

る畜産環境問題への対応等重要な畜産行政の

課題の解決のため、「飼料増産推進計画」の達

成に向け自給飼料の増産を推進するとともに、

飼料穀物の備蓄等適正な流通飼料対策を実施。

( 1 ）自給飼料増産対策の推進 3,548(3,760) 

「飼料増産推進計画」の達成に向け、関係

者が一体となった飼料増産運動を展開しつつ、

既耕地等の活用による自給飼料基盤の強化、

飼料生産の組織化・外部化の推進、耕畜連携

の促進、日本型放牧の推進、生産性・品質の

向上等の自給飼料増産のための条件整備を実

施するとともに、新たに、飼料生産受託組織

（コントラクター）が自ら粗飼料を生産・調

製する体制の整備、畑・水田裏等における団

地化等による作付拡大の推進、国産稲わらの

収集・供給体制の確立等のために必要な施設

機械の整備等に対する助成を実施。
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また、地域の実情に応じた自主的かつ多様

な飼料増産への取組を支援するため、飼料増

産に意欲的に取り組む先導的な営農集同等が、

市町村等の委託を受けて行う、単収の向上、

土地利用の高度化等の技術・営農実証に要す

る経費の助成を引き続き着実に実施。

この他、稲わらの流通促進を図るため、

「たい肥・稲わら等利用促進協議会」を設置

し、利用計岡の作成等を推進（前掲）。

［なお、 12年度補正予算において、稲わら・

稲発酵粗飼料等の生産・収集のための機械施

設を整備するため、 2億円を措問。］

( 2）自給飼料基盤の充実強化（公共）

25,150 (25,524) 

公共牧場を地域の飼料供給拠点として整備、

耕作放棄地等の放牧利用のための整備、景観

等の多面的機能を活用した草地整備等地域の

実情に応じて、草地等の生産基盤の整備を拡

充。

( 3）流通飼料安定供給対策 6,760 (6,800) 

① 飼料穀物の輸入・備蓄

飼料の需給及び価格の安定を確保

するため、食糧管理特別会計輸入飼

料勘定において、飼料用大麦 ・小麦

の買入れ、保管及び売渡しを行うと

ともに、飼料穀物の備蓄（とうもろ

こし、こうりゃん、大麦等120万ト

ン）を実施

② 配合飼料価格安定対策事業

配合飼料価格が大幅に上昇した場

合、補てん金を交付することにより、

畜産経営に及ぼす影響を緩和し、畜

産経営の安定に資するため、補てん

財源を積増し

( 4）流通飼料の生産流通対策 162 ( 273) 

① 飼料の安全性・品質の確保を図る

ため、飼料の適正使用に係る農家へ

の巡回指導等の実施
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？ 地域の環境保全や食料打給率向上

等の観点から、外食J車業、学校制

等から発tfーする食品残さ等有機問

i原の飼料化促進及び、飼料化施設駒i

整備

（宮 家畜排せっ物中に合まれる窒素，

リン等を低減した飼料の開発

④ 地域における低・未利用有機性白

源の飼料化を推進するためのシンポ

ジウムの開f佳

⑤ ペットフードの市場規模が拡大L

ていることを踏まえ、品質 ・安全性

確認のための調査や今後のペット7

ード産業のあり方について検討

［なお、 12年度補正予算において、食品開

等の飼料化施設を整備するため、 1億円を措

置。］

7 肉用子牛等対策 118,093 (120，側

牛肉の輸入等需給情勢の変化に対処するた

め、肉用子牛生産安定等特別措置法に基づ3

牛肉等の関税収入を財源とした肉用子牛等対

策を引き続き実施する。

［牛肉等関税収入見込額110,600(114,6001, 

( 1 ）農畜産業振興事業団による施策

肉用子牛の価格低落時における生産者補給

交付金等の交付、指定食肉（牛肉・豚肉）の

価格低落時における買入れ・調整保管、食肉

等の生産流通の合理化等の事業に対する助成

食肉等の生産・流通に関する情報の収集・提

供、需要の増進等を実施。

( 2）国による施策

肉用牛生産の合理化、食肉等の流通の伊

化その他食肉等に係る畜産の振興に資する品

策を実施。
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守孟E附産省平成13'i
生産局油 〕
I'. 小林芳雄生産局長（水産庁漁政部長）
〔生産局 総務課〕

町田勝弘総務謀長（畜産局畜政課長）

井上瀧子総務課同際室長（野菜供給安定基金

総括審査役）

長瀬菊夫総務課課長補佐〔事業団管理班担当〕

（畜産局畜政謀議長補佐〔事業団管

理班担当〕）

岡田正孝総務課課長補佐〔国際企画班担当〕

（農産閤芸局農産課課長補佐〔海外

指導班担当〕兼総務課）

池内 盟総務課課長補佐〔国際調援班担当〕

（畜産局畜政課課長補佐〔国際班担

当〕兼経済局同際部同際経済課）

宮坂初男 総務課課長補佐〔海外協）J班担当〕

（農産園芸局農産謀謀長補佐〔海外

企画班相当〕）

~t池 隆総務課課長補佐〔畜産計画指導班担

当〕（畜産局畜政課課長補佐〔計画

指導班担当〕兼構造改葬局計画部地

域計画課）

郷 達也総務課企両官兼畜産部牛乳乳製品謀

（斎産局牛乳乳製品課企画官）

菅谷公平総務課企画官兼畜産部飼料課（畜産

｝司自給飼料謀草地改良指導官）

（生産局畜産部〕

永村武美畜産部長（大臣官房審議官兼畜産局）

〔生産局畜産部畜産企画課〕

宮崎正義畜産企画課長（農産園芸局畑作振興

課長）

荒川 隆畜産企画課蓄産総合対策室長（畜産

局畜政課畜産総合対策室長）

i青家英貴畜産企画課畜産環境対策室長（畜産

局畜産経営諜畜産環境対策室長）

長谷部勇 畜産企画課畜産振興調整官（畜産局

畜政課畜産J震興推進室長）
原田英男 畜産企間諜課長補佐〔総括及び総務

班担当〕（畜産局畜産経営諜課長補

佐〔総括及び総務班担当〕）

古田士孝畜産企画課謀長補佐〔庶務班担当〕

（畜産局畜産経営課課長補佐〔庶務

班担当〕）

酒井 豊畜産企画課課長補佐〔経営指導班担

当〕（畜産局畜産経営課課長補佐

〔経営指導班担当〕）

問中 誠也畜産企画課課長補佐〔経営資金班担

当〕（畜産局畜産経営課課長補佐

〔経営資金班担当〕）

磯貝 保畜産企画課謀長補佐〔地域振興班担

主11〕（畜産局畜産経営課課長補佐

〔地域振興班担当〕）

荒田 純畜産企画課謀長補佐〔企画班担当〕

（畜産局畜政課課長補佐〔企画班担

当〕）

小林英典畜産企画課課長補佐〔金融 ・税制班

担当〕（畜産局畜産経営課課長補佐

〔畜産振興資金班担当〕）

関 将弘畜産企画課課長補佐〔調整班拘当〕

（畜産局食肉鶏卵課課長補佐〔価格

調査班姐当〕）

川島俊郎畜産企画課課長補佐〔環境企画班担

当〕（畜産局畜産経営諜課長補佐

〔環境企画班担当〕）

松本 博紀畜産企間諜課長補佐〔環境保全班担

当〕（畜産局畜産経営課課長補佐

〔環境保全班担当〕）

井戸将悟 畜産企両謀畜産専門官（畜産局畜産

経営課畜産環境専門官）

谷口 康子畜産企画課畜産専門官兼衛生課（畜

産局畜産経営課畜産専門指導官兼畜

産局衛生課）

〔生産局畜産部畜産技術課〕

田原高文畜産技術課長（経済局国際部国際協

力言1－両課長）

塩田 忠畜産技術課生産技術室長（畜産局家

畜生産課首席畜産専門指導官）

松尾 昌一畜産技術課首席畜産専門官（家畜改

良センター技術部長）

浅見 1孟畜産技術課謀長補佐〔総指及び総務
班担当〕（畜産局家畜生産諜課長補

佐〔総括及び総務班担当〕）

横山 政蹟畜産技術課課長補佐〔家畜改良セン

ター管理班担当〕（畜産局家畜生産

課課長補佐〔牧場整備班担当〕）

菊池 淳志 畜産技術課課長補佐〔乳牛班担当〕

（畜産局家畜生産謀課長補佐〔乳牛

班担当〕）

菊池 令畜産技術謀課長補佐〔肉牛班担当〕

（畜産局家畜生産課課長補佐〔肉畜

振興班担当〕）

菅野幸夫畜産技術課課長補佐〔馬事班担当〕
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（畜産局家斉生産五＊謀長補佐〔馬区Ji- （畜産局牛乳乳製品課課長補佐〔生

振興班十日当〕） .fLJdH~ .ll］〕）

大島照明 畜産技術課課長補佐〔1j1小家畜班拘 小林博行 牛乳乳製品課課長補佐〔乳業班相当）

当〕（畜産局家畜生産課課長補佐 （畜産局午乳乳製品謀謀長補佐〔乳

〔長鶏班担当〕） 業班担、11〕）

石橋 朋子畜産技術諜課長補佐〔創主主技術班・tl1 1J可元 j'f1 牛乳乳製品諜省産専門官（畜産局牛

ぇ11〕（畜産局家畜生産課課長補佐 乳乳製品課高産専門指導官）

〔技術企両班担当〕） 小mlゴ告史 午乳乳製品課畜産専門官（i:jl副四闘

l 吉武 朗 ffi Pl長技術謀謀長補佐〔改良技術班担 民政局生産流通;J'f）帯広r¥Jll農政調整官

吋〕（経済局保険管理談課長補佐 〔畜産振興〕）

〔数理班担当〕） 〔生産局畜産部食肉鶏卵課〕

柴田 健一 宙産技術課課長補佐〔研究研修班拘 常坂 Q 食肉鴻卵課長（苔彪局食肉鶏卵課長）

当〕（畜産局家畜経営課課長補佐 大野高ぶ 食肉鶏卵諜食肉調整宵（畜産局食肉

〔研究研修班担当〕） 潟卵課食肉調整官）

加藤 和彦 省店主技術諜畜pg専門官（省産局家畜 森｜［｜ 健児 食肉鴻卵課課長補佐〔総括及び総務

生産課畜産専門指導官） 班担当〕（畜産局食肉鶏卵課課長補

伏見枠三斎;f(t技術課省産専門官j医大臣官房泌 佐〔総括及び総務班担当〕）

書課〔大臣秘占官〕（畜産局畜産経 太鼓矢修一 食肉鶏卵謀謀長補佐〔価格調査班担

営諜研修折導宵兼大臣官房秘苫諜 当〕（畜産局食肉鶏卵課畜産専門指

〔大臣秘書官〕） 導官）

小柳靖子斎産技術課畜産専門官（畜産局畜産 鈴木 稔 食肉鶏卵課謀長補佐〔食肉漏給班担

経営課研修指導官兼畜産局畜政課） 当〕（畜産局食肉鶏卵課課長補佐

市野 亭 畜産技術課畜産専門官兼畜産企同課 〔食肉需給班担当〕）

（省産局畜産経営課研修指導官） 池田 一樹食肉鶏卵諜課長補佐〔食肉流通!if担

川原 祐三 畜産技術課畜産専門官（畜産局家子宮 吋〕（畜際局食肉鶏卵諜謀長補佐

生産課畜産専門指導官） 〔食肉流通班担当〕）

犬塚 i州中 畜産技術課膏産専門官兼畜産企｜間諜 伊藤 剛嗣 食肉鶏卵謀課長補佐〔素畜価裕流通

（畜産局家畜生産課畜産専門指導官 班担当〕（畜産局食肉鶏卵課課長補

兼畜産局音政諜） 佐〔素高価格流通班担当〕）

森山 i行光高戸€技術課付（東海農政），，］生産流通 中｜日 哲也 食肉鶏卵諜課長補佐〔鶏卵食烏班担

自II次長） 3〕（畜産局食肉鶏卵課課長補佐

〔生産局畜産部牛乳乳製品課〕 〔鶏卵食品班担当〕）

五卜j瓦太乙 午乳礼製品課長（畜産局牛乳乳製品 木下 雅性l 食肉鶏卵課畜産専門官（畜産局食肉

謀長） 鶏卵謀食肉品質環境対策官）

引地利明 牛乳乳製品課礼製品調整官（畜産），，） 〔生産局畜産部飼料課〕

牛.fL乳製品諜乳製品調整官） 木下良智飼料課長（畜産局自給飼料課長）

田中音太郎 牛礼礼製品課課長補佐〔総括及び総 馬場一洋 飼料諜前給対策室長（経済企画庁国

務班担当〕（省産局畜政課企画官） 民生活！尋問民生活政策課余暇 ・市民

伊佐雅裕 午礼乳製品課課長補佐〔価絡調査班 活動室長）

担、11〕（畜産局牛乳乳製品課課長補 PJ?:回 尚 剣料課l草地整備推進室長（関東農政

イ左〔価格調査班担当〕） 同企同調整室長）

辻山 弥生牛乳乳製品課課長補佐〔待給班担、円〕 安問 伸 飼料課課長補佐〔総括及び総務班担

（省産局牛乳礼製品課課長補佐〔話： 当〕（畜産局自給飼料諜課長補佐

給班担当〕） 〔総括及び総務班担当〕）

強谷雅彦牛礼乳製品課課長補佐〔貿易班担当〕 主公本 隆志 飼料課課長補佐〔庶務班担当〕（音

（畜産局牛乳乳製品課課長補佐〔貿 産局自給飼料課課長補佐〔庶務班担

易班担当〕） 当〕）

境 政人 牛礼乳製品謀議長補佐〔生乳班担当〕 富rn 育稔 制料課課長補佐〔飼料生産計岡班担
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当〕（畜産M自給飼料課課長補佐 松本隊ぷ飼料課飼料専門官（畜産｝，，］ 自給飼料

〔白給飼料計画班担当〕） 謀計両官）

鈴木 徹飼料課課長補佐〔飼料生産振興班.J'[l_ 〔生産局畜産部衛生課〕

当〕（畜産局自給飼料謀謀長補佐 松原謙一 衛生課長（畜産局衛生課長）

〔白給飼料娠輿班担当〕） 吉村 史朗衛生課国際衛生対策室長（省産局衛

古田 稔飼料課J集長補佐〔安全・品質改善BI 生課l•I際衛生対策室長）
担、円〕（畜産局流通飼料課課長補佐 宮島 成郎衛生課薬事室長（畜産局衛生諜薬事

〔品質改善班担当〕） 2室長）

安里周二 飼料謀係長補佐〔業務班担当〕（沓 杉浦勝明衛＇＋：； 1泉課長補佐〔総括及び総務班但
産局流通飼料課課長補佐 〔業務脱担 当〕（省産局衛生課課長補佐〔総括

当〕） 及び総務班担当〕）

杉崎知己飼料謀課長補佐〔需給班担当〕（畜 甲斐誠三待I坐課課長補佐〔庶務班担当〕（畜

産局流通飼料課謀長補佐〔需給班担 産局衛生課課長補佐〔管理班担当〕）

三11〕） 小野寺聖衛生課課長補佐〔保健衛生班担当〕

l木村附問問佐〔価格山〕（院l （畜産J,,)f!f.Jt住課課長補佐〔保健衛生

土庁地｝j振興局農村整備課長補佐） 班担当〕）

元村 聡飼料課課長補佐〔草地整備計副調整 小野哲上 衛生課課長補佐〔獣医事班担当〕

班担吋〕（畜産局自給飼料謀課長補 （畜産局衛生課課長補佐〔獣医事班

佐〔草地開発計画調整班担当〕） 担当〕）

白岩俊英飼料課課長補佐〔平地整備事業第 l 小倉弘明衛生課課長補佐〔圏内防疫班担当〕

班担当〕（畜産局自給飼料課課長補 （畜産局衛生課課長補佐〔同内防疫

佐〔草地開発事業第1班担当〕） 班tD.当〕）
山本 i下 A 飼料談課長補佐〔草地盤側i事業第2 伊藤 手IJ夫 衛生記長課長補佐〔国際衛生班担当〕

班担当〕（苔産局白給飼料課課長事JJl （省産局衛生課課長補佐〔国際衛生

佐〔草地開発事業第2班担当〕） EH旦、行〕）
小林勝利剣料課課長補佐〔資源活用事業班担 守水 美夫衛生諜課長補佐〔国際検疫班担当〕

当〕（畜産局自給飼料課課長補佐 （音産局衛生諜課長補佐〔国際検疫

〔環境整備班担当〕） 班担当〕）

古谷正俊制料課飼料専門官（関東農政局企画 大石弘司 衛生課課長補佐〔薬事第 1班担当〕

調整室地方参事官） （畜産局衛生課課長補佐〔薬事第 1

佐藤：法文 飼料課飼料専門官（畜産局内給飼料 班担当〕）

課種苗検堂宵） 中村成幸衛生課課長補佐 〔薬事第2班j'q当〕
lゑ 出： 制料課.fijjj料専門官（畜産局白給飼料 （吉年産局衛生課課長補佐〔薬害第2

謀計両官） J.lHU~ 〕）

藤原金英飼料課飼料専門官（畜産局「l給飼料 山本 実 衛生課課長補佐〔監視指導班担当〕

課草地改良指導官） （省産局衛生課課長補佐〔監視指導

小迫孝実飼料課飼料専門官（畜産局流通飼料 班相当〕）

議安全性評価専門官） 石川 清康 衛生課家畜衛生専門官兼午礼乳製品

浅沼達也飼料課飼料専門官（省産局自給飼料 謀（畜産局衛生課家畜衛生指導官兼

課程i箇検査官） 苦手産局牛乳乳製品諜）
菊池 馨飼料課飼料専門官兼帯産企画課（畜 林 政益 衛生課家畜衛生専門官（畜産局衛生

産局自給飼料課計画宵兼畜産J,,J＊政 日巣家畜防疫専門官）

謀） 金津正尚 衛生課家苔衛生専門官兼大臣官房企

伊藤雅敏飼料課飼料専門官（畜産局自給飼料 剛評価課（大臣官房総務課環境企画

課草地改良指導宵） 班環境企阿係長）

椴悶 i支享 飼料謀飼料専門官兼畜産企阿謀（畜 〔生産局畜産部競馬監督課〕

産局流通飼料課飼料衛生指導官兼畜 森多可ぶ競馬監it課長（畜産局競馬監督課長）
産局畜政課） i中 i告幸 競馬監督謀首席競馬監将官（畜産局
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競馬監督諜首席競馬監督官）

競馬監督課課長補佐〔総括及び総務

班担当〕兼競馬監督課課長補佐〔地

H班担当〕（畜産M競馬監督課課長
補佐〔総括及び総務班担当〕 j伝競馬

監督課課長補佐〔地方班担当〕）

三谷 猛 競馬監督課課長補佐〔庶務班姐当〕

（帝産局畜政課課長補佐〔庶務班担

、当〕）

本j民 一志競馬監督課課長補佐〔公正班拘~〕

（畜産局競馬監督諜課長補佐〔公正

班担当〕）

｜本郷秀毅鋭馬問理問（中央伽］

（畜産局競馬監督課課長補佐〔中央

班担当〕

佐藤 剛 競馬監督課競馬監督官（畜産｝.，）競馬

監管課競馬監科宵）

中嶋 茂競馬監督謀競馬監督官（畜産局競馬

監督課競馬監管官）

金子秀夫競馬監督諜競馬監督官（畜産局競馬

監督諜競馬監督官）

亀嶋忠志競馬監督課競馬監督官（畜産局競馬

監督課競馬監管官）

惟葉 和日目 競馬監督課競馬監督官（省産局競馬

監督課競馬監督官）

天i孝博＝ミ 競馬監督課競馬監督官（畜産局競馬

監督諜競馬監督官）

渡部重雄採用〔競馬監管謀競馬監督官〕（農

斎産業振興事業団畜産助成部上席調

査役）

佐藤義孝競馬監督謀競馬監督官（畜産局競馬

監督諜競馬監督官）

J族同 康恵総合食料局食料政策課企阿官兼競走
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馬監ぢ課（大臣官房調査課調査専門

官兼{(iJlE}PJ競馬監管課）

〔転出者等〕

伊地知｜俊 一 総合食料局国際部IEJ際協）J謀長崎

産局家t百件ミ産課生産技術室長）

木村 1ci台 巾囲内l:fil農政局企画調整部長（畜産
局自給飼料課草地開発計画推進室

長）

高橋 博人 九州民政局企画調整部企爾調整課長

（高fit同家苔生産課課長補佐〔技術

振興班担咋〕）

樋口久俊退職［ 1月5R付］（畜産局長）

〔動物検疫所〕

小Zt.J-1二正博 動物検疫所成田支所検疫第2謀主任
検疫官（家畜衛生試験場総合診断研

究音11-t任研究官）

緒方 孝行退職〔農畜産業振興事業問畜産助成

部上席調査役〕［ 1月5日付］（動物

検疫所総務部庶務課謀長補佐）

〔家畜改良センター〕

南波利昭家畜改良センタ一所長（畜産局家畜

生産課長）

下平 乙夫家畜改良センター技術部長（家畜改

良センター企画調整室長）

康川 治 家膏改良センター企jllij調整室長（家

畜改良センター技術部統括生産技術

調整官）

丙関 邦男 東海民政局生産経営部畜産課長（家

畜改良センター岡崎牧場業務第二課

長）

j長井 吉昭 退職［ 1月5日付］（家畜改良セン

タ一所長）
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AK）地方競馬全国協会
競馬の収益金は、畜産の振興や馬に関する伝統行事
存、街づくり、学校・病院の整備などに役立っています。

盛岡・

．水沢・

上山

（全国30場からお届けします。〕



llfilJI置証言軍事歪E事~ 悟空

Embryonic Cell Fusion System GOKU 
．正確な時間制御：高性能電源部・パルス発生部を新開発

正確なパルス発生制御、安定したパルス波の発生。
・即時に融合条件を把握：融合液のインピーダンスをリアルタイム
に測定。

－高性能波形モニターを用意。

・優れた操作性と、国産機としてのきめ細かいサポート体制安心し
て使用出来ます。
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富 士卒工業株式会社
干113・0033東京都文京区本郷6丁目11番 6号
電話東京（03)3812・2271 ファクシミリ（03)3812-3663 

北海道富士卒工業株式会社
本社： 干001・0027札幌市北区北27条西9丁目5番22号
電話（011 ) 726-6576 （代表）フ7クシミリ（011) 717 -4406 
支店： 干080-0802帯広市東2条南3丁目7十勝館ビル
電話（0155) 22-5322 （代表）ファクシミリ（0155)22・5339
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